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序文

巻町は国指定史跡菖蒲塚古墳を始めとして数多くの遺跡が分布するところとして知られてい

ます。巻町のシンボル角田山は、西を日本海に接し、東の麓にはなだらかな山裾台地が広がり

ます。原始・古代の人々は、豊かな自然に恵まれたこの山麓に生活の場を求め、活発な活動を

くりひろげてきました。

巻町教育委員会では、昭和45年以来埋蔵文化財の調査に取り組み、現在までに20箇所近い

遺跡で発掘調査を行なっています。菖蒲塚古墳にほど近い台地の一角に営まれた南赤坂遺跡も

その一つで、農地造成に伴う事業として平成５年に調査を実施しました。概要については、既

に『巻町史』などの各種刊行物で公表してきたところですが、本書は発掘調査の正式報告とな

るものです。

南赤坂遺跡は、主として縄文時代と古墳時代に営まれた集落跡です。今回の発掘調査では、

いくつかの貴重な発見がありました。縄文時代前期終末～中期初頭の「の」字状石製品は全国

的にも稀な例であり、古墳時代の北方系土器は、当地での古墳文化との接触を示す優れた資料

となっています。これらはいずれも平成11年に巻町文化財に指定されました。

遺跡の重要性は発掘調査の段階から注目されるところとなり、町内外の関係者からの高い関

心を呼びました。本書では、実測図の提示に努めながら調査成果をまとめました。これをつう

じ南赤坂遺跡が広く理解されるとともに、学術資料として活用されるよう期待します。

発掘調査では、多くの方々からご支援を賜りました。実施にあたりご理解いただいた角田山

麓土地改良区、現地調査に携わった皆様、報告書作成までの間に種々のご指導・ご教示をいた

だいた方々に対し、深甚なる謝意を表します。

平成14年３月３１日

巻町教育委員会

教育長植村敏



例言

ｌ本書は、新潟県西蒲原郡巻町大字竹野町字南馬坂5348番地に所在する南赤坂（みなみあ

かさか）遺跡の発掘調査報告書である

２発掘調査は農地造成に伴うもので、角田山ろく土地改良区の依頼により巻町教育委員会

が実施した。

３野外調査は、範囲確認（１次調査）を1992年８月１７日～８月２５日、これに基づく本発掘

（２次調査）を1993年４月１２日～１２月２７日の間に実施した。

４発掘調査の体制は次のとおり。

調査主体：陶山朝幸（巻町教育委員会教育長）

調査担当：前山精明（巻町教育委員会学芸員）

事務局（１次調査）：富井秋雄（巻町教育委員会文化行政課課長）・若林満雄（同課参事）

〃（２次調査）：石塚力（巻町教育委員会文化行政課課長）

近藤義衛（同課課長補佐）・若林満雄（同課参事）

５室内作業は、１９９３年５月～１９９４年３月に基礎的整理を行なった後、2000年５月～2002

年３月の間に報告書作成に関わる本格整理に従事した。

６本書で提示した遺物は、原則として１次．２次調査の出土資料としたが、既存資料の一

部も掲載した。第８図および第93図30は、『巻町史考古資料編』からの転載である。

７比較資料として、天神遺跡採集の「の」字状石製品（第５２図166）と越王遺跡採集の管

玉製作工程資料（第97図１６～１８）を掲載した。前者は田代ミツ氏、後者の１７．１８は真島

伝次氏所蔵品である。

８前掲６．７以外の資料は、巻町教育委員会が一括保管する。

９石材および土器の胎士混入物の一部については、宮島宏氏・竹ノ内耕氏（フォッサマグ

ナミュージアム）からご教示いただいた。

lＯ本書作成に際しては、前山精明と相田泰臣（巻町教育委員会社会教育課主事）が作業を

分担し、矢島静江・本間慶子・設楽ちづる・朝平陽子の助力をうけた。

１１執筆分担は、序章Ⅱ－２．３．古墳時代Ⅱ－１．古代が相田、古墳時代Ⅱ－２が前山・相田、

これ以外は前山である。

１２実測図版の作成は、古墳時代の土師器と古代遺物を相田、これ以外を前山が行なった。

１３発掘調査から本書作成に至るまで、下記の方々からご教示を賜った（五十音順)。

甘粕健・石井久美子・石井淳・石川日出志・石野博信・井上雅孝・上野秀一・

大 沼 忠 春 ・小野昭・岡村道雄・春日真実・川崎保・川村浩司・菊池徹夫・

木 島 勉 ・ 桑野一幸・小嶋芳孝・小杉康・小林達雄・小林克・斎藤基生・

佐藤信行・沢田敦・鈴木正男・滝沢規朗・田中耕作・辻本崇夫・中野純・

中村五郎・野村崇・橋本博文・橋本真紀夫・秦光次郎・林謙作・平口哲夫・

藤 本 強 ・渡辺誠
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Ｉ遺跡の地理

新潟平野の西縁に連なる「弥彦・角田山塊」は、角田山（481ｍ）・多宝山（633ｍ）・弥彦

山（644ｍ）・国上山（313ｍ）の４主峰からなる山地帯で、その広がりは南北24km、東西４

kmあまりにわたる。南赤坂遺跡は、北端角田山の東麓に所在する（第１図)。角田山麓におけ

る年平均気温は13.3度、暖かさの指数はＷ100度で、潜在植生としては冷温帯落葉広葉樹林帯

（ブナ林）と常緑落葉広葉樹林帯（カシ林）の推移帯に位置する。冬季の最大積雪量は50ｃｍ

に充たない年が多く、新潟県内では典型的な小雪地帯にあたる。

遣跡中心半径５km圏内には、多様な環境が箱庭的に展開する（第２図)。角田山は、東・西

で地形を大きく異にしており、急傾斜をなして日本海に降下する西麓部に対し、新潟平野に面

した東麓では、海抜30ｍたらずの低台地が南北４kｍ・東西1.5kmにわたる広がりをみせる。南

赤坂はこの中ほどに位置し、旧石器～古墳時代遺跡の大半も同一台地上に分布する。現在付近

一帯は農地（柿畑）や植林地として利用されているが、一部に落葉広葉樹と常緑広葉樹の混成

林が残存する。花粉分析に基づけば、同一様相をもつ植生の形成は縄文時代中期以前に遡るこ

とが判明している［藤田ほか'988]・

台地下の沖積地には、山麓北東部に「新潟砂丘」が形成される。当地はこの南端にあたり、

内陸側から新砂丘Ｉ．Ⅱ.Ⅲが並走する。新砂丘Ｉの成立は、縄文時代前期以前に求められる

が、砂丘列の発達は外海からの海水を遮断し、現在の沖積地内に広大な沼沢地を展開させていっ

た。北東麓での調査によれば、台地直下における淡水化の時期は、前期後半を下らないものと

推定されている［小野編1982]・東麓台地の周辺一帯は、後背低地をなす。田面下には未分解

有機物層が広範囲にわたり堆積しており、層内からは弥生時代～古代を主とする遺物が時おり

確認できる。

背後に広がる海浜地帯は、角田岬を境に南部の岩礁海岸と北部の砂丘海岸に二分される。本

遺跡から海岸部までの行程は、山裾ルートで徒歩１時間程度である。波打ち際には、対馬海流

の北上に伴う遠距離漂着物も数多く見られ、郁子の実や韓国製品が代表的なものである。

弥彦と角田の山並は、弧状をなして張り出す新潟平野の頂点に位置するところから、遠方か

らの眺望に優れている。海からの眺めはとりわけ印象的で、二つの島をなして望むことができ

る（本章扉写真)。こうした景観は日本海のランドマークにふさわしく、当地における遺跡群

の形成に関わる重要な地理的背景と考えられる。

文献

小野昭編１９８２『大沢遺跡。Ⅱ』新潟大学考古学研究室

藤田英忠ほか１９８８「巻町豊原遺跡の調査」『巻町史研究』Ⅳ巻町
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第１図南赤坂遺跡の位置と関連主要遺跡
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Ⅱ遺跡群概観

南赤坂遺跡は、縄文時代前期～後期、古墳時代前期・後期、古代（奈良・平安時代）の時期

において断続的な利用が確認できる集落跡である。具体的な記述に先立ち、周辺に分布する各

時代の遺跡を概観し、本遺跡が置かれた歴史環境を明確にしておく。

１縄文 時 代

（１）弥彦・角田山周辺の遺跡

弥彦・角田山の周辺（大河津分水路以南の山裾５km圏内）には、大別６期区分の帰属が明ら

かな縄文時代遺跡が49箇所存在する。これらは地形と位置関係から７つのゾーンに区分され、

角田山東麓低台地（ゾーンＩ）と同北東麓の新潟砂丘（ゾーンⅡ）が主要な分布域をなしてい

る（第３図中段)。

角田山麓（Ｉ～ⅢゾーンおよびⅣゾーン北部）の遺跡を時期別に見ると、中期前葉と後期前

葉にピークを認める。比較例として、県内６市町村の動向を第３図上段に示した。各エリアで

は、中期に至る遺跡数の増加と後期中葉以降の減少化という点で共通した動きをみせる。しか

し変動パターンは様々で、それぞれが置かれた地理的条件の異なりをうかがわせる。波形の上

で最も類似するのは海岸部に位置する柏崎市域であるが、これに較べ前期段階での遺跡占有率

が高いのが角田山麓の特徴である。

（２）角田山麓の前期前葉～中期初頭遺跡群

次章で述べるように、南赤坂遺跡では前期終末～中期初頭に利用の最盛期を迎え、これに次

いで前期前葉と前期後葉の遺物も比較的多く出土した。角田山麓では、１９８３年以来この時期

の遺跡調査が相次いで行なわれ、新潟県内でも最重要フイールドの一つと位置づけられる。主

な発掘調査としては、新谷遺跡（1983年）・布目遺跡（１９８４年）・豊原遺跡（１９８６年）・

大沢遺跡Ａ地区（1989年）・重稲場第３遺跡（1991年）があげられ、主要な成果が『巻町史

考古資料編』に収録されている。また、2000年に存在が明らかになった岩室村干納遺跡は、

遣存状態の上で注目すべき内容をもち、本地域の重要性を決定的なものとした。以下に前期初

頭～中期初頭遺跡の様相を項目別に紹介する。

土器の変遷上記６遺跡の相互比較と層位データに基づき、新谷Ｉ群（花積下層式期）から

豊原Ｖ群（五領ケ台Ｉ式期）に至る１１段階の変遷を辿ることができる（第４図下：括弧内関東

編年)。このうち、布目・新谷Ⅱ～Ⅲ群・重稲場Ｉ群・同Ⅱ群の各資料は、新潟県内における

標式資料に位置づけられている。豊原遺跡でえられた層位データ（第４図上）はとりわけ重要

で、前期後葉～中期初頭編年の基準資料を提供した。
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遺跡群の形成この間における遺跡は１８箇所を数える（第３図下段)。遺物量が明確に増加

するのは布目段階（ニツ木式前半段階）からである。現在のところ、前期中葉（黒浜式期）の

遺物多出遺跡は確認されていないが、豊原Ⅱ群段階（諸磯ａ式期）に至るまで拠点的な集落は

各時期１箇所に限定される。重稲場Ｉ群段階（十三菩提式中葉段階）までの遺跡は、いずれも

沖積地に面した台地低域に立地する。

遺物多出遺跡は、前期最終末になると３箇所に増加し、居住域も台地高域部へと拡大する。

角田山麓における中期中葉～後期後葉遺跡の多くは、台地の奥部や高域に分布する。上記の現

象はその初源となるもので、立地上の転機をなしている。なお、各遺跡の調査はいずれも小範

囲に限定されており、集落構成の把握には至っていないのが現状である。

石器組成前期前葉～晩期終末における生産用具の在り方は、食料の調達・加工に関わる用

具（Ｉ群石器）が大きく変動しており、前・中期を境に操石錘と石錬の割合が逆転する。この

現象は遺跡立地の変化とも符合し、狩猟・漁携の依存比の違いを反映した可能性が高い。工具

類（Ⅱ群石器）は時間的な変化に乏しいが、同時期段階の遺跡間での砥石出現率に大きな変異

が存在する。特定集落における磨製石斧の製作に関連するものである。

生業活動豊原遺跡（前期終末層準）と干納遺跡（前期後葉：諸磯ｂ式期）から多量の動植

物遺体（食料残湾）が出土している。至近距離にあるため、両遺跡の構成は類似'性が高く、２

遺跡を合わせた内訳は、獣類（シカ主体）・淡水魚（トゲウオ主体）・海水～淡水魚（サケな

ど）・海水魚（ヒラメ・サメ・クロダイ・スズキなど)、海棲ﾛ甫乳類（クジラ)、汽水～淡水産

貝類（シジミ)、海水産貝類（サザエ）・種子（ヒシ・クルミ主体）からなる。

豊原遺跡のシカから推定された狩猟季節、動・植物の生態、民俗事例に基づけば、第３図下

のような生業暦の復元が可能であり、水産資源の活発利用に大きな特徴が見いだせる。海産物

の入手経路の一つとしては、徒歩にして１時間たらずの「峠越えルート」が想定できる。

豊原遺跡と大沢遺跡Ａ地区では、中期初頭層準の花粉構成が明らかになっている。前者では

クリ属出現率がきわめて高く、後者ではユリもしくはヒガンバナ科・ゼンマイ属・ヤマイモ科

の順に卓越種が目まぐるしく変化する、という内容である。干納遺跡ではヒョウタンの果皮・

種子も出土しており、植物管理の在り方を考える上で興味深い事例となっている。

生産と流通角田山麓では、前期前葉から中期前葉にかけて磨製石斧の製作が行なわれてい

た。西頚城産の蛇紋岩などを原石の状態で入手するもので、同様の遺跡が信濃川河口以南の海

岸部に点在する。新谷・豊原では、多量の砥石と比較的まとまった量の未製品が出土しており、

自給量を上回る製作が行なわれた可能性もある。

前期終末～中期初頭の遺跡では、信州産黒曜石が高頻度で利用される。県内海岸部の中では

異例の存在と言ってよく、石材流通に関わる主導的な役割が推定できる。
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２古墳時代

（１）古墳時代前期

古墳蒲原平野の古墳は古墳時代前期に県内で数．規模ともに他地域を圧倒しており、その

中で角田山麓は蒲原平野の信濃川左岸における中核的な地域であったと考えられる。角田山麓

の古墳は、前方後方墳の山谷古墳（墳長37ｍ)と前方後円墳と考えられる菖蒲塚古墳（墳長約

53ｍ)、菖蒲塚古墳に隣接し、円墳と考えられる隼人塚古墳（径約１５ｍ)、そして葺石をもち

円墳と考えられる観音山古墳（径約26ｍ）がある。このうち発掘調査が行われたのは山谷古

墳だけであるが、墳形･遺物などから山谷古墳（８期：以下新潟シンポ編年)→菖蒲塚古墳(９期？）

といった変遷が推測され、観音山古墳は菖蒲塚古墳の前後の可能性が指摘されている［甘粕1994]。

また隼人塚古墳は時期が不明であるものの、規模や位置からは菖蒲塚古墳の陪家となる可能性

が考えられる。しかし、これに続く古墳は現在のところ確認されていない。また、角田山麓の

古墳集中地域から南へ約６km離れた弥彦山麓には前方後円墳と考えらえる稲場塚古墳（墳長約

26.3ｍ）が存在する。発掘調査は行われていないが、表採資料や箸墓古墳に類似する墳形など

から山谷古墳に先行（７期）して築かれたと考えられている[稲場塚古墳測量調査団1993]。

この古墳は角田山麓の古墳と同一水系である矢川上流域に位置しており、首長系譜が角田山麓

と同じである可能性もある。一方北へ約１５km行った信濃川右岸の砂丘地には、葺石をもつ円

墳の緒立八幡神社古墳（径約35ｍ）が位置する。古墳に伴うと考えられる壷からは７．８期

頃の時期が推測される［川村1989]。また天神遺跡からは古墳時代前期の土師器の他に、勾玉

１点・ガラス小玉18点が採集されている。これらの玉類は限定された範囲に分布が認められ、

古墳が存在していた可能性も考えられる。

集落山谷古墳の眼下の沖積地に御井戸遺跡、観音山古墳の丘陵下に高見高島遺跡、稲場塚

古墳の近くには蒲田遺跡がそれぞれ存在しており、古墳との関わりが注目される。この中で御

井戸遺跡からはこれまで多量の土師器と少量の須恵器が出土している。遣物からは古墳時代前

期が中心で古墳時代中期になると数が減少していき、古墳時代中期後半（ＴＫ２０８型式～

ＴＫ４７型式並行期頃）になるとほとんど確認できなくなる。角田・弥彦山麓ではこのように前

期から中期にかけて一定量の土器を出土する遺跡は他に認められず、この地域で最大規模の核

となった集落と考えられる。高見高島遺跡はこれまで表採された土器からは、１０期頃のもの

が多く、６～１０期頃の時期幅が推測される［相田2002]・蒲田遺跡の表採土器からは、おおむ

ね６～８期を主体とし、一部９期以降を含むと考えられている［吉田町2000]・他には菖蒲塚

古墳の西方約１４０ｍの所に位置する越王遺跡では、表面採集であるが緑色凝灰岩の管玉製作工

程を示す資料が155点報告されている。また五ヶ浜の日本海に面した砂丘の先端部には穴口遺

跡があり、６．７期頃と考えられる土器が出土している。
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蒲原平野における古墳時代前期の主要遺跡の分布
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第５図蒲原平野の古墳時代前期の遺跡
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（２）古墳時代中期以降

角田山麓では中期になると集落の衰退が認められ、古墳の築造も断絶すると考えられる。こ

のような状況は角田・弥彦山麓に限らず蒲原平野全域に該当する。そして蒲原平野の衰退から

わずかして、それまで首長墓系列の基盤のない魚沼地域で飯綱山古墳群などの初期群集墳が築

かれるようになる。しかし遺跡数だけに限れば中期になると逆に増加する。前期の遺跡が稀薄

であった角田山北麓の砂丘上に位置する古囲遺跡・上堰潟Ａ遺跡・下稲場遺跡など、数は微量

ながらも中期の土器を出す遺跡が認められるようになる。

中期の断絶後、蒲原平野に再び古墳が認められるようになるのは現在のところＭＴｌ５型式併

行期以降と考えられる。海岸部では県内における横穴式石室を内部主体とした初現期の古墳で

ある村上市の浦田山２号墳がそれまで首長墓の認められなかった地域に出現する。また信濃川

左岸では、古墳時代前期において首長墓の変遷が追えた保内三王山古墳群中に、木棺直葬を内

部主体とした該期の古墳が再び築造されはじめる。一方、信濃川右岸の角田・弥彦山麓では該

期の古墳は現在確認できない。しかし文献からは弥彦村の夷塚古墳で石室の可能性を示唆する

記述があり、夷塚遺跡からは古墳時代後期の土器片が認められる［吉田町2000］など、信濃

川右岸の弥彦地域でも前述の流れの中で古墳時代後期前半に再び古墳が築造された可能性が高

い。ただし、角田山麓では該期の古墳は認められない。

集落では中期の遺跡のほとんどで６世紀代に入り遺物は認められなくなる。現状では南赤坂

遺跡と御井戸遺跡で断片的にうかがえるに過ぎない。７世紀の資料も同様で、角田山麓では高

畑遺跡やヤチ遺跡で７世紀後半と考えられるものがわずかに認められるのみである。しかし一

方で、７世紀を前後する時期は、山麓から離れた平野側のそれまで全く基盤のなかった場所に

新たに集落が認められ始める時期でもあり、旧鎧潟湖底の大島橋遺跡や大橋遺跡・三角田遺跡

が出現する。角田山麓で遺跡・遺物の増加が認められるようになるのは７世紀末以降である。

また、６世紀代に再び古墳が認められるようになる蒲原平野であるが、それらが７世紀まで存

続するのかは不明である。古墳の数からはいずれも長期の築造でなかった可能性が高く、浦田

山古墳群を除いてこれまで横穴式石室が確認されていない点をあわせると、７世紀の古墳はあっ

ても少数と推測される。

文 献

相田泰臣２００２「岩室村高見高島遺跡採集の土師器について」『越佐補遣些』第７号越佐補遣些の会

甘粕健１９９４「第５章古墳時代」『巻町史通史編上巻』巻町

稲場塚古墳測量調査団１９９３「新潟県弥彦村稲場塚古墳測量調査報告」

『磐越地方における古墳文化形成過程の研究』

川村浩司１９８９「緒立八幡神社古墳の編年的位置」

『新潟考古学談話会会報』第４号新潟考古学談話会

日本考古学協会新潟大会実行委員会１９９３『東日本における古墳出現過程の再検討』

吉田町２０００「蒲田遺跡」『吉田町史資料編１考古・古代・中世』
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３古代

７世紀末以降県内では遺跡・遺物が飛躍的に増加する。巻町内の該期の資料は、これまで新

潟大学考古学研究部などの精力的な活動によりかなりの蓄積があるが、表面採集資料が多く遺

跡の性格に関しては不明な点が多い。資料についてはこれまで新潟大学考古学研究部、山口栄

一［ｌ９９４ａ．ｂ]、春日真実［2000］らにより論じられてきており、これらの成果をもとに

以下では弥彦・角田山周辺を中心とした遺跡の分布について記す。

当地では６世紀以降遺物がほとんど認められなくなるが、高畑遺跡・大島橋遺跡・大橋遺跡・

三角田遺跡などから７世紀に入り平野側へ進出する遺跡の存在が確認できる。そして８世紀を

前後する時期には遺跡のさらなる増加がうかがえる。平野側では古辻・助次郎遺跡が、丘陵側

では７世紀後半からヤチ遺跡が、海岸部では銭原遺跡などがあげられる。そして８世紀後半に

は角田山麓において重稲場窯跡群が、８世紀末には前平野窯跡がそれぞれ操業を開始する。し

かし両者とも９世紀前半には操業を停止していた可能性が高い。ちなみに両窯跡とも土採りの

ため消滅してしまったが、重稲場窯跡群に関しては複数の窯跡の断面が目撃されている。この

ように不明な点が多いものの、窯跡の数や操業期間、流通の面からは短期の小規模な経営であっ

たと考えられている［春日2000]。また、９世紀は越後・佐渡の須恵器生産・流通の大きな画

期にあたり、９世紀中頃以降越後の須恵器生産が衰退する一方で、小泊窯跡群を中心とした佐

渡産須恵器の広域流通がおこなわれるようになる。

続く９世紀前半から１０世紀初頭は遺跡数が急増する時期にあたる。注目されるのは、角田

山北麓の砂丘地に遺跡の分布が多く認められるようになることである。さらにその遺跡自体も、

これまで多くの土器や墨書土器が採集されている下稲場遺跡や山田屋敷遺跡など、町内の他の

遺跡と比べて大規模かつ有力と推測される遺跡が認められるようになる。ちなみに下稲場遺跡

の資料には硯や製塩土器、清水上遺跡では土錘が認められる。一方角田山東麓では赤坂遺跡・

南赤坂遺跡・豊原遺跡などで該期の資料が出土しているが、いずれも小規模であったと考えら

れる。また沖積地では高畑遺跡・地蔵腰遺跡・古辻・助次郎遺跡などが存在する。いずれも全

体像は不明であるが、高畑遺跡からは墨書土器が採集されている。

春日は土器と集落の消長から９世紀前半は角田山麓の集団を核とした様々な生産・流通体制

が解体し、沖積地の集団が生産・流通に関する多くの分野を掌握し始める時期であった可能性

が高いとする［春日2000]。また、春日が西蒲原地域の拠点の一つとなる可能性が高いと指摘

する野沖遺跡や中組遺跡は沖積地に位置しており、町内では高畑遺跡や地蔵越遣跡などがそれ

らと立地を同じくする。ただし、現時点において町内で最も有力な集落と推測される下稲場遺

跡や山田屋敷遺跡などは山麓側に位置し、立地を異にしている。それらの砂丘上の遺跡は、所

１１



Ｈ

第６図角田･弥彦山周辺の遺跡分布
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県内の主要窯跡下稲場遺跡出土須恵器

第７図県内の主要窯跡分布と下稲場遺跡出土須恵器

１０cｍ

在する位置や製塩土器、土錘などから漁業を主要な生業としていたことが推測され、さらに硯

の資料からは平野側の流通に対して海岸線や河川の流通に従事していた可能性が高いと考えら

れる。ちなみに、角田浜の10kｍ程沖合いのタラ場と呼称される海底からは、土師器・須恵器

など相当数の土器がこれまで底曳き網によって揚陸されている［山口１９７８．１９９４a]。

春日真実２０００

山口栄一１９７８

山口栄一１９９４ａ

山口栄一ｌ９９４ｂ

文献

｢第５章まとめ」

『吉田町史資料編ｌ考古・古代・中世』吉田町

｢角田浜沖タラバの揚陸土器」

『まきの木』第２号巻町郷土資料館友の会

｢角田浜沖タラ場」

『巻町史資料編１考古』巻 町

｢考古学が捉える巻町の古代」

『巻町史通史編上巻』巻町
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Ⅲ調査

１発掘調査以前

南赤坂遺跡は、昭和20年代に巻町在住の考古学研究者、上原甲子郎氏（故人）によって発

見された。調査初期になされた同氏の報告によれば、遺物はさほど多くないとされ、５個体の

古式土師器と鼓石１点が図示されている。当時は弥生時代の遺跡と認識されていたため、同時

に採集された黒曜石製剥片を含め、石器使用の存続が指摘されている［上原１９５６]・

大きな転機の訪れは、１９７１年に行なわれた柿畑の造成である。そのおり対象となった造成

区域は、遺跡西部の緩斜面700㎡あまりにわたり、ブルトーザーによる整地作業が全域で行な

われた。上原氏所蔵資料に含まれる縄文土器はその際の採集品で、縄文時代と古墳時代の複合

遺跡であることがこの時点で判明した。

その後は、地元採集家や新潟大学考古学部によって表面採集が行なわれ、一定の資料蓄積が

はかられてきた［新潟大学考古学研究部１９８６．１９９０]・採集遺物の中で注目を集めたのは、

１点の続縄文土器である（第93図30)。新潟県内では西山町内越遺跡に次いで２例目の発見と

なり、本遺跡の存在が俄に脚光を浴びるところとなった。

２調査に至る経緯

南赤坂遺跡が所在する竹野町地内の山林で、総面積19.95haの農地造成事業が角田山麓土地

改良区によって計画された。柿栽培面積の拡大をはかると共に、農業従事者の高齢化に対応す

べく、緩傾斜地の造成によって作業負担を軽減しようというものである。

造成予定地内における埋蔵文化財包蔵地は南赤坂遺跡のみであった。しかし、大半が山林に

覆われるため遺跡分布の実態が明らかでなく、樹木伐採完了後の1990年１０月に全域を対象と

した分布調査を実施した。踏査をつうじて発見できた遺跡は皆無であったが、南赤坂遺跡の登

録区域外東側に存在する削平面において遺物包含層の広がりが確認され（第１０図ｌ－Ｃ)、遺跡

範囲の見直しが必要であることが明らかになった。

３１次調査：1992年８月１７日～８月２５日

遺跡登録区域にあたる西側緩斜面から遺物包含層の残存が予想される東側尾根までを対象と

した確認調査である。作業はすべて手掘とし、１ｍ四方のテストピットをほぼ均等に設定する

よう努めた。調査に際しては、新潟大学考古学研究部員を動員した。

調査時点の遺跡周辺は、西部の柿畑（第９図下段Ａ～Ｃ区）を含む全域が伐採によって開地

化していた（第１Ｏ図ｌ）。しかし東部の旧山林区域（Ｄ～Ｇ区）では、低木の生育などにより

調査困難な部分が多く、最終的な面積は39㎡にとどまった（第９図下)。

柿畑の造成区域では、Ｃ区で遺物包含層の部分的な残存を認めたが、Ａ～Ｂ区の全域が既に
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第８図発掘調査以前の採集遺物（２８．２９．３４．３６:関田遺跡）
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第９図南赤坂遺跡周辺の微地形と調査区（１ｍスクエアーは１次調査地）
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削平されていた。遺物包含層の良好な遣存が確認できたのは、Ｄ・Ｅ－２～４区である。東側

の尾根では先端部が平坦地をなしており、人為的な削平の形跡が明瞭にうかがえた。区域内の

出土遺物は古墳時代に限定され、この時点で特殊遺構の存在が予想されていた。

４２次調査：１９９３年４月１２日～１２月２７日

１次調査の結果に基づく本調査で、８月末までの間を予定した。作業員は地元竹野町在住の

１０名を主力とし、５月からは記録要員として新潟大学考古学研究部学生の助力をえた。

遺物出土位置の記録方法としては、遺物包含層を層位毎のグリッド単位、遺構内をドット方

式とした。前者については、表土層を一辺２ｍ、それ以下ではこれを４分割した１ｍ四方の細

分グリッドを単位として作業の迅速化をはかった。

発掘調査は西側緩斜面のＥ列から着手したが、全体概要の早期把握を意図し、東側尾根の調

査も併行して進めていった。しかし、旧山林区域の植根除去は容易でなく、高域部での傾斜の

強まりも作業を困難にした。７月以降は、これに伴う参加者の減少も加わり、調査の遅れが確

実な状況となった。

８月には西側緩斜面に位置する１号住居吐の記録作業が完了し、尾根上平坦面と周辺斜面の

遺物包含層調査もほぼ終了した。しかし、後者の過程において尾根上平坦地の北側に小規模な

平坦地と土壌が存在することが明らかになり、作業の延長を決定した。この間、尾根上平坦面

を中心に続縄文土器などの北方系遺物が相次いで出土し、９月初旬には特異な構造をもつ「テ

ラス遺構」が全容を現した。

こうした状況の中、新聞報道（９月１０日付新潟日報）を一つの発端として本遺跡に対する

関心が急速な高まりを見せ、保存に向けての動きが活発に展開されるに至った。巻町教育委員

会では、これをうけて現地説明会を９月１９に実施し、町当局としても保存の道を探るべく角

田山ろく土地改良区ならびに地元地権者との交渉に入った。

現地調査は、９月末をもって遺構精査が終わり、１０月中旬には全域の地形測量も終了した。

その後作業は中断したが、１２月に入り保存が困難であるとの決定が下された。これに伴い、

保存の可能性を考慮し完掘を避けた１号住居吐下の遺物包含層およびテラス遺構東斜面延長部

の調査、東部の範囲確認を１２月１６日から再開し、１２月２７日をもって全作業を完了した。

文献

上原甲子郎１９５６「弥彦角田山周辺古文化遺跡概観」

『弥彦角田山周辺綜合調査報告書』新潟県教育委員会

新潟大学考古学研究部１９８６．１９９０

「角田山東麓および佐潟周辺の遺跡調査報告Ⅱ」『ＦＩＥＬＤＮ○ＴＥ」

「角田山東麓および佐潟周辺の遺跡調査報告Ⅳ」『ＦＩＥＬＤＮ○ＴＥ』
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第６号
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発掘調査・整理作業参加者（五十音順）

1次調査：伊藤啓雄・片桐昭彦・棲井千恵子・菅井美加・萩野野正宏・長谷川裕恭・東山信治

丸山仁・柳田昌宏・吉門千賀（新潟大学考古学研究部部員）

２次調査：有坂アヤ・上原シズ・上原フミ・遠藤陽一・大沢キチ・大沢タネ・大沢忠次・金子

八重子・桑原光子・小林英敏・玉川与一郎・玉川ワウ・堀之内キミ・堀之内竹司・

本間文・本間洋祐本間ヨキエ・山本ヨキエ（竹野町・越前浜・巻在住）

赤田雅彦・五十嵐岳樹・磯貝洋介・伊藤啓雄・片桐昭彦・近藤雄也・棲井智恵子・

佐藤康子・佐藤由紀・菅井美加・高橋泉・高橋淳・辰元舞香・萩野谷悟・東山信治・

藤巻和也・増子哲平・光山仁鉄・柳田昌宏・吉門千賀（新潟大学考古学研究部員）

室内作業：長谷川知子・本間慶子・八木静江・矢島静江・吉門千賀

Ｉ

1８

１．１ 次 調 査 時 の 遺 跡 Ａ ： 旧 柿 畑 造 成 地

Ｂ：旧山林

Ｃ：Ｅ－３．４区削平地

Ｄ：関田遺跡

２．２次調査の着手（４月１２日）

３．報道機関への発表（９月１３日）

４．現地説明会（９月１９日）

第１０図調査時の南赤坂遺跡



Ⅳ微地形と層序

ｌ微地形（第１図・９図・’１図）

角田山の東麓～東南麓に広がる低台地は、大きく４つのゾーンに区分できる。東麓の山裾か

ら派生する北部・中部・南部支丘、東南麓に位置する峰岡台地の別である（第１図上)。南赤

坂遺跡は、中部支丘の中ほどから南へ張り出す支脈の先端部に位置する。この小支丘は、海抜

41ｍを最高点とし急傾斜をなして沖積地に接するが、先端西部の小範囲に緩傾斜地が形成さ

れており、限定された区域を利用する形で南赤坂遺跡が営まれていた（第９図上)。

遺跡の広がりは、南に面した緩斜面一帯と東に続く尾根上にまたがる。海抜は前者で９～

１６ｍ、後者で１７～13ｍを測る。推定範囲は、東西70ｍ・南北40ｍである。なお、南に隣接す

る水田（海抜７ｍ）下からも古墳時代前期の遺物が出土しており、現在「関田遺跡」として登

録されている。位置関係からして本遺跡の延長部とみるべきであるが、具体的な広がりは明確

でないのが現状である。

発掘調査時の遺跡周辺は、既に後世の地形改変を少なからずうけており、柿畑の造成による

平坦地化や農道の建設などに伴う山裾の削平化がみられた。そのため、西側斜面全体の本来的

な地形は明らかでない。発掘区で確認された基盤層上面での斜度は、低域の緩斜面で５．前後、

高域部の最大傾斜は20.ほどである。東側尾根では先端部が大規模に削平されているが、縦走

斜度は鞍部で１０｡あまりと推定される。山裾斜面は急傾斜をなしており、尾根南端で25°以上

を記録する。

２基本層序（第１１図）

西側斜面の東部、Ｄ列東側における層序と幅１ｍのセクションベルト内での遺物出現率を第

１１図に示す。東側尾根では表土層下で様相を異にするが、これについては古墳時代の項で記

述する。本遺跡の基本層序は、次の４層である。

第１層植根が多く軟質な暗褐色腐植士。旧山林区域では平均30cmほどの厚さをもつ。層

内には古墳時代を主とする遺物が若干包含され、陶磁器類の出土は本層に限られる。

第Ⅱ層明褐色腐植士。Ｉ層に較べ明らかに明色化する。軟質でしまりに欠ける。調査区の

ほぼ全域に分布し、層厚は最大20cm程度。古墳時代前期の主要包含層である。

第Ⅲ層黒褐色腐植士。暗色かつ硬質な堆積土で、Ⅱ層との識別は容易である。最大層厚は

２５cm・本層には縄文時代の遺物がほぼ純粋に包含される。西側斜面の１５～１１ｍ域にのみ分布

しており、低域部での欠落は古墳時代以降の地形改変による可能性がある。

第Ⅳ層灰褐色～赤褐色粘土。基盤層である。層内には、酸化鉄が若干含まれるのみで、自

然操は含有されない。したがって、発掘区内の出士喫は、すべて搬入品と判断した。

１９



９

2０

畠府

ｒ胴
羽冒７８９

Ⅲ脳

％０

縄文．:器

5０

西側斜面中央セクション

ｆ師器

9０ 5０

『]ｸ[].上師蕃 爾悪器 陶

炉▼Pﾛ■Tロﾛ－
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西側斜面中央セクションベルトの層位別土器出現率（ドｯﾄ:１％未満）

基本層序(Ｄ－３区） 南西から見た西側斜面(左)と東側尾根(右）

第１１図西側斜面の層序
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縄文時代

f

南赤坂遺跡出土の「の」字状石製品

讃



●形成時期

●遣構

●土器

●土製品

● 石器

●遺跡の性格

縄文時代の概要

縄文時代前期終末～中期初頭を中心とする

掘立柱建物１（前期終末～中期初頭）

柱穴状ピット１１９（前期終末～中期初頭主体）

陥穴状土坑１（前期終末以降）

埋設土器２（前期終末～中期初頭）

前期初頭～中期初頭（Ｉ群～Ⅲ群）主体

Ｉ群土器（前期前葉）：布目式主体

Ⅱ群土器（前期後葉）：格子目文土器を主とする特異な組成

Ⅲ群土器（前期終末～中期初頭）：３～４期に細分可能

決状耳飾（前期終末～中期初頭）・焼成粘土塊

Ｉ群（食料調達・加工具）：喋石錘と磨石・敵石類主体

Ⅱ群（工具類）：磨製石斧と砥石主体

磨製石斧の製作が行なわれる

Ⅲ群（装身具）：映状耳飾・「の」字状垂飾・玉斧など

垂飾製作が行なわれる

竪穴住居吐は確認できなかったが、前期終末～中期初頭

段階の遺物は質・量ともに拠点集落的な様相を示す。

｢の」字状石製品の出土



Ｉ遣構

西側緩斜面から多数の落込みと建物跡・陥穴状土坑・埋設土器をみいだした。しかし竪穴住

居や炉吐は確認できず、東側の尾根については、古墳時代の削平（テラス遺構の造成）により

遺構の有無を明らかにすることができなかった。

１建物跡（第１２図．１３図）

斜面高域（１３ｍ前後）のＤ－２区から１棟が確認された（第１３図左上)。掘込み深度50cm以

上の大型ピット４箇所をもって長方形プランをなすもので、掘立柱建物と考えられる。傾斜方

向に長軸をもち、３．８ｍ×２．１ｍの規模を有する。基盤上面の高低差は50cmあまりである。ピ

ット内から前期終末～中期初頭の土器が出土した。

２柱穴状ピット（第１２図～１４図）

西側斜面に分布する柱穴状ピットはl20あまりにのぼる。掘込み規模は概して小さく、短軸

幅15cm～30cm、最大深度１０cm～30cmの範囲内に大半が含まれる（第１４図)。これらは、分布

が稀薄なＣ－３区をとり巻くように帯状の広がりをみせる（第１２図)。西部の削平域が同様な

姿であったとすれば、環状にめぐる全体構成が推定できることになる。共伴土器から時期の推

定が可能なものは１８基を数える。内訳は前期前葉：２．前期終末～中期初頭：１６である。

これらの分布をいかに捉えるかは、幾とおりかのケースが想定できる。第１３図は方形プラ

ンを仮定した場合の一例で、高低差50cm以内での有意な配列を求めたものである。しかし調

査区内で４つのピットが完結するケースは皆無であり、説得力をもった想定とは言い難い。ち

なみに各々 の規模を列記すると、プランＢ：1.4ｍ×１．１，°Ｃ：2.9ｍ×2.0ｍ．Ｄ：2.2×2.1ｍ．

Ｅ：2.9ｍ×１．４，°Ｆ：２．２×1.9ｍ．Ｇ：1.7ｍ×１．１ｍ。Ｈ：3.6ｍ×2.0ｍとなる。Ｄ～Ｇで

前期終末～中期初頭遺物が共伴した。

３陥穴状土坑（第１２図左）

西側斜面高域の14ｍライン上から単独で発見された。上面の形状は中央が膨らむ不整楕円形、

下面は直線的な溝をなす。底面は平坦で、長軸両壁面のオーバーハングと「漏斗形」の短軸断

面も特徴的である。長軸幅は2.6ｍ、最大深度は85cmを測る。覆土内から前期終末土器が出土

しており、構築時期はそれ以降と推定できる。本士坑は、今村啓爾分類によるＥ型の典型例で、

シカ猟に使用された可能性が指摘されている［今村１９７６]。

４埋設土器（第１２図下）

低域斜面の１０ｍ付近から、６５cmの間隔をおいて埋設土器２基が確認された。柿畑造成時の

削平をかろうじてまぬがれたもので、上部の欠失や変形がみられた。ともに前期終末～中期初

頭に属し（第31図425.426)、北側の個体は底部を欠いた状態で埋設されていた。

２１
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Ⅱ遺物

１縄文 土器

前期初頭から後期前葉に至る資料が出土した。全体量は口縁部集計にして600個体あまりに

のぼる。前期初頭～中期初頭（Ｉ～Ⅲ群）が９９％を占めており、それ以降は断片的な資料が

出土したのみである。本項では、量的主体を占めるＩ～Ⅲ群土器について記述し、Ⅳ群以降は

図示と観察表の提示にとどめる。第１５図掲載資料は、５４７．５４８がⅣ群（中期前葉)、550～

553がＶ群（中期中葉)、554がⅥ群（中期後葉)、555～557がⅦ群土器（後期前葉）である。

Ｉ～Ⅲ群土器の分布としては、いずれも西側斜面を中心としているが、Ⅲ群段階に至り東側

尾根へも面的に拡大する。使用胎土については各群共通分類とし、石英・長石粒などを多量に

混入（ａ)、これに雲母が付加（ｂ)、鉱物の混入稀薄（ｃ）に大別した。

（１）Ｉ群土器（第１６図・’７図）

前期前葉土器群である。出土量は口端遣存資料で41個体、体部有文資料で36個体を数える。

いずれも深鉢で、器面上部に小さな段をもつもの、これを欠くもの、の別がある。胎土中には

全点植物繊維が含まれる。

Ａ分類

１Ａ類（第１６図ｌ～１０）

器面上部に装飾的な文様帯をもつグループ。１６個体を数え、口縁部集計にして１０％を占る。

文様の在り方から４種に細分できる。使用胎士はａとｂがほぼ同量である。

Ａ１類（１）縄（無節Ｌ）の側面圧痕と模状の刻目を施すもの。１点のみ。

Ａ２類（２～４）縄文地上に横位ないしは斜位の平行沈線を描くグループ。７個体あり、

Ａ類の中では最多にあたる。２．４の口端には刺突が加えられる。４は口縁部文様帯下に小段

をもち、Ｖ字刺突（内部が削りとられる）が施される。

Ａ３類（５～７）格子目沈線が描かれるグループで、出土量は５個体。５．６は文様帯が

多重化しており、描出文様が上下で異なる。５は上部文様が矢羽状をなす例である。６の口端

と５の文様帯区画部分には刺突、６の有段部にはＶ字刺突が施される。

Ａ４類（８．９）２列程度を単位とした帯状刺突列によって横位・斜位文様を描くもの。

施文の際には、平行沈線によるレイアウトがあらかじめ行なわれる。９は沈線間に竹管腹面に

よる爪形刺突、８は先端が尖った工具の背面を用い沈線上に刺突を加える例である。

Ａ5類（10）文様帯下にコンパス文が施されるもの。１点のみ。

ＩＢ類（第１６図１１～第１７図45）

２５



ー

第１５図大別土器群の分布とⅣ群～Ⅶ群土器

2６



2７

第１表Ｉ群土器一覧

口端や体部区画に刺突列を加えるグループ。口端遣存資料で23個体を数え、本群の主体を

占める。胎土はａを主体とする。Ａ類に欠落するｃの存在とｂの乏しさも特徴的である。

刺突の施文は、口端と体部区画の両者におよぶもの（１１．１８）と区画部分に限定される場

合（27）に分けられる。区画部分が小段をなす個体（27～36）が11例あり、２７の直下には、

コンパス文風の凹線が施される。

刺突の在り方としては、縦位・斜舎位・横位・矢羽．Ｖ字・爪形竹管・円形竹管・列点のバラ

エティーがある。口端の場合は縦位が主体で（１１～16)、施文が痕跡的なものが多い傾向にあ

る。区画部分では段の有無によって異なっており、有段個体ではＶ字（29～34)、無段個体で

は斜位・横位併用施文（37～41）が一般的なようである。

ＩＣ類（第１７図48～55）

縄文のみが施されるグループ。口端の断面形は、各類同様、内面が削がれた形状が多い。胎

土はＢ類に似た傾向を示す。

Ｂ底部（第１７図46.47）

２個体の出土にとどまる。平底は皆無である。４６は縄文が施された丸底土器。４７は同じく

丸底の可能性が高く、８列程度の連続刺突がラフなタッチで施される。

Ｃ地文の様相

縄文の施文構成が明らかな資料は、体部破片を加えると200点あまりにのぼる。条の走行は

羽状が７割を占める。結束（56～65など）・非結束（66～77など）の比率は、後者がいくぶ

ん優勢（57％）である。斜行縄文の中で環付原体（55）は２個体にとどまる。
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料として撚糸文（２５．４４)、網目状撚糸文（27）・結節回転文（１７）が存在する。

一回あたりの施文幅は、結束羽状縄文が１．１～2.7cm、非結束羽状縄文が1.1～3.9cm、斜行縄

文が1.5～3.1cmを測る。結束羽状縄文では「幅狭等間隔施文」にほぼ限定されるが、非結束羽

状縄文では「幅広等間隔施文」資料がこれに加わる点が特徴である。

ＤＩ群土器の位置づけ

角田山麓は、新潟県内の中ではこの時期の資料に恵まれており、新谷Ｉ群・布目・新谷Ⅱ群

～Ⅲ群・豊原Ｉ群４期・豊原Ｉ群５期の５段階にわたる変遷を辿ることができる（第４図下)。

以上をｌ～５期とし、本遺跡出土資料と対比する。

Ａｌ類は関東の花積下層式に類似し、１期の典型資料である。Ａ２類もこれに伴う可能性が

高く、本群最古のグループとみなされる。Ａ３類は布目に類例があり、２期（ニツ木Ｉ式併行）

の指標となる。底部形態は２期までが丸底を主体とする。４６はｌ～２期、４７は２期の資料で

あろう。Ｂ類は１期～４期の段階に存在するが、ｌ～２期を特徴づけるＶ字刺突付有段部の存

在と３期（ニツ木Ⅱ式～関山Ｉ式併行）以降に多用される爪形竹管の乏しさからして、ｌ～２

期を中心とする資料とみられる。Ａ４類．Ａ５類は３期の特徴を備える。平底土器が確認でき

なかった点も合わせ、個体量の減少化が指摘できる。

地文の構成は、２期と３期を境に大きく変化する。両者の特徴は、２期が結束羽状縄文の卓

越、３期が非結束羽状縄文と環付斜行縄文の高い割合に求められる。本遺跡においては、環付

原体がｌ例にすぎず、全体的な様相としては２期に最も近似すると言える。布目に較べ結束羽

状縄文の割合が少ない点については、１期資料（幅広等間隔施文）が相当量含まれるためと考

えるのが妥当であろう。

（２）Ⅱ群土器（第１８図）

関東編年による諸磯ａ式～ｂ式に併行する土器群を本群とする。出土量は、口端遣存資料で

22個体にとどまる。器種はすべて深鉢で、この時期特有の浅鉢は出土しなかった。本群の胎

士は、白色もしくは赤褐色を呈し混入物が極めて乏しいもの（胎土ｃ）が大半を占めており、

体部破片の場合でも識別が容易である。胎士と文様の関係も以下にように明瞭である。

Ａ分類

ⅡＡ類（第１８図８４．８５）

口端や口縁部文様帯の下端に一施文幅３mmの連続刺突を施し、区画内に櫛歯状工具による「肋

骨文」を描くもの。２個体に限られる。８４の口端には波状の小突起が付され、８５の肋骨文交

点には円形刺突が配される。

ⅡＢ類（第１８図86～１０１）

3０
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口縁部文様帯に格子目文を描くグループ。３０個体程度を数える。胎土は、下記のＣ類と共に

ｃに限定される。口端遣存資料はすべて平縁である。文様の特徴から３種に区分できる。

Ｂ１類（86～95）連続爪形文・平行沈線文・刻目による口端部文様下に斜格子平行沈線を

描き、その交点に円形竹管（86～89）や円形刺突（90～95）を配すもの。竹管・刺突の施文

割合に差はみられない。

Ｂ２類（96～100）口縁部文様はＢ1類とほぼ同一であるが、格子目沈線が左右非対称であっ

たり（98～lOO)、格子目交点の刺突が異なるもの。９７～100の刺突は不整三角形を呈し、本

類にのみ使用される手法である。９６は、口端に縄文を施す唯一の例。

Ｂ３類（１０１）格子目沈線の交点に文様が欠落するもの。本例のみである。

ⅡＣ類（第１８図１０２～１１３）

Ｂ類と同様の口縁部文様下に縦位平行沈線を施すもの。Ｂ類とほぼ同数の29個体を数える。

口端には、いくぶん粗大な波状小突起が付けられる。縦位平行沈線の施文間隔は、密なもの（102

～１０９）と疎らなもの（１１１．１１２）があり、量的には前者主体である。刺突は縦位沈線上お

よび下端の横位区画沈線上に主として円形竹管が施される。

ⅡＤ類（第１８図１１４．１１５）

竹管平行沈線による幅広い口縁部文様帯をもつグループのうち、胎士ａに該当する２点を本

類とする。１１４は、文様帯下端の横位沈線上に爪形刺突が間隔をおいて施される。１１５は、縦

構成の弧状平行沈線が凸レンズ風に描かれたものである。

ⅡＥ類（第１８図１１６）

口端にｌ～数列の刺突を加え、以下を地文帯とするもの。胎土ａ．ｃ各１点を数えるのみで

ある。１１６は後者に属し、２列の刺突が施される。

ⅡＦ類（第１８図１１７～１１９）

地文のみのもの。本類に属することが確実な資料は３個体に限定される。胎士は、１１７．

１１８がｃ、１１９がａｏ１１８の口端にはＣ類同様の小突起が付される。

Ｂ底部（第１８図130）

本群の底部と見られる資料は、胎士ｃに属する２点に限定される。ともに底面縁辺が丸味を

おび、この時期特有の形態をなしている。

Ｃ地文の様相

本群の主体を占めるＢ・Ｃ類では、口縁部文様帯下における地文構成が判別できる資料がほ

とんどない。そこで、同様の胎士をもつ体部資料の在り方を見ると、４２点中４０点までが単節

斜行縄文ＲＬによって占められる（１２０～１２７)。羽状縄文（１２９）はＦ類の１１９（胎土ｂ）を

含めてもわずか２点しか存在しておらず、他は無節Ｌ（128）のみである。左撚りによる縄文

3２



原体の盛んな使用が大きな特徴と言える。

ＤⅡ群土器の位置づけ

Ａ類は本群中最も古様相をもち、諸磯ａ式段階に比定できる。Ｂ類以下は、新潟県内におけ

る同ｂ式併行「刈羽式」の範晴に含まれる。これらは新旧要素が含まれており、以下のような

前後関係が想定できる。

Ｂ１類．Ｂ３類は、従来の編年観［中野1999］に従えば刈羽式古段階（諸磯ｂ式古段階併行）

に相当する。しかし近隣の豊原遺跡においては、類似胎土がⅡ群（諸磯ａ式併行）～Ⅲ群古段

階（同ｂ式古段階～中段階併行）に使用され、Ⅲ群段階に至りようやく羽状縄文の急増を認め

る現象が確認されている［小野・前山ほか1988]・豊原Ⅱ群における地文の主体は、本遺跡と

同様に斜行縄文ＲＬである。上記の地文様相は主としてＢ１類・Ｂ２類の在り方を示すだけに、

諸磯ｂ式直前～古段階の時期幅の中で捉えておくのが妥当であろう。

Ｂ２類．Ｂ４類は、変形・省略がみられる点で後出的要素をもつ。胎土ａのＣ類.Ｅ２類は

施文手法にも異なりを認める。前者は刈羽式中段階、後者は同新段階に比定しておく。

なお、刈羽式古段階～中段階の土器組成では、口端刺突グループが主体をなしながら、これ

に諸磯系の竹管沈線文グループが共伴する（第４図下：豊原Ⅲ群)。それに対し、本群で後者

が欠落し、前者もわずか２個体にとどまることは重要な相違点である。Ｄ類の乏しさについて

は、近隣の分水町有馬崎でも確認されており［分水町教育委員会１９９７]，外郭に位置する地理

的特性と考えられる。しかし、本遺跡と類似組成を示す事例は現時点で全く知られておらず、

きわめて特異な土器群とみなすことができる。

２

1６

６

第２表Ⅱ群土器一覧
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（３）Ⅲ群土器

前期終末～中期初頭土器を本群とする。全体の８９％を占める主体資料である。後述のよう

に新旧４段階ほどの区分が可能であるが、前・中期の峻別が困難な資料も含まれるため、便宜

上一括する。本群の胎士には、特筆すべき点が二つある。第１点は、粗大な植物繊維を混入す

るものが存在することである。しかしＩ群土器に較べれば含有量は僅少で、意図的混入とみな

すべきか判断に苦しむ個体も含まれる。第２点は、黒曜石の含有である。第28図364は最も明

瞭な資料で、信州産石材とみられる小形剥片が器壁内に確認できる。それ以外は微細な砕片で

あるが、焼成時の溶解による表面の平滑化や発泡が特徴的である。ただし石英との峻別が肉眼

的に困難な資料が多く数量的な把握が難しいため、ここでは存在の指摘にとどめておく。

Ａ分類

ⅢＡ類

細い粘土紐の貼付による各種浮線を文様要素とするグループ。使用される浮線には７種の別

があり、粘土紐を貼付した後、竹管腹面で連続的な刺突を加えるもの（ａ種)、浮線の上を竹

管腹面で押引くもの（ｂ種)、浮線の端を竹管背面でなぞるもの（ｃ種)、ソーメン状の浮線を

貼付するだけのもの（ｄ種)、波状に施すもの（ｅ種)、指頭で押圧するもの（ｆ種）に分けら

れる。ａ種はいわゆる結節状浮線文で、施文角度が器面に対し鋭角的なａ１種、鈍角的なａ２

種に分けられる（第１９図上)。本類では浮線ｄ種による連続山形文様がしばしば施される。施

文手法には二種の別があり、長めの粘土紐を波状に貼付するＡ種、短かい粘土紐を波状もしく

は鋸歯状に貼付するＢ種、に区分する（第１９図下)。

Ａ１類（第20図131～22図204）

縄文地上に浮線ａ１種とｄ種を施すグループ。使用胎土は、Ａ２．Ａ３類に較べｂが多い

傾向にある。本類では大波状口縁をなし、口端が内面に屈折する個体（１３１～１４８．１８９～194）

が43例存在する。その量は口端遣存個体で66％にも達し、器形面での大きな特徴となる。

本類の中にはａ１種に限定される可能性をもつ個体（１３２．１５５など）も存在するが、一般

にはｄ種を併用する場合が多い。これをｌａ類（131～188）とし、ｄ種だけで文様を描くグ

ループ（１８９～204）をｌｂ類として分離する。結節浮線の施文に使用される工具幅は４mm台

にピークをもつ。本類では少数ながらａ２種の共存も認めるが、施文部位は、屈折口縁の内面

や縦位文様の一部に留まっており、偶発的な要因によって生じたと考えるべきである。

ｌａ類に限定される文様としては、浮線ａ種による帯状密接施文（１６１など)、これに添え

る隆線（１６１～168)、鋸歯状文様（135など)、菱形文様（１７０．１７１など）があげられる。

ｌｂ類は例数に乏しいが、概して横位・曲線文様を基本とする。体部文様には、ｌｂ類を含

め連続山形浮線が多用される（１４７～１４９．１５１．１８２～１８９．１９５～199)。施文手法は大多

3４



Ｂ種波状貼付：Ａ3類－２６４

（浮線c種）

第19図Ⅲ群土器Ａ類の浮線文様
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3６

第３表Ⅲ群土器Ａ類一覧

数がＡ種に該当する。浮線の施文範囲は器面全体におよぶケースが一般的なようである。本類

分類資料において体部破片が目立って多い点は、これに由来するものであろう。少数例として

は、口端に浮線ｅ種、内面に縄文を施す156、体部にＶ字区画を配す１８０があげられる。後者

は、口縁部文様帯が圧縮される点においてもＡ２類的な色彩をもつ資料である。

Ａ２類（第23図２１７～229）

浮線ｂ種の多用（226.227など)、竹管平行沈線との複合施文（218～220.223)、内屈口

縁の存在（２１７．２１８．２２１）などによって特徴づけられるグループ。胎士に多量の鉱物を含

む点に特徴があり、ｃに該当するのは219のみである。

浮線の貼付は、Ａｌ類と同様に縄文施文がなされた体部全体に及ぶとみられるが、口縁部文

様帯が明確に区分され、その幅が著しく圧縮される点が特徴的である。本類の連続山形浮線文

は全点Ｂ種に該当し、幅の狭い鋸歯状をなす（２２０．２２２．２２４～226)。浮線ａ１種やｂ種の

工具幅は３mm台に集中しており、Ａ類の中では最も繊細である。

Ａ３類（第22図208.第23図230～320）

浮線ａ２種の多用とｃ種の併用を認めるグループ。口縁部集計にして107個体にのぼり、Ａ

類の最多資料をなす。本類の中には、植物繊維を微量ながら含むものが少なからず存在する。

器形としては、外傾する口縁下に頚部を有し、体部に膨らみをもつものが大多数を占める。単

純外反器形の230、直立器形の208は、口縁部資料の中で稀な例である。

浮線ａ種の施文工具幅は、Ａ１類と同じく４mm台を中心とする。本類に特徴的な浮線ｃ種は

横位区画内の充填文様にほぼ限定されており、それ自体が独立文様をなした３１４のような例は

稀である。浮線の施文部位は口端～頚部下に限定され、それ以下に縄文が施される。

文様は頚部を境に２帯に分かれる場合が一般的である。口縁部文様には、菱形（231～243）

分類 ﾛ瀧徽体 繊枇 aｂ ｃ繊 維瀞 aｌａ２ｂｃｄｅｆ岬ＡＢ術敵珊撤 TOTAL
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第20図Ⅲ群土器Ａ類－１
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第21図Ⅲ群土器Ａ類－２
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第22図Ⅲ群土器Ａ類－３（網点：欠損部）
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第23図Ⅲ群土器Ａ類－４（白ドット:浮線C種網点:欠損部）
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連続山形(244～269)、帯状(290～293)、幾何学状(289.297など)といったバラエテイーが

ある。口縁部に配す橋状把手（２４０．２６０．２８２）や楕円形突起（268～277）は本類特有のも

ので、口端に隆帯や肥厚帯をめぐらす手法（２８３．２８５．２８６など）や渦状隆帯（277～279）・

円形突起（288.297）などは後述のＢ類と共通した要素である。頚部下文様は口縁と意匠を

異にし、幾何学文様を施す場合が多い。

連続山形浮線の施文手法は、大半がＢ種による。ただし、Ａ２類のような端正な鋸歯状文様

は数少なく、一見波状風であったり左右非対称の例が多い（249～269)。Ａｌ類とＡ２類の中

間的な手法と言えよう。

Ａ４類（第22図205～207．第23図209～216）

Ａｌ類～３類の特徴を合わせ持つものを本類とする。205～207はＡ１類と３類の複合例。205.

206はＡｌ類の内屈口縁をもつ。しかし前者はＡ３類的な橋状突起が付され、後者は浮線ａ2種

が無文地上に施される｡207は波頂下の楕円形浮線の中央にＡ３類的な小突起をもつ｡209～２１６

はＡ２類的なＶ字･斜行格子目浮線が施されるが、Ａ３類の特徴となる口縁部肥厚帯(209.210）

や有頚器形（210～215）・各種突起（211.212）・浮線ｃ種（213）を複合する例である。

Ａ５類（第27図322～341）

浮線ｅ種を単一要素とするグループ。貼付文様には細形と太形の別があるが、明確な一線を

引きがたいため一括する。太形個体では胎土ｃや植物繊維含有個体が相当量存在し、外傾もし

くは外反口縁が大多数を占める。325は口端に耳状突起を配す資料である。浮線ｅ種の施文例

としては、ｌａ．ｌｂ類の中に１個体ずつあり（１５６．１９５)、本類との近縁関係がうかがえる。

Ａ６類（第27図３２０．３２１）

浮線ｆ種のみをもつもの。２個体の出土にとどまる。320は縄文を地文とし、口縁部から底

部までの間に施文が及ぶ。３２１は横位集合沈線との複合例である。以上の他に、Ａｌ類の１点

（１３９）に同種の施文が確認できる。

ⅢＢ類

口縁部に隆帯・肥厚帯や単一沈線を施すグループに加え、口縁部を無文帯とするものを本類

とする。出土量は、Ａ類を若干上回る209個体にのぼる。口縁器形は、頚部から外傾するもの

が主体を占めるが、Ａ３類に較べ屈曲が緩やかな点に特徴がある。波状口縁は少数で、平縁上

に小突起が付される程度である。植物繊維を含む個体はⅢ群中最も多い。

Ｂ１類（第２７図342～345）

縄文を地文とし、口端から頚部にかけて太い粘土紐を貼付するもの。施文構成や器形は後述

のＢ２類と同様で、Ａ１類との中間的な’性格をもった資料と言える。

Ｂ２類（第27図346～第29図380）

4４
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第４表Ⅲ群土器Ｂ類一覧

口端に隆帯もしくは肥厚帯をめぐらすグループで、Ｂ類全体の半数近くを占める。隆帯・肥

厚帯の数に基づき２類に細分できる。

Ｂ２a類（346～363）２列以上の横位隆帯を配すもの。最多例（355）で４列におよぶ。

全体構成がわかる３５５．３６２では、連結隆帯と橋状突起によって器面が４単位に分割されてお

り他の個体も同様の在り方を示す可能性がある。346～348は隆帯上に連続刺突が加えられる。

施文手法は、前述の浮線ａ２種と同一で、Ａ３類との近縁関係を物語る。

Ｂ２ｂ類（364～380）１列の隆帯・肥厚帯がめぐるもの。口端の横位隆帯下に斜位・渦状

などの隆帯を配す364～369と肥厚帯のみの370～380に二分できる。後者の中には、沈線や

鋸歯状彫去を加える個体が多い。この他、発掘資料では確認できなかったが、肥厚帯下の無文

部に連続刺突を施す例が表採品の中に１点ある（第８図13)。

Ｂ３類（第29図381～388）

口端は肥厚せず、その直下に横位隆帯をめぐらすもの。隆帯の貼付位置が下がる点を除けば

2a類に近似するグループである。

Ｂ４類（第29図389～第30図408）

横位隆帯を欠くグループを本類とする。貼付位置は、全周をめぐるもの（391）と要所にの

み配すもの（392など）の別がある。隆帯の形状には、縦位～斜位と渦状・菱形などの幾何学

形があり、量的には前者が若干上回る。Ｂ２類と共に、円形突起を伴う個体が多い。

Ｂ５類（第30図409～414）

単一沈線だけが描かれるもの。沈線の図形は、横位・縦位・山形・渦状をなしており、Ａ３
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類の頚部下文様に類例がある。４１４は３条の連続山形沈線を密接して描くもので、本類の中で

は異質な資料である。

Ｂ６類（第30図４１７～421）

「く」の字状に張り出す口縁部を無文帯とし、それ以下に縄文を施すもの。

ⅢＣ類

多裁竹管工具により平行沈線文を施すグループ。使用胎士はａが大半を占める。本類の口縁

器形は、Ａ２類にみられる内屈・内湾口縁（Ａ）と外反・外傾口縁（Ｂ）からなる。

Ｃｌ類（第31図422～425）

一条の平行沈線によって文様を描くもの。山形文様を基幹とするＣｌa類（422.423）と円

形突起を配し口縁に横位沈線を施すClb類（424.425）に分けられる。前者の422は、本類の

中で唯一植物繊維を含む資料である。後者の425は台付球胴器形をなし、同一形態の426と共

に埋設土器として利用されていた。425の口端には、竹管背面による凹線が施される。

Ｃ２類（第31図427～438）

集合平行沈線文グループのうち、幾何学的な彫去を複合するもの、および文様帯の中に山形

や三角形沈線を加えるものを本類とする。口端遣存資料は３例にとどまる。４２９の口端施文は

４２５と同一手法による。口端・体部に文様差はみられず、集合沈線に細線を重ねて格子目を描

く資料が多い。後述のＣ３類に較べ細線の走行にバラエティーがみられる点が特徴的である。

Ｃ３類（第31図439～第34図５１８．５２０～527）

Ｃ類の主体グループにあたり、口端遺存資料にして103個体の出土をみた。口縁部文様には

６種の別があり、斜位集合沈線（445～463）を３ａ類、縦位集合沈線（464～466）を３ｂ類、

斜行格子目沈線（467～482）を３ｃ類、山形ないし矢羽状沈線（483～486）を３．類、横

位集合沈線（487～490）を３ｅ類、以上が欠落するもの（491～493）を３ｆ類とする。数

量的にはａ類が最多の40個体を数え、２７個体のｃ類がこれに続く。

口縁器形では、ａ～ｃ類がＡを主体とし、ｄ～ｆ類はＡ・Ｂほぼ同量である。口縁部と体部

文様帯の区分が明瞭なａ～ｄ類の中には、両者の境界に横位隆帯をめぐらすものが存在するが

その量はａ類：３．ｂ類：１．ｃ類：４．．類：３，にとどまり、器形との有意な関係もみい

だしがたい。口端や口縁下の隆帯には、各種文様を施す場合がある。しかし全体的な施文率は

さほど高くなく、ｃ類での撚糸施文が目につく程度である。

体部文様には、施文部位の在り方や文様構成の上で多様なバリエーションを認める。本遺跡

においては、全体構成を把握できる資料が限定されるため具体的な文様パターンの提示は困難

であるが、口縁部文様帯の直下もしくは体上部の文様帯下にＶ字ないしＹ字文を配すケース（491

～505など）が最も一般的なようである。なお５１１と５１９は、後者の中に前者が入る「入子」

5０



Ⅸ

Ｎ 』皇呉三
'~>-,

６戸、「己甲

０ １０cｍ 2鯉難ド
と

第３１図Ⅲ群土器Ｃ類－１（ドット:彫去・矢印:剥落部。網点:欠損部）

5１



翻 １１ﾛ
雲靴

１０cｍ
Ⅱ Ｉ

第32図Ⅲ群土器Ｃ類－２（矢印撚糸施文・網点:欠損部）

5２



３

5３

第33図Ⅲ群土器Ｃ類－３

ﾛ 10cｍ

鳶{鯖Ii識

３

屯←
ー＝ｰ

ｰー＝＝室

鵬
…



職
趨灘

Ｕ

511.519.529.530：＝

その他：

2８

lOclll
Ｉ

繍鋤"
2６

ビニ＝二三』
一

529

第34図Ⅲ群土器Ｃ類－４．，類・底部（ドット:彫去・網点:欠損部）

5４

］

〕



５５

第５表Ⅲ群土器Ｃ類．Ｄ類.Ｅ類一覧

状態で出土した。

ⅢＤ類（第34図528）

棒状工具の先端で集合沈線を描くもの。１点の出土にとどまる。528は波状口縁の頂部破片

で、両面に渦状文様が施される。外面には、ヘラ状工具による１条の細線が複合される。

ⅢＥ類（第35図533～544）

一段撚りによる縄の側面を器面に押圧するグループ。口端遣存資料で20個体、体部破片を

合わせると32個体出土した。外反の強い535を除けばいずれも単純外傾器形をもつ。全体形が

うかがえる２点は、４単位の大波状口縁をなす。使用胎士は、Ｃ類に較べｃが多い傾向にある。

縄の押圧施文は器面上部に限定される。口端と文様帯の下端には、双方もしくは後者に隆帯

をもつものがあり、下端に隆帯を欠く場合は小段が設けられる。隆帯上は無文のケースが一般

的であるが、Ｃ３類と同様の撚糸・刺突を施すものもある。縄文を横位回転で施す543は、本

類にのみ認める手法である。

押圧文様には、山形などの幾何学的な図形と横位等間隔施文の別があり、前者をＥ１類（533

～537）とする。後者の中には、竹管平行沈線を複合するものが存在するため、これをＥ３類

分類 ﾛ瀧徽ロ聯ＡＢｐｉｉ嬬蝋刻目集合噸単一棚離嫉刺突無文慨締敵洲撤撚紋相雌紋 TOTAL

Ｃｌａ

Ｃｌｂ

Ｃ２

Ｃ３ａ
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Ｃ３ｆ
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（545.546)、欠落資料をＥ２類（538～544）とする。以上３種の個体量はＥ１類：６．Ｅ

２類：２３．Ｅ３類：３である。縄の撚りは、Ｅ１類でＬに偏る傾向がある。

Ｂ底部（第35図529～532）

本群に属する可能性が高い底部資料は１６８個体。５２９．５３０は、底部内面の縁辺に刻みを加

え粘土帯の固定化を意図したもので、図示の２点がすべてである。底面に圧痕を認める個体は

数少なく、スダレ状圧痕（531）４点と木葉圧痕（532）１点を確認するにとどまった。

Ｃ地文の様相

Ａ類では単節斜行縄文を主としながら、結束羽状縄文も一般的に使用される。Ｂ類は縄文構

成を知りうる資料に乏しいが、Ａ類との間に有意な違いはみられない。以上はいずれも横位回

転によって施文されるものである。

Ｃ～Ｅ類資料の中で、縄文原体および施文構成が把握できた資料は65個体を数える。最多

を占めるのは78％の木目状撚糸文である。これを含めた縦位回転施文率は88％もの高率を示し、

Ａ・Ｂ類との際立った異なりをみせる。

体部破片も合わせ、木目状撚糸文が施される資料は299点を数える。確認原体は、撚り方向

の別も含めて７種である（第36図下)。数量的には、Ｂ１種が80.6％、Ｂ２種が18.7％を占め、

Ａ種は２点の存在を認めるのみである。左右の撚り別比は、Ｌ：５６％．Ｒ：４４％を記録する。

ＤⅢ群土器の位置づけ

本群土器は若干の時期幅をもち、系統的にも多様な内容からなる。先後関係の検討に先だち

各類の系列を整理しておく。

関東～中部高地系Ala類は十三菩提系、Ａ4類．Ａ5類は扇平系、Ｄ類は五領ケ台Ｉａ系

土器にあたる。Ala類は、本遺跡と至近距離にある重稲場遺跡のＩ群土器と同一内容をもつ。

Ａ４類の中に東北南部的な要素を合わせもつ資料が含まれる点は留意すべきである。

北陸系真脇系のＡ１ｂ類、朝日下層系のＡ２類、新保Ｉ系のＣ３類が該当する。Ａｌｂ類は

重稲場Ｉ群の構成要素をなしており、Ｄ類は近隣の豊原・大沢遺跡で類似資料が出土している。

東北南部系Ａ３類とＣｌ類は大木６系土器である。Ｂ類は類例に乏しいが、器形や隆帯・

肥厚帯の在り方から、本系列の範晴に含まれる資料と考えられる。

東北北部系Ｅ類は円筒下層ｄ～上層ａ系土器である。主体を占めるＥ２類は、東北北部に

類例がなく、Ｃ３類的要素が加わるＥ３類と共に変形が進行した資料と言える。

以上のように、本遺跡Ⅲ群における複数系列の土器は、少数資料のＡ５類やＤ類に搬入品の

疑いがもたれるほかは、当地における在地土器と見なすべき在り方を示す。角田山麓では本時

期の好遺跡が分布しており、県内海岸部における最重要フィールドをなしている。近隣遺跡と

の対比や各類の分布状況をもとに以下の３～４期区分を提示する。

５７
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１期Ａｌ類は重稲場Ｉ群土器の主要部分を占めるグループで、十三菩提式の２期区分（金

子１９９９）に従えば古段階、４期区分（今村１９７４）に従えば中葉に位置づけられる。しかし本

遺跡Ａ類内での割合はさほど高くなく、器種組成にも偏りがみられる。これとセットをなすの

は類似分布を示すＢ類であろう。重稲場Ｉ群においてＢ類が構成グループの一部を占める点か

らも、この二者をもって一時期をなしたと考えられる。ただし重稲場では、あくまで客体的な

存在にすぎず、本遺跡との間に大き格差を認めることが留意される。

２期本遺跡浮線文士器の主体を占めるＡ３類は、浮線の施文手法や器形がＡｌ類と大きく

異なる。本類の一特徴浮線ｃ種の存在は、重稲場Ⅱ群土器に多用される手法である。連続山形

文の貼付手法はＡｌ類とＡ２類（３期）の中間的な特徴を備えており、１期に較べ後出要素を

認めるグループと考えられる。分布の上で注目されるのは、東尾根においてＡｌ類をほとんど

混えぬ形で本類が出土したことである（第36図)。同地区出土のⅢ群土器は53個体を数える。

内訳は、Ａｌ類：２．Ａ３類：３７．Ｂ類：１０．Ｃ３類：４である。Ａ３類に対するＢ類の比

率２１％が西側斜面の数値（６６％）を大きく下回り、Ｂ類の中での含繊維土器が３点にとどま

る点も注意される。これらの主要部分を時期的限定が可能な一括資料とみるならば、Ａ３類を

主としながらも若干のＢ類が伴う段階が存在したと考えることができよう。ただし、近隣遺跡

で類例がほとんど確認されておらず、段階設定の妥当性については今後の検討課題としたい。

３期重稲場Ⅱ群土器併行期を本時期とする。十三菩提式の後半段階もしくは後葉段階にあ

たり、Ａ２類とＣ２類を中心に構成される。両者の出土量は遺跡間で大きく異なっており、重

稲場３遺跡ではＣ２類主体、豊原遺跡ではＡ２類が大半を占める。本遺跡での出土はともに僅

少で、とりわけ後者の乏しさが著しい。双方の数量差を遺跡間変異に求めるのか、あるいは微

妙な時間差と考えるかは判断しがたいが、本遺跡での利用頻度が一時的に低下したことは十分

考えられる。なお、Ｃ３類の中には３期に伴う可能性が高い資料も存在する（461など)。し

かしＡ２類とは地文様相を大きく異にしており、大半は４期の所産と見なすべきである。

４期中期初頭土器群である。Ｃ３類やＥ類の主要部分とＤ類が該当する。本遺跡の当時期

士器は１２０個体を上回り、数量的な検討に適した角田山麓３例目の資料となる。豊原遺跡Ｖ群

古段階と大沢遺跡Ａ地区Ｉｂ期と比較した場合、Ｃ３類の構成内容には大きな相違がみられる。

３ｃ類が３ａ類を凌駕するのは本遺跡にのみ認める特徴で、口端上の撚糸施文率・口縁部文様

帯下端の隆帯保有率も２遺跡を明らかに下回る。大沢で高率を示す口端連続爪形刺突は、本遺

跡では存在がかろうじて確認できるのみである。Ｅ類の割合は大沢に匹敵する数値を示すもの

の、５％未満の豊原とは有意な開きがある。体部における木目状撚糸文の使用率は、２遺跡に

較べて格段に高く、原体Ｂ２種の率も最高値を示す。その一方で、各遺跡では異系統のＤ類が

少量ながら組成内に含まれており、個性と普遍性を併せもった当地の土器様相がうかがえる。

5９
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縄文土器観察表－１

ＮＯ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

１
２
３
４
５

Ａ
Ａ
〃
〃
Ａ
〃
〃
Ａ
〃
Ａ
Ｂ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
″
Ｃ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
１
１

１
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

Ｅ－３－ｋ④

削平区採集

Ｅ－３‐ｒ②

Ｇ－２－ｍ③

Ｃ‐２‐１

②
③
①
①

０
ｐ
Ｖ
ｆ

２
３
４
５

Ｂ
Ｃ
Ｅ
Ｅ

Ｄ‐３‐１

削平区採集

〃

Ｅ－３－ｎ①

Ｄ－２－ｕ①

Ｄ－４－ｙ③

Ｅ－３‐ｐ③

不明

①
①
②
④
②
③
①
①
①
③
①

９
Ｏ
ｄ
０
．
１
ｊ
ｇ
ｉ
ｔ
ｔ
Ｖ

３
２
３
３
４
４
３
３
４
２
３

Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｇ‐２‐ｒ

②
①
①

ｍ
ｎ
ｎ

３
３
３

Ｅ
Ｅ
Ｅ

削平区採集

〃

Ｅ‐３‐ｋ

E-3-u②

Ｂ‐２‐ｏ

Ｄ－３－ｈ③

Ｄ‐３‐ｈ

①
③
①

ｆ
ｕ
ｅ

３
４
３

Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｄ‐２－ｕ

Ｄ－３‐ｅ③

Ｅ－４－ｖ①

Ｂ－２‐ｔ②

Ｄ－２－ｗ④

Ｄ－３‐ｉ②

Ｄ－３‐ｒ②

ｃ－２－ｇ④

Ｄ－３‐ｔ③

Ｃ－２－ｏ③

Ｅ－３－ａ②

Ｇ－２－ｍ③

Ｅ‐４‐ｐ

Ｅ－３‐ｆ①

Ｅ－３－ｎ③

Ｂ‐２‐、

③
①
②
④
①

ｇ
ｆ
ｒ
Ｖ
ｑ

３
３
３
３
３

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｂ‐２－、

Ｄ－２‐ｓ④

Ｄ－２‐ｔ②

Ｃ－２‐ｌ③

ｃ－２‐〕

Ｂ－２‐ｔ②

Ｄ－２－ｖ④

可
、
．
、
ａ
Ｃ
ａ
ａ
、
Ｄ
Ｏ
Ｄ
、
ｂ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
、
，
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
ａ
、
ｂ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
．
、
ａ
、
ｂ
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ
、
，
ａ
仁
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

体部有段

無段

有段

体部有段

段
段
段
段
段
段
段
段
段
段
段

有
有
有
有
有
有
有
有
有
無
無

段

無段

段

無段

無段

無段

無段

丸底

丸底？

撚糸Ｌ側面圧痕、喫状刻目

竹管平行沈線横位施文、口端刻目

横位施文〃

〃 横位・斜位施文、口端刻目、有段部Ｖ字刺突

〃矢羽状・格子目施文、斜位刺突
〃 格子目施文、口端亥11目、有段部Ｖ字刺突
〃 格子11施文

竹管背面刺突斜位・横位施文

爪形連続刺突斜位・横位施文

コンパス文

口端縦位刺突

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃 、１１唇斜位刺突
〃〃

〃爪形竹管

〃斜位刺突、体部刺突

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃Ｖ字刺突

〃矢羽刺突

口唇列点刺

〃〃

有段部斜位刺突、波状沈線

〃〃

〃Ｖ字刺突

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃斜位刺突

〃横位・斜位刺突

体部〃．〃

〃〃｡ 〃

〃矢羽刺突

〃横位・斜位刺突

〃斜位刺突

〃横位刺突

〃円形竹管

〃斜位刺突

〃Ｖ字刺突

底部付近縦位刺突列

(ＲＬ）

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

(ＬＲ）

ＲＬ・ＬＲ（端部結縛）

ＲＬ・ＬＲ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

ＲＬ・ＬＲ

(ＬＲ）

結節回転

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｌ

＋
。
＋

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

ＲＬ

ＬＲ

(ＬＲ）

ＲＬ＋環？

撚糸Ｒ

ＲＬ＋ＬＲ

網目状撚糸Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

十
・
・
・

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

(ＬＲ）

(ＲＬ）

(ＲＬ・ＬＲ）

(ＲＬ）

ＲＬ

ＲＬ＋ＬＲ

(ＬＲ）

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｌ

＋
＋
＋

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

撚糸Ｒ

(ＲＬ＋ＬＲ）

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

＋
＋
・
・
・
・

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
ＲＬ

ＲＬ＋環

ＲＬ＋ＬＲ

″
″
″
″
″
″
″
″
″

ＲＬ・ＬＲ

″
″
″
″



６１

縄文土器観察表－２

ＮＯ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

２
３

Ａ
〃
Ｂ

ｌａ

″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｂ
〃
〃
〃
〃
Ｂ
Ｃ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｄ
〃
Ｅ
Ｆ
〃
〃

Ａ

Ｉ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ⅲ

″
″
″
″
″
″
″
″
″

Ｄ－２－ｑ③

Ｅ－３－ｗ②

Ｄ－３－ｎ①

削平区採集

Ｄ－２－ｖ④

Ｄ－３－ｙ②

Ｆ－３－ｐ③

Ｅ‐３－ｍ

Ｄ－４－ｅ①

不明

Ｇ－２－ｈ④

ｕ
、
、

ワ
』
（
ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ－４－ｏ①

Ｅ‐４‐ｐ

Ｅ－４‐ｆほか

Ｅ－５－ａ①

Ｅ‐４－ｍ

Ｅ－４－ｑ④

Ｄ－４－ｊ①

Ｄ－４－ｋ②

Ｅ－４－ｇ④

Ｅ－４‐ｏ

Ｅ‐４－ｍ

Ｄ－４－ｅ④

Ｅ‐４－ｍ

Ｅ－４－ｑ④

Ｅ－４‐ｌ・

Ｅ－５‐ａ。

Ｄ－４－ｊ③

Ｅ－４‐ｆ①

Ｅ‐４‐ｆ

Ｅ‐５‐．。

ｆ
ｂ
ｙ
ａ
ｕ
ｐ
ｆ
９
．
ｄ
ｙ
ｆ
ａ
ａ
ｅ
ｐ
ｂ
ｍ

－
一
一
一
一
↓
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

４
△
４
△
ワ
』
４
ニ
ワ
〕
ワ
』
４
ユ
ワ
〕
４
。
３
４
ユ
ヘ
。
４
。
４
△
へ
．
４
△
４
《

一
。
－
一
一
一
一
一
一
一
一
雫
一
幸
一
『
一

Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
削平区採

。
，
ｅ
ｔ

－
一
一

４
△
４
。
へ
ｄ

一
一
○

Ｅ
Ｄ
Ｂ

Ｅ-4-ｍ

ｈ
ｇ
ｐ
ｑ
ｆ

４
４
３
４
４

－
一
一
一
一

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ－２－ｖ②

Ｃ－２‐ｔ③

Ｅ－２－ｓ④

削平区採集

Ｄ－２－ｖ③

Ｅ－３－ｐ④

Ｄ－２－ｕ①

Ｄ－２－ｕ②

削平区採集

Ｄ－２‐ｋ

Ｃ
、
、
Ｃ
ａ
ａ
、
Ｄ
，
ｂ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ｃ
ｃ
Ｃ
ａ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

外傾口縁

外反口縁

外反口縁

外反口縁

外反口縁

〃

外反口縁

〃

〃

〃

〃

外反口縁

〃

外傾口縁

〃

外反口縁

外傾口縁

内折口縁

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

口端連続爪形文、櫛歯細線

体部連続爪形文、櫛歯細線十円形刺突

連続爪形文十斜位刻目、斜行格子目沈線十円形竹管

連続爪形文、斜行格子目沈線十円形竹管
〃 ＋円形竹管

〃 ＋円形竹管

連続爪形文、斜行格子目沈線十円形刺突

連続爪形文十斜位刻目、斜行格子目沈線十円形刺突
〃 ＋円形刺突

連続爪形文、斜行格子目沈線十円形刺突
〃 ＋円形刺突

〃 ＋円形刺突

連続爪形文十斜位刻目

連続爪形文、格子目沈線十円形刺突

連続爪形文十斜位刻目、格子目沈線十不整形刺突

〃＋〃 、 〃 ＋ 不 整 形 刺 突

格子目沈線十不整形刺突

斜行格子目沈線

連続爪形文、縦位集合沈線
〃 〃

〃 〃 ＋円形竹管

〃 〃 ＋円形竹管

〃 〃 ＋円形竹管

連続爪形文〃＋斜位刻目

縦位集合沈線、横位区画沈線十円形竹管
〃 〃 ＋円形竹管

〃 〃 ＋円形竹管

連続爪形文、縦位平行沈線
〃 〃 ＋円形竹管

横位区画沈線十円形刺突

〃 ＋刺突

縦位・弧状平行沈線

口端連続刺突

横位区画沈線十円形刺突

横位平行沈線

浮線ａ１種鋸歯状・横位施文、連続山形浮線

〃〃・横位・菱形施文

〃〃・横位 施 文

〃〃・横位 施 文

〃鋸歯状施文

〃〃

〃鋸歯状・横位施文

〃横位施文

〃 〃 、浮線ｆ種

〃〃

節
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｒ

結
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｌ

．
〃
〃
〃
〃
〃
〃
″
＋
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１
１
１
．
．
・
ｊ
ｊ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
明
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｒ
Ｒ
〃
〃
Ｒ
不
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
限
限
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
限
Ｒ
Ｒ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
限
限

く
く
く

Ｉ
Ｉ
く

口端小突起

焼成前穿孔

口端小突起

″
″
″
″

口端小突起

〃

口端小突起

焼成前穿孔

底部
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縄文土器観察表－３

ＮＯ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ａ
制
，
（
．
４
今

１
１

４
一

Ａ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ａ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ａ
〃
〃
Ａ
Ａ

－
－

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

〃

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

①
①
①
師
①
③
②
①
ｌ
③
④
③
③
②
②
①
④
③
①
．
④
師
①
勘
①
③
②
③
④
①
②
③
②
④
②
④
①
①
師
④
②
．
①
②
㈱
②
①
②
③
②
③
師
③

・
Ｊ
Ｖ
Ｖ
ｔ
ｆ
ｔ
ｌ
ｊ
ｗ
ｑ
ｕ
ｒ
２
ｕ
ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｖ
ｄ
ｕ
ｇ
ｍ
ｙ
ｒ
ｘ
Ｖ
ｐ
ｘ
ｇ
ｇ
ｕ
ｄ
０
１
Ｓ
・
Ｊ
ｕ
Ｏ
ｋ
ｐ
ｒ
Ｓ
ｍ
ｑ
ｌ
ｑ
ｙ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
《
一
・
｜
・
↓
《
｜
卜
・
》
《
｜
》
一
・
《
｜
》
｜
｜
｜
｜
・
↑
《
・
｜
・
・
｜
｜
｜
『
《
｜
・
》
｜
｜
・
・
｜
・
明
Ｓ
ｍ
ｎ
判
ｎ
ｇ
ｎ
ｎ
刊
Ｔ
刊
イ
ｎ
Ｗ
・
Ｊ
ｐ
イ
イ
℃
苓
也

裂
挫
３
３
２
２
３
５
２
２
８
２
シ
８
３
２
８
２
３
３
４
２
２
２
２
２
２
２
３
型
８
４
３
２
８
２
２
２
２
２
２
３
２
乱
２
乱
２
２
２
３
４
４
４
２
３
４
２
４
３
３
４
２
２
２
２
２
２
２
３

－
一
一
一
一
一
一
一
寺
一
『
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一

Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
ビ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
不
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ

Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
．
ｂ
、
、
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
、
，
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
刊
ｂ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ

ｌ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ
ｒ
ａ

内折口縁

″
″
″
″
″
″
″
″

肥厚口縁

〃

外傾直立

外傾口縁

″
″

外傾直立

外傾口縁

外傾口縁

内折口縁

″
″
″
″
″

外傾直立口縁

〃

外傾直立口縁

外傾内湾口縁

内折口縁

〃

外傾直立

直立口縁

〃

有頚深鉢

浮線ａｌ種横位施文

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃横位・弧状施文

〃横位施文、連続山形浮線Ａ樋

〃 〃 〃 Ａ種

〃 〃 〃 ＡlIi

〃鋸歯状・横位施文、浮線ｄ種リング状貼付

〃横位・浮線ｄ種斜位施文、連続山形浮線Ｂ種

〃横位・斜位施文

〃〃〃

〃横位施文

〃鋸歯状・横位施文

〃横位施文、口端浮線ｅ種

〃横位施文、口端浮線ｄ穂・渦状突起

〃横位施文、浮線ａ２種縦位施文

〃縦位施文

〃横位・縦位・弧状施文

〃鋸歯状・横位施文十隆線

〃 横 位 ・ 斜位施文十隆線

〃弧状施文十隆線

〃鋸歯状・環状・斜位・横位施文十隆線

〃環状・菱形施文十隆線

〃縦位・横位・弧状施文十隆線、浮線ｄ種格子目施文

〃鋸歯状施文十隆線

〃鋸歯状・弧状・横位施文十隆線

〃横位・斜位施文

〃菱形・縦位施文

〃菱形・横位施文

〃縦位・横位・斜位施文

〃縦位・山形施文

〃幾何学状施文

〃幾何学状施文

〃横位・環状施文

〃横位・弧状施文

弧状施文〃

〃横位施文、口端浮線ｄ樋、連続山形浮線Ａ種

〃横位・幾何学状施文(浮線ｄ種充填)､連続山形浮線Ａ穂

〃弧状施文（浮線ｄ種充填）

〃横位施文、連続山形浮線Ｂ種
〃 〃 〃 Ｂ種

〃 〃 〃 Ｂ種

〃 〃 〃 Ａ種

〃 〃 〃 Ａ種

〃 〃 〃 Ａポ

〃横位・弧状・幾何学状施文、連続山形浮線Ａ種

浮線ｄ樋横位施文、連続山形浮線Ａ櫛

〃横位施文

〃〃

〃幾何学状施文

〃横位施文

〃横位施文、連続山形浮線Ａ種

〃 〃 〃 Ａ種、棒状突起

〃 〃 〃 Ａ種

〃 〃 〃 Ａ種

〃斜位施文 、 〃 Ａ 穂

〃横位・斜位・環状施文、連続山形浮線Ａ種

〃 幾 何 学 状施文

〃横位・弧状施文

〃横位・縦位施文

〃横位施文

〃縦位施文

浮線ａｌ種横位・幾何学状施文、口端橋状把手

浮線ａ２種横位・斜位．菱形施文

浮線ａｌ種横位・環状施文

〃 環状施文、隆線上浮線ｄ種

〃 肥厚帯上横位施文、休部幾何学状施文

浮線ｃ穂．ｄ種幾何学状施文

(ＲＬ）

Ｌ
Ｒ
Ｌ

Ｒ
Ｌ
Ｒ

ＲＬ

ＬＲ

ＬＲ

外面(ＲＬ)､内面ＬＲ

ＬＲ

ＲＬ

ＬＲ＋端部結節

ＲＬ

ＲＬ

ＲＬ

ＬＲ

ＲＬ

(ＲＬ）

ＲＬ・ＬＲ

ＲＬ

(ＲＬ）

ＬＲ

(ＬＲ）

(ＬＲ）

ＬＲ

ＬＲ

(ＲＬ）

(ＲＬ）

ＲＬ

ＲＬ

(ＲＬ）

ＲＬ

(ＬＲ）

(ＬＲ）

ＲＬ

ＬＲ

(ＬＲ）

ＬＲ

Ｌ
Ｌ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｌ

ＲＬ・ＬＲ
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縄文土器観察表－４

Ｎ○ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文 備考

ｌｌｌ

ｌｌ２

ｌ１３

ｌｌ４

１１５

１１６

２１７

２１８

２１９

２２０

２２１

２２２

２２３

２２４

２２５

２２６

２２７

２２８

２２９

２３０

２３１

２３２

２３３

２３４

２３５

２３６

２３７

２３８

２３９

２４０

２４１

２４２

２４３

２４４

２４５

２４６

２４７

２４８

２４９

２５０

２５１

２５２

２５３

２５４

２５５

２５６

２５７

２５８

２５§

２６〔

２６１

２６２

２６＄

２６４

２６Ｅ

２６（

２６１

２６〔

２６〈

２７（

２７：

２７：

２７：

２７４

２７１

２７（

２７‘

２７１

２７１

２８１

１－Ａ４

〃

〃

〃

〃

〃

ｍ－Ａ２

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ⅱ－Ａ３

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

３－４－ｑ②

７－３‐ｐ

〕－２‐ｒ③

〕－２‐ｒ③

三-２－ｘ③

０
．
．

ワ
』
へ
。

一
寺

『
）
ヘ
ノ

④
③

ｅ
Ｓ

一
幸

５
２

フ
フ

Ｃ‐３‐ｙ

Ｄ～Ｅ‐４

D-3-h①

Ｃ‐２‐ｘ

E-2-y①

判平区採集

Ｃ－３‐ｌ①

Ｃ－３－ｂ④

Ｄ－２－ｑ②

Ｄ‐２‐ｐ

Ｃ－３－ｅ③

Ｅ‐３－ｉ

Ｄ－３－ｙ④

Ｄ‐２‐ｋ

Ｆ‐３‐ｋ

Ｄ－３‐ｂほか

Ｃ－２‐ｔ①

Ｄ－４－ｙほか

Ｄ－２－ｖ②

Ｄ‐２‐ｑほか

Ｄ－２‐ｒ

④
②
④
②
③
②
④
③
③

９
ｒ
ｒ
ｋ
ｇ
ｑ
ｌ
ｔ
ｑ

－
一
一
一
一
一
一
一
一

３
２
２
３
３
４
３
２
２

口
一
一
一
一
凸
一
一
一

Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｄ‐２‐ｐ

Ｇ－３－ｃ①

Ｄ－４‐ｌ②

Ｄ－２－ｘ①

Ｅ‐２‐ｙほか

①
②
②

Ｓ
１
Ｖ

一
宇
一

２
４
１

－
一
一

Ｄ
Ｃ
Ｇ

Ｄ‐４－ｙ

Ｄ‐２‐ｓほか

③
③
③
②

ｒ
・
Ｊ
ｐ
ｑ

－
一
一
－

２
３
２
３

Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Ｃ‐５‐ｅほ力

Ｄ‐２‐ｎほ力

F-2-e②

削平区採集

Ｄ－２－ｐ

Ｇ‐２‐ａ

Ｄ‐２‐ｋ

Ｄ‐２－ｈ

Ｄ－２－ｖ④

Ｄ－４－ｍ④

Ｆ－２－ｃ①

Ｆ－２－ｂ②

Ｆ－２－ｇ④

Ｄ‐３‐ｉ

Ｂ‐３‐ｖ

Ｇ－２‐ａ③

Ｄ－２‐ｒ②

Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
９
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
９
Ｄ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｃ
ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
，
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

訂頚深鉢

″
″
″
″

勺湾口縁

〃

自立口縁

外反口縁

有頚深鉢
〃

〃

有頚深鉢

″
″
″

有頚深鉢

″
″

有頚深鉢

〃

有頚口縁

〃

〃

有頚深鉢

有頚深鉢

〃

〃

橋状把手

有頚深鉢

″
″

有頚深鉢

有頚深鉢

″
″

¥線ａ１種横位・環状・幾何学状施文、環状突起

〃横位・縦位施文、浮線ｄ種格子目施文、棒状突起

〃横位施文、上端浮線ｃ種、浮線ｄ種格子目施文

〃横位施文、浮線ｄ種格子目施文

享線ｄ種横位・格子目施文
〃〃｡〃

享線ａｌ種横位施文、口端浮線ｄ種

季線ｄ種縦位施文、横位竹管沈線

季線ｂ種横位・縦位施文、斜位集合沈線上浮線ｄ種

糾位集合沈線上浮線ｄ種、連続山形浮線Ｂ種

辛線ａｌ種横位施文、浮線ｄ種格子目・縦位施文
〃〃 浮線ｂ種縦位施文、連続山形浮線Ｂ種

〃縦位施文、横位竹管沈線

〃横位・弧状施文十幾何学彫去、連続山形浮線Ｂ種

〃横位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ｂ種縦 位施文、〃Ｂ種

〃横位・幾何学施文

浮線ａ１種幾何学施文（浮線ｄ種充填）

〃横位・幾何学施文、隆帯上浮線ｄ種

浮線ａ２種横位施文

〃横位・菱形施文

〃 〃｡〃 、環状突起

〃〃｡ 〃

浮線 ｃ 種 〃．〃

浮線 ｄ 種 〃．〃

浮線ａ２種．ｃ種横位・菱形施文、口端竹管背面沈線

〃 横 位 ・菱形施文

〃横位・弧状施文、紡錘形突起

浮線ａ１種〃 ． 〃 、 〃

浮線ａ２種横位・菱形施文、橋状把手

〃〃．〃、口端浮線ｄ種

浮線ａ１種横位・弧状施文、紡錘形突起

浮線ａ２種〃 ． 〃 、 〃

〃 横位・連続山形施文
〃 連続山形施文

〃横位・連続山形施文、口端浮線ｄ種、橋状突起
〃 〃。 〃

〃 〃。 〃

〃 横位施文、連続山形浮線Ｂ種
〃 〃、 〃 Ｂ種

浮線ａ１種横位・弧状施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ａ２種横位施文、連続山形浮線Ｂ種

〃〃、〃Ｂ種

〃〃、〃Ｂ種

浮線ａ２種．ｃ種横位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ａ２種．ｄ種横位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ａ２種縦位・横位施文、〃Ｂ種、垂下隆帯
〃〃．〃、〃Ｂ種

〃横位・浮線ｄ種縦位施文、連続山形浮線Ｂ種

〃横位・斜位施文、連続山形浮線Ｂ種、橋状把手

〃 横 位・縦位施文、〃Ｂ種、垂下隆帯

浮線ａｌ種横位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ａ２種横位・縦位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ｃ種横位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ａ２種横位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ｄ種横位施文、連続山形浮線Ｂ種

浮線ａ２種縦位施文、〃Ａ種

浮線ａ２種．ｃ種横位施文、連続山形浮線Ｂ種、楕円形隆帯

〃横位施文、連続山形浮線Ｂ種、楕円形隆帯

楕円形隆帯上浮線ｄ種、隆帯下浮線ｃ種．ｄ種
〃 浮線ａ２種

〃 〃

浮線ａ２種横位施文、楕円形隆帯

楕円形隆帯上浮線ａ２種
〃 〃

環状突起上浮線ａ２種

浮線ａ２種縦位～弧状施文、渦状隆帯

獣面突起上浮線ａ２種

浮線ａ２種幾何学施文、渦状隆帯

〃同心円施文、肥厚帯下端三角形彫去

ＬＲ）

ＬＲ）

ＩＲＬ）

(ＬＲ）

ＬＲ

(ＬＲ）

ＬＲ

(ＬＲ）

(ＬＲ）

(ＬＲ）

(ＲＬ）

ＬＲ

;成前穿孔

X面突起



6４

縄文土器観察表－５
Ｎ○ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文 備考

２８１

２８２

２８３

２８４

２８５

２８６

２８７

２８８

２８９

２９０

２９１

２９２

２９３

２９４

２９５

２９６

２９７

２９８

２９９

３００

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

３１０

３１１

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

３１７

３１８

３１９

３２０

３２１

３２２

３２３

３２４

３２５

３２６

３２７

３２８

３２９

３３０

３３１

３３２

３３３

３３４

３３５

３３６

３３７

３３８

３３９

３４０

３４１

３４２

３４３

３４４

３４５

３４６

３４７

３４８

３４９

３５０

〔
「
』Ａ

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ⅲ

戸
０
Ｆ
Ｄ
寸
上
ａ

Ａ
〃
Ａ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｂ
〃
〃
〃
２Ｂ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ

″
″
″
″

削平区採集

Ｇ‐Ｌｕ

Ｄ－２‐ｒほ力

Ｄ－３－ｖ①

Ｄ‐２‐ｐほ力

④
④
④
勘
勘

ｍ
ｎ
ｗ
ｑ
ｑ

２
３
２
２
３

Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ

Ｄ－３－ｙ①

Ｅ‐３‐１

Ｄ－２‐ｒ④

Ｆ－３‐ｃ③

Ｃ－４－ｇ①

Ｄ－４－ｏ①

Ｃ‐２‐ｏほか

Ｅ－３‐ｒ②

Ｄ‐３‐ｆ

Ｄ－２－ｗ①

Ｇ－２－ａ①

Ｆ－２－ｂ①

Ｄ－２‐ｑ

Ｄ‐２‐ｘほか

Ｄ－２‐ｌ④

Ｄ－３－ｏ①

Ｅ－３－ｇ①

Ｄ－２‐ｒ④

Ｇ－１‐ｕ③

Ｄ－２－ｑ①

Ｅ－３‐１

Ｄ－３‐ｆ③

Ｅ－３－ｇ③

Ｅ－２－ｘ②

Ｄ－２－ｗ④

削平区採集

Ｄ‐２‐ｖほか

Ｅ－３－ｄ④

Ｄ－３－ｂ③

Ｅ－４‐ｈほか

Ｄ‐３‐ｓほか

④
①
②
④
④
②
④

ｉ
ｍ
ｙ
・
ｌ
ｒ
ｅ
ｘ

－
一
二
一
一
一
今

３
３
２
３
２
４
２

－
一
一
一
一
②
一

Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ

削平区採集

Ｄ－２－ｘ②

Ｅ－２－ｘ④

Ｄ－２－ｙ①

Ｄ－４－ｏ②

ｃ－２－ｙ④

Ｅ‐３‐ｄほか

Ｄ－２－ｗ④

Ｅ－３－ｍ③

Ｄ－２‐ｒ④

Ｄ～Ｅ‐４

Ｄ－３－ｇ①

Ｄ－２－ｕ②

Ｅ－２－ｘ④

Ｄ－２－ｓ①

Ｄ－２‐ｔほか

Ｄ‐２‐ｐ

Ｅ-3-ｍ③

Ｅ－４－ｑ①

削平区採集

Ｅ－４－ａ③

Ｄ‐２‐１

ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ｕ
ａ
Ｃ
．
、
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
、
ｂ
ａ
Ｃ
．
、
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

有頚深鉢

〃

〃

有頚深鉢
〃

有頚深鉢

″
″

有頚深鉢

有頚深鉢

有頚深鉢

外傾口縁

外傾直立口縁
〃

外反口縁

外傾口縁

自立口縁

外反口縁

外傾口縁

有頚深鉢

外反口縁

咋傾口縁

〃

琳反口縁

自立口縁

71､反口縁

小傾口縁

与頚深鉢

″
″

可.頚深鉢

″
″
″
″

浮線ａ２種横位・斜位施文、異形突起

橋状把手上浮線ａ２種

浮線ａ２種横位・縦位施文、口縁肥厚帯

浮線ｃ種縦位施文

浮線ａ２種．ｃ種幾何学施文、口縁肥厚帯

〃横位・縦位・同心円施文、口縁肥厚帯

〃幾何学施文、口縁肥厚帯

浮線ａ２種．ｃ種斜位施文、垂下・円形突起

浮線ａ２種．ｃ種幾何学施文、環状・垂下隆帯

〃横位・弧状施文、口縁肥厚帯

〃横位施文

〃 斜 位 施文

〃波状施文、口縁肥厚帯

〃横位・斜位施文、浮線ｄ種斜位施文

〃横位施文

浮線ａ２種．ｃ種横位・縦位施文

浮線ａ２種．ｃ種幾何学施文、口端浮線ｄ種、円形突近

〃．ｃ種．ｄ種幾何学施文、渦状・円形突起

〃幾何学施文、連続山形浮線Ｂ種

〃．ｃ種幾何学施文

浮線ａ２種．ｄ種幾何学施文

〃幾何学施文

浮線ｃ種斜位施文、浮線ｄ種縦位・横位施文

浮線ａ２種横位・縦位・斜位施文、浮線ｄ種斜位施文
浮線ａ２種．ｃ種．ｄ種幾何学施文

〃．ｃ種．ｄ種幾何学施文

〃幾何学施文・菱形突起

浮線ｄ種幾何学施文

浮線ａ２種〃

〃横位・弧状施文

〃 横 位 施 文

〃〃

〃〃

浮線ｃ種渦状施文

浮線ａ２種横位・浮線ｃ種斜位施文

〃横位施文

浮線ｄ種横位施文
〃〃

浮線ａ２種〃

浮線ｆ種横位施文
〃 〃・横位竹管沈線

浮線ｅ種横位施文

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

黄位・環状隆帯

黄位・幾何学隆帯
〃。〃

〃｡〃

黄位隆帯上連続刺突

〃 〃

口端耳状突起

円形突起

〃 〃 、円形突起

〃 縦位沈線

〃

）

(結節）

Ｒ
節
即
Ｒ
Ｒ
Ｒ
師
Ｌ
Ｒ
ｍ
Ｒ
ｊＲ

Ｌ
結
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
結
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

十
く
．
．
＋
＋
＋
＋
＋
、
、
Ｌ

ｊ
ｊ

Ｌ
Ｌ
ｊ
１
１
１
ｊ

Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｌ

く
く
く

く

く
く

く

Ｉ
Ｉ
Ｉ

焼成前穿孔
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縄文土器観察表－６

ＮＯ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文 備考

５１

‘５２

１５３

１５４

１５５

１５６

１５７

１５８

１５９

ｌ６０

ｌ６１

）６２

３６３

３６４

３６５

３６６

３６７

３６８

３６９

３７０

３７１

３７２

３７３

３７４

３７５

３７６

３７７

３７８

３７９

３８０

３８１

３８２

３８３

３８４

３８５

３８６

３８７

３８８

３８９

３９０

３９１

３９２

３９３

３９４

３９Ｅ

３９ｆ

３９７

３９〔

３９（

４０（

４０］

４０２

４０〔

４０恩

４０（

４０（

４０’

４０１

４０１

４１１

４１

４１１

４１１

４１‘

４１

４１’

４１

４１

４１

４２

３
４

ａ
ｂ

唖
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
理
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｂ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｂ

Ⅲ
Ⅲ

Ｉ

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
ロ
〕

″
″
″
″
″

Ｂ

Ⅲ
Ⅲ

″
″
″
″
″

Z‐４‐１

?-3-ａ④

)－２‐１

①
③
①
②
④
③
①

ｗ
ｗ
Ｓ
ｎ
ｘ
ｍ
ｔ

２
２
２
２
２
３
２

，
、
刀
Ｊ
、
〆
Ｊ
量
う

三－４－ｍ

〕-2-ｍ③

〕‐２‐ｒほか

E-3-g①

Ｅ－３－ｐ④

ｆ
ｈ

２
２

（
）
Ｆ

Ｅ－４－ｇ③

判平区採集

Ｅ－３－ｋ④

Ｄ－４－ｈ④

Ｄ－２－ｓ③

Ｄ－２－ｙ①

Ｄ－２－ｍ③

Ｅ－４－ｇ④

Ｄ－４－ｇ①

Ｄ‐３‐ｉ

④
③
④
①
③

ｙ
ｍ
ｌ
ｍ
Ｖ

４
３
２
３
２

。
一
一
一
一

Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｄ

Ｄ‐２ｋ

E－３‐ｌ②

Ｅ‐４－ｍ

Ｄ－２－ｘ③

不明

Ｅ‐４－ｍ

Ｄ‐２‐ｐ

Ｄ－２－ｖ④

Ｄ‐２‐ｌほか

Ｅ‐３‐ｉ

削平区採集

Ｆ‐ｌ‐ｙ

④
③
④
④

ｕ
ｅ
ｇ
Ｏ

３
４
４
２

Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

Ｄ‐２‐ｘほ力

Ｄ‐２‐ｈ

Ｅ‐３‐１

Ｄ‐２‐ｑ

ｍ
ｐ
ｑ

４
２
２

Ｅ
Ｄ
Ｄ

Ｅ－４‐ｆ①

Ｅ－３－ｙ②

Ｄ－２－ｗ③

Ｄ‐２‐ｓほパ

Ｅ‐３－ｍほズ

ｑ
ｘ

－
今

ワ
】
《
ｄ

Ｄ
Ｄ

E－３‐ｔ④

Ｄ‐２‐１

削平区採算

Ｅ‐３‐ｈ

Ｅ－３‐ｒ②

ｃ－２‐ｊ③

Ｃ‐２‐ｘ

Ｄ＝３‐ｉ

ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
Ｃ
Ｃ
．
、
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ
ａ
Ｃ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

可頚深鉢

〃

苛頚深鉢
〃

胃頚深鉢

肖頚深鉢

有頚深鉢

″
″

外反口縁

〃

有頚深鉢

有頚深鉢

外斜口縁

外傾口縁

有頚深鉢

〃

〃

〃

〃

有頚深鉢

″
″

有頚深鉢
〃

有頚深鉢

外傾口縁

有頚深鉢

〃

有頚深鉢

有頚深鉢

〃

直立口縁

有頚口縁

″
″
″
″

間位・環状隆帯、円形突起
〃｡〃

島方形隆帯

埼位・縦位隆帯

〃・橋状隆帯、橋状突起

〃・渦状隆帯

〃・弧状隆帯

〃・橋状隆帯

〃｡〃

黄位隆帯、円形突起

簡位・橋状隆帯

〃．〃、橋状突起、楕円形突起

〃・ 〃

苗位・斜位隆帯上縦位沈線

償位隆帯上縦位沈線、弧状隆帯

黄位・渦状隆帯

〃｡〃

〃・斜位隆帯

〃・長方形隆帯、口端斜位沈線

肥厚帯、波頂下円形突起
〃

肥厚帯上横位沈線

〃 横 位 ・ 縦位沈線

〃 〃。 〃

〃三角形彫去

〃 〃

肥厚帯

″
″
″

口端下横位隆帯
〃〃

〃〃

〃 〃 、渦状隆帯

〃 〃、縦位隆帯

口端下横位隆帯（沈線施文）、円形突起

〃 〃 、 渦状隆帯

〃 〃 、半円状隆帯

斜位隆帯

縦位隆帯

幾何学隆帯、円形突起

斜位隆帯、円形突起

縦位隆帯

〃 、無文帯下刺突列

縦位・斜位隆帯

縦位隆帯、斜位沈線
〃

〃

逆Ｕ字隆帯、楕円形突起、幾何学沈線

渦状隆帯

縦位・環状隆帯

波頂部環状突起

〃〃

渦状隆帯

長方形肥厚帯（口端・側縁連続刺突）

斜位・渦状隆帯
〃・ 〃

幾何学隆帯

幾何学沈線

″
″
″

連続山形沈線

連続山形沈線、口端下斜位爪形刺突

ＬＲ

ＬＲ

(ＬＲ）

(ＬＲ）

ＲＬ

ＬＲ

(ＬＲ）

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

(ＬＲ）

ＲＬ＋ＬＲ（端部結節）

ＬＲ

ＲＬ＋ＬＲ（端部結節）

(ＬＲ）

(ＬＲ）

(ＬＲ）

(端部結節）

ＬＲ

ＬＲ
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縄文土器観察表－７
ＮＯ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文 備考

４２：

４２：

４２：

４２４

４２ｆ

４２ｆ

４２１

４２〔

４２〔

４３（

４３］

４３２

４３モ

４３４

４３Ｅ

４３ビ

４３７

４３８

４３９

４４Ｃ

４４１

４４２

４４３

４４４

４４５

４４６

４４７

４４８

４４９

４５０

４５１

４５２

４５３

４５４

４５５

４５６

４５７

４５８

４５９

４６０

４６１

４６２

４６３

４６４

４６５

４６６

４６７

４６８

４６９

４７０

４７１

４７２

４７３

４７４

４７５

４７６

４７７

４７８

４７９

４８０

４８１

４８２

４８３

１８４

１８５

１８６

１８７

１８８

１８９

１９０

Ⅲ－Ｂ（

Ⅲ－Ｃｌｉ

〃

Ⅲ－Ｃｌｌ

〃

Ⅲ

Ⅲ－Ｃ２

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ⅲ－Ｃ３

〃

〃

〃

〃

〃

Ⅲ－Ｃ３ａ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ⅲ－Ｃ３ｂ

〃

〃

Ⅲ一Ｃ３ｃ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｉ－Ｃ３ｄ

〃

〃

〃

I－Ｃ３ｅ

″
″
″

①
④
③
②
③
③
④
①
②
②
④
③
③
③
師
③
②
③
③
④
④
①
④
③
①
④
②
③
④
④
②
④
③
④
③
③
㈱
③
①
②
②
①
③
③
③
④
勘
③
④
師
師
②
①
④
④
④
①

ｕ
ｌ
ａ
ｋ
Ｃ
Ｃ
ｅ
ｇ
ｘ
ｍ
ｕ
ｅ
ａ
ｘ
ｙ
ｙ
ｅ
ｕ
ｕ
ｔ
ｈ
ｙ
ｐ
ｔ
ｙ
ｕ
Ｏ
ｋ
Ｃ
ａ
ｘ
ｍ
ｕ
ｇ
ｙ
ｒ
ｋ
ｅ
ｍ
ａ
Ｓ
Ｖ
ｊ
ｅ
ｈ
ｆ
ｌ
ｇ
ａ
ｆ
ｕ
ｈ
ｅ
ｙ
ｌ
ｊ
ｎ
ｗ
ｙ
ｈ
ｍ
ｔ
ｅ
Ｖ
ｗ
ｐ
ｅ
Ｖ
ｙ
ｋ

宮
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
亘
一
一
一
専
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
百
一
一
』
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
』
一
亨
再
』
』
一
一
一
一
一
一
一
や
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
－

２
２
４
２
４
４
４
２
２
４
２
５
３
３
４
３
４
４
２
３
３
３
２
５
３
４
３
４
３
３
２
４
３
２
３
２
２
３
２
４
２
４
３
５
４
５
２
４
４
２
３
３
３
２
４
３
３
４
３
３
３
３
４
４
４
３
４
２
３
２

－
一
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
写
一
』
『
一
一
寺
一
一
一
『
’
一
』
一
一
一
凸
』
一
一
『
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
口
一
《
一
一
一
一
一
一
一
『
幸
一
『

Ｂ
Ｄ
Ｆ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
フ
フ
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● 有頚深#

台付鉢

〃

内湾１１ボ

外傾ロボ
〃

内屈口涌

内屈11綴

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

直立口縁

７１､傾口縁

琳反口縁

小傾直立

勺屈11縁

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

卜傾口縁

″
″
″
″

縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁
縁

口
口
口
口
口
口
口
ｕ

立
湾
屈
反
立
屈
傾
立

－
１
１
１
ト
ー
１
隻
Ｉ

〃

竹管沈線・連続爪形文幾何学施文、隆帯上連続刺突
連続爪形文、連続山形竹管沈線

横位・弧状竹管沈線、円形突起

、口端竹管背面沈線
〃｡〃 、〃

斜位集合沈線、山形平行沈線（上部彫去）
〃 〃

、三角形彫去、口端竹管背面沈線〃

格子目文、三角形彫去

縦位集合沈線、弧状平行沈線

斜行格子目文、幾何学形彫去

縦行集合沈線、弧状平行沈線、幾何学形彫去
格子目文、幾何学形彫去

縦行集合沈線、弧状平行沈線
〃 〃

格子目文、山形平行沈線、三角形彫去
格子目文、弧状平行沈線

｢の」字状突起上集合沈線
〃 斜行格子目文

突起上斜位・突起下横位集合沈線十縦位平行沈線
〃斜位集合沈線十横位平行沈線

〃横位集合沈線、縦位～斜位彫去

〃縦位集合沈線

口縁部斜位・隆帯下縦位集合沈線、隆帯上刺突
〃斜位集合沈線

、口縁下Ｖ字文〃 〃

〃 〃

、口縁下縦位集合沈線
〃 〃

〃 〃 〃 〃

口縁部・口縁下斜位集合沈線、突起上三角形彫去

口縁部斜位集合沈線、突起上縦位集合沈線
〃〃

〃〃

'－１端撚糸Ｌ

I｣端連続爪形刺突

、口縁下縦位平行沈線
〃 〃

、口縁下Ｖ字文〃 〃

、口端撚糸Ｌ〃〃

、口端内面縦位竹管沈線〃 〃

〃 〃

〃〃

、口縁下Ｖ字文、口端竹管背面沈線
〃 〃

、隆帯上刻[１〃 〃

、口縁下Ｖ字文、口端刻目
〃 〃

二I縁部・口縁下縦位集合沈線

二I縁部縦位集合沈線、口縁下Ｖ字文

〃・口縁下縦位集合沈線

]縁部斜行格子目文、口端・隆帯上撚糸Ｌ
〃 〃 、口端刻目

、口端斜位集合沈線・撚糸Ｌ〃 〃

、口縁下斜位集合沈線〃 〃

、口端刻'１〃〃

〃〃 口端撚糸Ｌ

、口端撚糸Ｒ〃〃

、口端刻目〃 〃

〃 〃

、口縁下縦位集合沈線、隆帯上連続爪形
〃 〃

、口端縦位・隆帯上斜位集合沈線
〃 〃

〃 〃

〃〃

、口端斜行格子目文・撚糸Ｌ〃 〃

〃 〃 隆帯上縦位集合沈線

、口縁下格子目文、口端・隆帯上撚糸Ｒ
〃 〃

]縁部連続山形文、口縁下縦行集合沈線、口端撚糸Ｒ

、口縁下縦行平行沈線〃 〃

、口縁下Ｖ字文、隆帯上刺突〃 〃

・矢羽文、口縁下Ｖ字文、隆帯上刺突〃 〃

I縁部横位集合沈線
〃〃

〃 、 降 帯上刻目〃

、隆幣上刺突・三角形彫去ﾉノ ノノ

ＬＲ

ＲＬ（端部結節）

木目Ｂ１種Ｒ：Ｒ

(撚糸）

木目Ｂ１種Ｌ：Ｌ

ＲＬ＋ＬＲ(端部結節）

木目Ｂ１種Ｌ：Ｌ

撚糸Ｌ）

木目Ｂ２種Ｒ：Ｒ

木目Ｂ１種Ｒ：Ｒ

埋設土器

〃



６７

註ｌ：胎土●は、植物繊維の含有を示す

２：削平区採集資料は、Ｅ－３．４区包含遺物

縄文土器観察表－８

ＮＯ 分類 出土区 胎土 器形 文様 縄文 備考

４９１

４ ９ ２

４ ９ ３

４９４

４９５

４９６

４９７

４９８

４９９

５００

５０１

５０２

５０３

５０４

５０５

５０６

５０７

５０８

５０９

５１０

５１１

５１２

５１３

５１４

５１５

５１６

５１７

５１８

５１９

５２０

５２１

５２２

５２３

５２４

５２５

５２６

５２７

５２８

５２９

５３０

５３１

５３２

５３３

５３４

５３５

５３６

５３７

５３８

５３９

５４０

５４１

５４２

５４３

５４４

５４５

５４６

５４７

５４８

５４９

５５０

５５１

５５２

５５３

５５４

５５５

５５６

５５７

Ⅲ－Ｃ３ｆ

〃

〃

Ⅲ－Ｃ３

３
１
２
３

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

（
し

″
″
″
″
″
″
″

Ｄ
Ⅳ
Ｅ
″
″
″
″

Ｅ

″
″
″
″
″
″

Ｅ

一

〃

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
〃
〃
Ｖ
〃
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１
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②
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ａ
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ａ
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ａ
ａ
ａ
ａ
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ａ
ａ
ａ
ａ
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ａ
ａ
ａ
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ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

内屈口縁

外傾口縁

〃

外傾口縁

直立口縁

外傾口縁

〃

〃

〃

直立口縁

〃

外傾口縁

直立口縁

外傾口縁

外傾口縁

外反口縁

〃

外傾口縁

口端縦位集合沈線、口端下Ｖ字文

口端下Ｖ字文

波頂下縦位集合沈線、口端下Ｖ字文

隆帯上刺突、隆帯下Ｖ字文

口縁部斜行格子目文、口縁下Ｙ字文

体部Ｖ字文

〃Ｖ字文下縦位集合沈線

〃Ｖ字文・縦位集合沈線

〃縦位集合沈線下Ｖ字文

〃Ｖ字文・縦位平行沈線

〃Ｖ字文（格子目施文）

〃Ｖ字文、Ｖ字文下横位平行沈線

〃Ｖ字文

斜行格子目文下Ｖ字文

体部Ｙ字文

斜位集合沈線下隆帯

横位平行沈線

篭目文、幾何学彫去

″
″
″

〃、体部下端彫去

〃

矢羽状集合沈線

斜位集合沈線、横位平行沈線

横位平行沈線下、幾何学集合沈線

斜位集合沈線、横位平行沈線

〃 〃

縦位集合沈線、隆帯上刺突（隆帯下Ｖ字文）

矢羽状・連続山形集合沈線、隆帯上刻目

横位平行沈線下、幾何学集合沈線

横 位 平 行 沈 線 下 、〃

縦位平行沈線

幾何学集合沈線

幾何学平行沈線

横位・縦位平行沈線

単一沈線集合施文

スダレ状圧痕（タテ糸１７～18ｍｍ・ヨコ糸５mm間隔）

木葉圧痕

横位・連続山形押圧（Ｌ）

〃・ 〃 （Ｌ）

〃。 〃 （Ｌ）

横位・斜位・山形・環状押圧（Ｒ)、口端・隆帯上撚糸Ｒ

横位・縦位・矢羽状押圧（Ｌ)、口端撚糸Ｌ

横位押圧（Ｒ）

〃 （Ｌ)、隆帯上刻目

〃 （Ｒ)、隆帯上刻目

（Ｒ）〃

（Ｒ）〃

〃（Ｌ)、口端ＬＲ

〃（Ｒ)、口端刺突

〃 （Ｌ)、下端横位竹管平行沈線

〃（Ｒ)、隆帯上刺突、隆帯下Ｖ字文

縦位平行沈線

〃 、格子目文

横位沈線十連続爪形文、三角形彫去

横位単一沈線、刻目

横位・渦状単一沈線・斜位細線

横位単一沈線

縦位単一沈線、沈線区画内刺突

弧状単一沈線

隆帯上刺突、体部刺突

隆帯上刺突

体部刺突

(ＲＬ・ＬＲ端部結節）

(木目？：？）

木目Ｂ１種Ｒ：Ｒ

ＲＬ＋ＬＲ

(ＬＲ）

(木目Ｌ：？）

(撚糸Ｌ）

撚糸Ｒ

木目Ｂ１種Ｌ：Ｌ

ＲＬ＋ＬＲ(端部結節）

木目Ｂ１種Ｌ：Ｌ

木目Ｂ１種Ｌ；Ｌ

木目Ｂ２種Ｌ：Ｌ

木目Ｂ１種Ｌ：Ｌ

ＬＲ

木目Ｂ1種Ｒ：Ｒ

(撚糸Ｌ）

(撚糸Ｌ）

木目Ｂ１種Ｒ：Ｌ

木目Ｂ１種Ｒ：Ｒ

(撚糸Ｒ）

木目Ｂ１種Ｌ：Ｌ

木目Ｂ１種Ｌ：Ｌ

木目Ｂ種Ｌ：Ｌ

ＬＲ

ＲＬ



２土製品

狭義の士製品とみなされる資料は、決状耳飾１点のみである。土器片を再利用した土製円盤

は確認できなかった。

（１）土製決状耳飾（第52図164）

径3cm程度と推定される小形品である。平坦な側面をもち、平面は中央に向かって緩やかに

凹む。赤彩は認められない。前期終末～中期初頭に属すと考えられ、大沢遺跡Ａ地区から同時

期の類似資料１点が出土している。

（２）焼成粘土塊

図示しなかったが、土器製作に伴う粘土塊が６グリッドから計20点出土した。総重量は５５１

９を測る。このうち４グリッド（C-3-n・E-3-g・G-2-nほか）で２～７点が出土しており、特

定箇所に弱いながらも集中する傾向がある。径2.8cmの半球状をなすものが１点あるほかは、

いずれも不整形を形状をもつ。大きさも2.6cm～7.8cmと様々 である。

３石器

Ｉ～Ⅲ群土器に伴う石器類が多量に出土した。全体数は、製品だけで377点にのぼる。以下

では、食料の調達・加工に関わるＩ群石器、工具的な性格の強いⅡ群石器、生産用具以外のⅢ

群石器に区分し、項目別に特徴を記述する。

次章で述べるように、本遺跡では古墳時代に下降すると考えられる打製石器が相当量出土し

ている。その製作に関わる石核・剥片類の中には、縄文時代との峻別が困難な資料も含まれる

ため、本項では縄文時代への帰属が確実な黒曜石のみをとりあげる。

（１）Ｉ群石器

216点の出土をみた。器種と数量の内訳は、石雛19点、石槍３点、牒石錘１０７点、磨石・敵

石類83点、石皿４点である。

Ａ個別用具につ い て

ａ石鎌（第37図3～24）

未製品を含め29点出土した。使用石材には黒曜石・頁岩・メノウ・流紋岩・泥岩があり、

全体の４１％で黒曜石が使用される。

製品は基部形態などに基づき、凹基無茎（Ａ）・尖基（Ｂ）・有茎（Ｃ）.Ｄ雁股（Ｅ）に大

別できる。Ａについては、基部の挟りが最大幅に対し'０％未満を１．１０％以上30％未満をⅡ．

３０％以上をⅢ、長幅比2.0以上をａ．2.0未満をｂとし、以上の組合せから、Ｉａ類（３．４）・

Ｉｂ類（５）．Ⅱa類（６．７）．Ⅱｂ類（8～１２）．Ⅲa類（１３～１７）．Ⅲb類（１８）に細分する。

形態と石材にはある程度の相関があり、Ⅱｂ類は黒曜石、Ｉａ．Ⅲa類はこれ以外に偏在する。

６８
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近隣遺跡の在り方に基づけば、ＡＩａ類は前期前葉、ＡＩｂ類～Ｂ類（５～20）は前期終末

～中期初頭の資料と考えられる。Ｃ類（21）は豊原遺跡の前期終末～中期初頭層準、Ｄ類（22）

は重稲場遺跡で類例が確認できるので、Ⅲ群土器に伴う可能性がある。

ｂ石槍（第37図１．２）

いずれも頁岩を石材とする。小破片を除く２点を図示した。

１は基部に挟りを施す優品で、右中央に表皮の一部を残すほかは全面にわたって押圧剥離が

行なわれる。石核・剥片類の中に本例と同一の石材は見あたらず、東北地方からの搬入品と考

えられる。Ｉ群土器に伴う可能性が高いが、中里村泉竜寺遺跡（諸磯ａ～ｂ式期）で類例が出

土しており、前期初頭～後葉の大枠でとらえておく。

２は表裏に剥離面が残存するものの、入念な調整によって柳葉形に整形された資料である。

時期の特定は難しく、Ⅲ群土器に伴うことも考えられる。

ｃ喋石錘（第39図～第43図）

製品（第39図44～第43図83）と製作関連資料（第43図84～93）が出土した。内訳は、完

成品１０７点（完形品８８．破損品１９)、製作途上の破損または放棄資料１２点、挟り加工時の剥片

３０点である。このうち剥片１点が製品と接合した（第43図83)。製品の中には、磨石・敵石類

や砥石からの転用品９点が含まれる。完成品と製作関連資料では分布状況に異なりをもつ。前

者が調査区全域に及ぶのに対し、後者は西側斜面に限定されており、とりわけ高域B-2-t区に

おける集中的な出土が特徴である。

使用石材は、安山岩・流紋岩・玄武岩・泥岩・花闇岩などからなり、大多数が円喋によって

占められる。このうち遠隔地産と断定できるのは、３点の花商岩だけである。

挟りは、いずれも長軸両端に施される。挟り内部で計測した長軸幅は、最小で58ｃｍ・最大

で148cmを測り、８０cm～llOcmの間に６割以上が含まれる。重量は５４９～l372gの幅があり、

中心をなすのはｌＯＯｇ～５００９の範囲内である。両者に基づく喋石錘サイズは、緩やかな一峰

'性分布を示し明確なグルーピングが困難であるが、便宜的に第43図右下のような区分を試みる。

挟り加工は両面からの剥離がほとんどである。素材の形状により剥離面が離れた資料も存在

するが、通常は両者が接して切り合い関係をもつ。エッジの加工にはバリエーションがみられ

微細な剥離や敵打によって丸味を帯びるもの（Ａ)、やや先鋭な状態を留めるもの（Ｂ)、シャー

プなもの（Ｃ）に分けられる。両端での在り方を類型化すれば、Ａのみ（Ｉａ類）．Ａ＋Ｂ（Ｉ

ｂ類）．Ａ＋Ｃ（ＩＣ類）．Ｂのみ（Ⅱａ類）．Ｂ＋Ｃ（Ⅱｂ類）．Ｃのみ（Ⅲ類）の６区分が

可能である。完形品88例の在り方としては、Ｉａ類が51点（５８％）に達し、１２点を数えるＩｂ

類以下はⅢ類へ向かうにつれて減少する。サイズ分類との関係は、Ｃ３サイズに分散傾向を認

めるほかはＩａ類への集中化が明瞭である（第43図一覧表)。
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ｄ磨石・鼓石類（第44図．４５図）

完形品40点、破損品43点からなる。使用石材の大半は安山岩で、遠隔地産は花闇岩１点に

限定される。器面における保有部位を考慮した使用痕の種類には、①平坦面磨耗．②側面鼓打．

③先端敵打．④平坦面敵打（凹）がある。

本遺跡で器面全体の在り方が把握できる資料は54点を数える。使用痕の保有形態としては、

単一要素からなるものが半数近くを占めており、①（Ｉ類：９４～98）１７点、④（Ⅷ類：１１２．

１１３）６点、③（Ⅵ類：lO2）２点が該当する。複合パターンで比較的多いのは、①＋②（Ⅱ

類：９９～lOl）の７点、①＋③（Ⅲ類：１０５．１１１）の６点、①＋④（Ⅳ類：１０６）と①＋②

＋③（Ｖ類：１０９．１１０）の各５点である。このほか②＋④（Ⅶ類：lO4）が１点存在する。

要素別に見た出現率は、平坦面磨耗率７４％・側面鼓打率２２％・先端鼓打率２４％・平坦面敵

打率22％と算出される。なお、破片資料の中には①が27点、①＋②が６点存在するので、①．

②の最大出現率は、８９％と33％となる。

ｅ石皿（第46図）

盤状を呈し表裏に磨耗を有するもの（１１４．１１６）３点と緩い凹をもつもの（115）１点が

出土したにとどまる。磨耗の度合はいずれも軽度である。角田山麓の前・中期遺跡では、石Ⅲ

と磨石・鼓石類の出土比が前者ｌに対し後者２～５を示すのが一般的である。本遺跡出土の搬

入操は概して風化が進行しており、使用痕が確認できなかった個体の中に石皿が少なからず存

在する可能性もある。

ＢＩ群石器の位置づけ

本遺跡のＩ群石器は、出土量に問題を残す石皿を除けば212点を数える。この中にはＩ群や

Ⅱ群土器に伴う石鎌・石槍が含まれており、Ⅲ群以前に遡る何らかの資料がさらに存在するこ

とも予想される。しかし、土器の数量構成が石器に反映される可能性は極めて高く、前期終末

～中期初頭の石器組成を検討できる良好な資料と考えて差しつかえなかろう。

本群を特徴づける重要な要素は、１０％にも充たない石鎌、打製石斧の欠落、５０～40％近く

を占める喫石錘や磨石・鼓石類の存在、である。これに類した石器組成は、新潟～北陸の前期

前葉に成立する。近隣の新谷遺跡はその典型例である。以後、類似組成は中期中葉に至るまで

同一空間内に存続するが、本遺跡の石器組成は、その一端を示す資料となる。

構成器種の主体を占める喫石錘については、編み物用錘具説がある。しかし、角田山麓にお

ける前期遺跡の大半は沖積地に接した台地低域部に立地し、大量の喋石錘を伴うケースがみら

れる。その一つ豊原遺跡では、前期終末層準から多量の魚骨（トゲウオ）が出土しており、水

産資源の活発な利用を物語る。前期終末を境に居住域は台地高域部へと拡大するが、石鎌の急

増と喋石錘の減少によって両者の量的逆転現象を生ずることも確認されている。

7７
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近年、漁網錘説に対する'懐疑論の根拠として、快部における先鋭さを重視する見解が提示され

た［渡辺2000]・本遺跡出土資料の在り方は前述のとおりで、それとは異なる観察所見がえら

れた。この種の石器における遺跡間変異は著しいものがあり、後述のⅡ群石器と出現傾向を大

きく異にする点も重要なことがらである。

（２）Ⅱ群石器

磨製石斧31点・石匙６点・削器４点・石錐３点・喫形石器９点・砥石102点が出土した。

Ａ個別用具について

ａ磨製石斧（第47図．４８図）

石材は蛇紋岩・流紋岩・砂岩などからなり、前二者を主体とする。形態やサイズに基づき、

次のような区分が可能である。

１類（１１７～121）斧身の断面形が楕円をなすもの。大型～中型の６点が該当する。いず

れも研磨は基部まで及ばない。すべて刃部が欠失しており、１２０は欠損部を敵石として再利用

したものである。主として前期前葉の資料と考えられる。

２ａ類（122～130）側面が平坦に研磨されるもののうち、大型～中型品を本類とする。

完形品１点・基部遣存２点・中間部破片３点・刃部遣存１０点からなる。平面形としては、溌

形（１２２．１２３．１２６）と短冊形（１２８．１２９）の別がある。基端はいずれも平滑に研磨される

が、１２２．１２３では鈍い光沢をもつ。使用時の柄ズレによる弱い衝撃痕と考えられる。刃部の

使用痕は両面で観察できる。偏刃をなす127は、右面の剥離痕が研磨に先行しており、刃部再

生に伴う形態変化の一例とみなされる。以上はⅢ群土器に伴うものであろう。

２ｂ類（１３２～１３５）最大幅３cm以下の小型石斧。図示した４点がすべてである。刃先が

残る１３２．１３５は、ともに片刃をなす。後者の刃部付近にはタール状の黒色付着物が両面で観

察でき、その範囲をスクリントーンで示した。付着物の’性質や付着原因は不明であるが、石斧

柄への装着状態がうかがえる資料の可能性がある。１３３．１３４は、一側面に製作時の擦切痕を

とどめるものである。新潟県内では、近年諸磯ｂ式期に属する小型擦切石斧の存在が確認され

ているので［平吹2000]、所属時期は前期後葉～中期初頭と考えるのが妥当である。

３類（１３１．１３６）肩平な形状をなし、側面が不整形なもの。中型～小型品の２点のみで

ある。１３１は斜刃ぎみの片刃石斧で、右面は刃部再生研磨による。

ｂ磨製石斧製作工程資料（第49図．５０図）

本遺跡内での石斧製作を示す資料が27点出土した。石材は、蛇紋岩と流紋岩である。敵打

技法と擦切技法が確認でき、前者についてはＡ～Ｄの工程が想定される。

敵打技法工程Ａ（137～140）円喋に研磨を加えた資料を本工程とする。６点出土してお

り、研磨はいずれも平坦面に限定される。
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鼓打技法工程Ｂ（141～144）石斧素材を剥片剥離によって作出する段階。中型～小型石

斧の素材となりうる剥片（１４３．１４４）４点と工程Ａの分割資料（１４１．１４２）７点が出土した。

142は先端に鼓打痕を複合しており、ハンマーとしても使用されたことがうかがえる。

敵打技法工程Ｃ（145～１５１）側面に剥離を加え大まかな形状を形作る段階である。９点

出土しており、素材の在り方には自然操（１４５．１４７)、工程Ａの分割品（150）や剥片（１４６．

１４８）の別がある。１４９．１５１は、研磨と剥離の先後関係が不明瞭であるが、刃部作成研磨段

階の初期資料と見ることもできる。

擦切技法（１５２）１５２は、全面研磨によって肩平素材を作出した後、中央での２分割を意

図している。成品サイズが１３３．１３４に合致した好資料である。本例は４つに破片化しており、

敵打分割時の失敗例とみられる。

ｃ石匙（第38図34～39）

全点形態を異にする。３４は珪質頁岩製。腹面に小剥離を加えた後、入念な押圧剥離が背面

に施される。いわゆる「松原型石匙」の典型資料で［秦１９９１]、前期前葉に位置づけられる。

38は黒曜石を石材としており、その他の資料もⅢ群土器に伴うものであろう。３７は珪質頁岩

製で、３４と共に東北地方からの搬入品の可能性がある。刃部の磨耗が顕著な資料である。

ｄ削器（第38図40～43）

頁岩（４０．４２）と黒曜石（４１．４３）を石材とする。４０は片刃石斧状の小型石器で、東北地

方に分布する「石箆」に類似した特徴をもつ。４４は全面にわたりラフなタッチの剥離が加え

られており、石鎌未製品の可能性もある。

ｅ石錐（第37図25～27）

流紋岩（27）と黒曜石（２５．２６）が使用される。後者の２点はツマミを欠く。後述の剥片

分類に従えばＳサイズにあたり、両極打法によって剥離されたものである。２５の先端には、

回転線状痕が明瞭に観察できる。

ｆ模形石器（第37図28～33）

両極打法によって作出された剥片のうち、幅広で側面に樋状剥離をもつ資料を模形石器とし

た。チャートの円喋から剥離されたもの（33）と黒曜石製（28～３１）があり、前者の石材利

用は33の１点に限定される。２９．３２．３３は、一側縁に折断面をもつ例である。

ｇ砥石（第５１図）

凝灰岩製（１５３）１点・泥岩製５点・粗粒砂岩製（154～１６１）９６点からなる。完形品は円

喋素材の153のみで、これ以外は盤状をなす資料が破損したものである。なお、粗粒砂岩製品

については、最大長３cm以上で撰面に明瞭な磨耗痕を認める資料のみを砥石に分類した。細片

が多く個体識別も困難なため、上記の数量は多分に流動的である。
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粗粒砂岩製の使用痕には、溝状と平滑～緩い凹面をなすものの別があり、前者は１６０．１６１

などの少数資料にとどまる。各個体の最大器厚は0.7cm～3.4cmの幅をもち、うち５４％が１ｃｍ台

に分布する（第５１図下)。使用痕の保有部位は、平坦面と端部にある。端部に小段をもった

１５５は、擦切時に使用されたいわゆる「石鋸」である。

ＢⅡ群石器の位置づけ

本遺跡におけるⅡ群石器の出土総数は１５５点を数える。Ｉ群．Ⅱ群合計数の中に占める割合

は42％を示し、東日本における前・中期遺跡のなかでは極めて高い数値にあたる。内容を見

ると、磨製石斧２０％・砥石６６％・剥片工具類１４％となり、磨製石斧やその製作に関わる用具

の卓越によって特徴づけられることが明らかである。

本遺跡で製作される石斧石材の多くは、西頚城産と推定される蛇紋岩である。工程Ａの存在

からみて、搬入時の形態は原石であった可能性が高い。新潟県内の海岸部では、前期前葉から

中期前葉に至る間において、こうした形での石材搬入行為によって石斧製作を行なう遺跡が点

在している。しかし前期終末～中期初頭の事例は従来確認されておらず、石斧製作の連続’性を

示す新たな知見をもたらした。前述のように、本遺跡の石斧製作手法は、鼓打技法と擦切技法

からなる。後者は小型石斧に限定され、前期後葉の伝統が受け継がれている。一般に擦切技法

によって製作された石斧の量は、前者に較べ数少ない。しかし、小型石斧との関連』性は極めて

高く、前期後葉～中期初頭の県内海岸部を特徴づける重要な要素と考える必要がある。

（３）Ⅲ群石器

決状耳飾り２点。垂飾２点。玉斧２点からなる。

Ａ個別用具について

ａ映状耳飾（第52図１６２．１６３）

１６２は茶褐色をなした滑石を石材とする。平面形はドーナツ状を呈し、最大径４cmほどと推

定される。切目の一部がかろうじて遣存しており、側面方向からの擦切分割がうかがえる。内

部には縦方向の整形痕が観察できる。前期前葉の特徴を備えた資料である。

中間部破片の163は、乳白色の滑石製。断面形は不整方形をなす。内面には孔穿時の回転痕

が鮮明に残される。柱穴状ピット８６から出土したもので、Ⅲ群土器が共伴した。

ｂ垂飾（第52図１６５．１６７）

１６７は「の」字状石製品の完形資料で、Ⅲ群土器Ｅ類（第３５図540）と共に出土した。使用

石材は、淡緑色の岩体に黒色粒子が入り混じった美麗な蛇紋岩である（本章扉写真)。本例の

特徴は、環の形状がドーナツ状を呈し、尾部が丸味を帯びること、中央孔の穿孔痕が帯状にめ

ぐることにある。現在この種の垂飾は全国で20例確認されているが［長野県立歴史館2001]、

３要素を備えた資料は、至近距離の天神遺跡出土品（第52図166）のみである。ともに「の」
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字面側の整形が入念な点は、表裏の意識を示唆する意味で留意すべきである。

１６５は滑石製。縁辺が丸味を帯びた肉厚な資料で、中心から外れた箇所に孔をもつ。入念な

研磨が行なわれるが、孔の位置からみて決状耳飾りの未製品の可能性がある。

ｃ玉斧（第52図１６９．１７０）

別名「有孔石斧」である。基部破片の１６９と、これを失う１７０が出土した。ともに石材は蛇

岩。１７０は基部付近の孔が部分的に残存しており、全長は12.5cmほどと推定される。一側面に

は製作時の擦切痕が観察できる。

ｄ棒状石製品（第52図168）

蛇紋岩製の小破片。一側縁の両面に擦切溝を有するが、分割面は研磨によって除去される。

一方がいくぶん広がる形状をもち、「棒状垂飾」の一部をなす可能性も指摘できる。

ｅ装身具製作資料（第52図171～183）

敵打工程（１７２．１８０）２点、研磨工程（１７１．１７３～177.181～183）１０点、穿孔工程（１７８．

179）２点からなる。石材は、蛇紋岩（162～168.170)、碧玉（161）、ヒスイ（170～172)。

178は一面が平滑に研磨され、その中央に穿孔を試みたもの。この他、側面や背面に穿孔を

意図した３箇所の敵打痕をもつ。１７３～177は、小形円喋や剥片に研磨が加えられ、１７９と同

類の垂飾未製品と考えられる。形状・サイズが１６７に近似する１７１は、本遺跡内での「の」字

状石製品の製作を示唆する点で注目の一例である。

ヒスイ資料は何れも西側斜面のＩ．Ⅱ層から出土した。しかし、古墳時代前期の玉造遺跡は

頚城以北で未だ確認されておらず、１８１の類品が柏崎市大宮遺跡（諸磯ｂ式期）で出土した点

も勘案し、縄文時代前期終末～中期初頭の所産と考えた。１８３は喋面、１８２は剥離面、１８１は

角柱状の節理面に研磨が行なわれる。研磨の程度は微弱である。

ＢⅢ群石器の位置づけ

本遺跡から出土したⅢ群石器は、製作工程資料を合わせると２０点を数え、新潟県内海岸部

の前・中期遺跡としては多出例に該当する。出土資料の中には、前期前葉に遡る決状耳飾１点

が存在するが、他の多くはⅢ群土器に伴うものと考えられる。

前期終末～中期初頭に属することが確実な製品は、決状耳飾・「の」字状石製品・玉斧の３

種である。これに加えて168が棒状垂飾であるとすれば、「倉輪・松原型装身具セット」を完

備する稀な事例となる［川崎1996]・

本遺跡で製作された装身具の実態は定かでない。ただし、形態的に類似した「の」字状石製

品が角田山麓に限定される現状や、その素材となりうる研磨操が１点ながら存在する事実は示

唆的である。ヒスイ資料は研磨の度合いが極めて低く、他の未製品とは一線を画しうる。完成

品の存在を想定しにくい資料であり、技術的な制約の中での試行品と見るべきであろう。
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（４）黒曜石（第53図）

原石１点・石核35点・剥片343点が出士した。これらの分布は調査区の全域に及ぶ。密度の

上では西側斜面に中心をもつが、東尾根のテラス遺構（古墳時代前期）にも分布する点が特徴

的である。関連して注意されるのは、古墳時代の土器胎士中に黒曜石状のガラス質岩石粒子を

含む個体が存在することである（P128参照)。遺跡内に散布する縄文時代の石核・剥片類を胎

土混入物として再利用したことが上記のような分布を生じた要因とも考えられる。

角田山麓における黒曜石の利用上限は、現時点で前期終末に求められる。Ⅲ群土器に伴う可

能性が高い１７点の石鎌から求めた本遺跡での利用率は、５０％強と算出される。これを近隣の

同時期遺跡と比較した場合、相対的に低い数値に留まっている。

原産地については、１１点を対象とした分析結果が示されている［金山ほか'995]・内訳は、

長野県星ケ塔産が９点、同県和田峠・山形県月山・新潟県板山産が各１点である。同時に分析

された重稲場・大沢・豊原（前期終末～中期前葉）の３遺跡でも星ケ塔産石材の多用が確認さ

れており、当地においては一般的な在り方をなしている。

１８４は剥片剥離初期の石核である。最大長4.6cmを測り、搬入時の原石サイズがうかがえる

資料である。剥離は二方向からなされており、作業の進行につれて頻繁な打面転移が行なわれ

る（１８５～188)。189～192は石核の最終的な姿で、両極打法が用いられる。

第53図右下は、完形剥片181点の長・幅分布を示したもので、剥片サイズを機械的に５区分

した。１９３～１９５はＬＬ～Ｌ、１９６．１９７はＭ、１０８～201はＳサイズにあたる。石鎌素材に適

した大きさは、ＬおよびＭの大型剥片である。サイズの構成と黒曜石利用率の間にはある程度

の相関が見られ、本遺跡ではサイズにおいても下位に位置することが特徴である。

（５）搬入操

発掘区から出土した搬入喋の中で、遠隔地産石材と断定できる資料は花商岩である。その量

は、自然操で1５８１９（４点)、操石器（喋石錘と磨石・鼓石類）の素材で7３７９（４点）を記

録する。角田山麓の同時期集落では、新谷遺跡（前期前葉）で多量の花闇岩が持ち込まれてお

り、操石器に占める割合は喫石錘（総数404点）で５％、磨石・敵石類（総数572点）で4.5％、

石皿（総数１４７点）で９％に達する。一方、豊原遺跡では中期初頭層準から小円操２点、大沢

遺跡Ａ地区（中期前葉主体）では握り拳大の被熱喋１点を確認したにとどまる。本遺跡の在り

は、後二者と近似した状況を示しており、石材調達活動の時間的変化がうかがえる。

花闇岩の本来的な搬入目的としては、土器の胎土に混入する鉱物の入手を意図した可能性が

高く、操石器への利用は、これに伴う副次的な行為と考えられる。本遺跡出土の花闇岩には顕

著な被熱痕をもつ大型自然操が存在する。関連要素として理解することもできるであろう。
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9３

石器・土製品観察表－１

Ｎ○ 種別 出土区 石材 長（c､） 幅（c､） 厚（c､） 重量（９） 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６

石槍

〃

石鑑

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

石鑑未製品

〃

石錐

″
″

喫形石器

″
″
″
″
″

石匙

″
″
″
″
″

スクレイパー

″
″
″

喋石錘

″
″
″

〃＋磨石・敵石類Ⅳ類

〃

〃＋磨石・敵石類Ⅱ類

〃＋磨石・敵石類Ⅳ類

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

〃＋磨石・敵石類Ⅱ類

″
″
″
″

①
④
③
③
②
④
④
④
④
②
①
①
④
②
④
②
④
３

③
②
③
②
④
④
②
②
③
③
②
②
③
③
④
①
②
②
②
①
④
①
①
③
①
④
④

ｊ
ｊ
ｔ
ｕ
ｌ
ｑ
ｈ
ｆ
ｇ
ｔ
ｌ
ｌ
ｋ
ｎ
ｙ
ｅ
ｊ
Ｃ
ｅ
ｋ
ｂ
ｅ
Ｏ
ｈ
ｒ
ｑ
ｐ
ｕ
ｌ
ｐ
ｐ
Ｖ
ｔ
ｐ
ｑ
ｔ
ｕ
ｐ
ｙ
ｎ
ｐ
Ｖ
ｔ
ｔ
ｔ
Ｓ
ｕ
ｙ

ヤ
ヅ
ｗ
明
イ
℃
・
訓
・
訓
明
イ
証
ヤ
セ
セ
刊
琶
刊
明
。
｜
・
・
・
｜
『
｜
・
ｌ
Ｅ
ｌ
。
。
｜
’
。
｜
・
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
。
｜
｜
｜
｜
｜
｜
・
・
・
『
｜
｜
・
’
｜
｜
・
’
。
。
｜
｜
’

３
３
４
４
４
４
３
４
３
１
４
４
３
３
４

理
４
２
８
理
３
４
３
迎
召
型
一
巡
２
理
４
忽
８
２
５
連
４
３
姓
２
３
巡
迎
丑
迎
３
２
２
２
８
３
理
３
３
３
８
３
５
３
２
３
２
３
３

Ｅ
Ｃ
Ｄ
不
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
不
Ｄ
Ｃ
Ｇ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
不
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

一
一
一
一

珪質頁岩

頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

石
石
岩
石
石
岩
石
石
岩

曜
曜
紋
曜
曜
山
曜
曜

黒
黒
流
黒
黒
安
黒
黒
泥
珪質流紋

メノウ

黒曜石

珪質流紋岩

石
石
石
岩
英
岩

曜
曜
曜
紋
石
紋

黒
黒
黒
流
鉄
流
珪質流紋岩

石
石
岩
石
石
石
石
石

曜
曜
紋
曜
曜
曜
曜
曜

黒
黒
流
黒
黒
黒
黒
黒
チャート

珪質頁岩

凝灰岩

安山岩

珪質頁岩

石
英
岩
石
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

曜
石
曜
曜
山
山
山
山
紋
問
山
山
灰
山
山
山
紋
山
山
山
山
山
樹
山
山
山
山

黒
鉄
頁
黒
頁
黒
安
安
安
安
流
花
安
安
凝
安
安
安
流
安
安
安
安
喋
安
花
安
安
安
安

＋
＋
＋
＋

３
１
４
２
８
０
０
０
３
６
８
２
７
９
９
０
４
０
４
１
２
６
４
８
８
７
２
５
９
６
８
０
２
６
１
２
９
６
３
１
７
９
４
７
３
４
８
９
４
８
５
１
３
５
３
１
３
５
６
７
０
３
７
６
２
３
５

●
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
巳
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
①
●
●
弓
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●

９
８
３
３
１
２
２
２
２
１
１
２
４
２
２
３
２
２
３
２
２
２
３
２
１
１
３
１
１
１
１
２
２
５
７
５
３
２
２
３
５
４
３
３
２
４
１
９
１
２
９
０
２
０
１
０
０
０
８
２
３
２
７
８
９
９
０

１
１
１
１

１
１

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

１

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

０
３
８
６
３
２
５
７
８
４
５
９
５
７
９
７
６
６
０
４
７
４
０
５
７
８
４
１
２
３
７
６
３
６
６
３
１
３
２
３
８
１
７
９
４
９
８
９
３
９
０
３
１
８
２
５
１
４
６
５
１
０
５
４
５
４
９

●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
①
ａ
●
●
●
●
由
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
旬
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巳
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●

３
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
２
１
０
０
１
１
１
１
１
１
２
２
２
４
５
４
２
２
４
３
２
０
０
１
８
１
０
７
０
０
９
９
９
８
８
０
８
９
９
９
８
８
７
８
８

１
１
１

１
１

１
１

１

５
０
４
５
３
３
４
５
３
３
４
５
４
３
４
３
４
２
６
４
４
６
７
６
４
５
４
４
５
２
４
３
５
５
９
２
９
７
３
８
３
１
２
４
４
３
７
６
３
０
５
５
０
４
２
４
８
５
７
９
３
３
５
７
９
９
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
合
●
●
①
●
●
ゆ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
の
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●

１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
１
１
６
３
３
４
４
３
３
４
３
３
３
３
３
２
３
３
１
２
２
３
２
３
２
３

＋
十
＋
十
＋
十
＋
＋
＋
＋
＋
十
十
十
＋

７
６
９
４
４
４
８
１
５
５
６
４
２
２
８
９
０
５
４
７
０
３
０
１
３
７
５
５
４
４
４
１
４
３
８
４
８
２
３
７
２
４
２
３
３
３
５
３
３
６
２
１
５
１
３
６
５
３
０
８
３
０
０
７
３
０
９

①
●
●
●
①
ゆ
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
ｅ
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
句
●
○
。
●
●

６
０
１
１
０
０
０
１
０
０
０
１
１
１
１
０
１
０
１
０
１
３
４
２
０
０
１
０
１
０
１
１
３
９
２
３
５
９
１
７
３
７
９
８
０
３
４
９
３
８
４
１
２
３
９
７
５
０
３
３
２
０
９
０
１
０
１

３
２
１
２
１
２
１
２
９
０
２
４
６
４
４
６
６
４
７
５
０
７
５
６
２
８
５
８
２
４
９

２
６
０
８
６
６
５
５
４
５
５
５
４
４
５
４
３
４
３
３
２
３
３
３

１

１

サイズＡ、挟部加工Ｉａ

ａ
ａ
ａ
、
、
ａ

▽
１
１
１
１
１

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｃ ｌ ｌ ａ

〃Ｉａ

〃 Ⅲ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
。
，
．
、

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

″
″
″
″
″
″
″

Ｃ３１ｂ

〃Ｉａ

〃Ⅱｂ

Ｃ２１ａ

〃Ⅱｂ

〃 Ｉ Ｃ

〃ＩＣ

〃Ｉｂ
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石器・土製品観察表－２

ＮＯ 種別 出土区 石材 長（cⅢ） 幅（c､） 厚（c､） 重量（９） 備考

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

喋石錘

″
″
″
″

〃＋磨石・敵石類Ⅶ類

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

喋石錘製作剥片

″
″
″
″
″
″
″
″
″

″
″
″
″
″
″
″
″
″

磨石・鼓石類Ｉ類

類
類
類
類
類
類
類
類
類
類
類
類
類
類

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅵ
Ⅶ
Ｖ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅷ

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

〃 Ｖ類十砥石

〃 Ｖ類

〃 Ⅲ類

〃 Ⅷ類

〃 Ⅷ類

石皿

″
″

磨製石斧‘

″
″

〃＋議石

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

①
④
④
②
①
①
③
②
③
①
④
①
②
④
③
②
③
④
①
③
④
③
①
②
①
④
①
②
②
①
②
③
勘
③
④
③
㈱
③
④
③
②
④
④
③
②
④
③
②
②
③

イ
Ｕ
ヅ
モ
刊
対
毛
七
・
つ
ｐ
ｗ
ｗ
Ｓ
Ｅ
℃
Ｓ
Ｓ
ｋ
北
北
イ
刈
北
化
ｓ
ｕ
℃
・
訓
℃
ｕ
ｑ
ｙ
Ｓ
ヤ
、
ｄ
⑩
．
』
理
ｗ
ｈ
ｇ
ｍ
Ｔ
・
刊
毛
ａ
ｕ
ｌ
毛
・
Ｊ
ｍ
℃
北
ｏ
北
イ
・
利
℃
北
・
刊
刈
・
訓
ｘ
冠

明
４
３
３
乱
２
型
Ｂ
型
２
８
２
２
２
３
２
２
２
型
２
３
２
８
２
２
２
忽
Ｂ
型
８
Ｊ
８
８
３
４
２
４
２
５
－
８
忽
型
２
３
型
２
理
８
８
５
巡
迎
４
忽
２
２
２
型
８
３
３
８
２
迎
召
迎

不
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｇ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

山
山
山
紋
紋
山
紋
山
山
紋
山
紋
板

安
安
安
流
流
玲
安
流
安
安
砂
流
安
流
粘

山
石
山
石

武
武

玄
玄

粒
粒

粗
粗

山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
紋
山
灰

安
安
安
安
安
安
安
安
安
安
泥
安
安
安
安
流
安
凝
泥
滑石片岩

細粒砂岩

山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

山
山
山
山
紋
山
山
山
山
山
山

安
安
安
安
流
安
安
安
安
安
安
細粒砂岩

細粒砂岩

山
石
〕
石
山
石
山
石

紋
紋
紋
紋

蛇
流
蛇
蛇
細粒砂岩

岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

山
閃
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋

安
角
流
流
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

４
１
６
９
０
６
２
５
５
５
３
８
４
１
８
５
９
９
９
０
６
８
６
３
１
２
１
６
９
０
１
８
０
２
５
８
７
６
６
５
０
９
０
１
９
８
６
０
７
０
８
７
３
１
３
５
７
７
８
３
１
１
２
８
９
０
５

●
●
●
●
●
●
⑦
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
缶
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
Ｏ
Ｇ
●
■
●
●
●
□
●
●
□
■
。
●
●
●
■
●
。
●
●
●
●
骨
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■

９
９
８
９
７
８
８
７
８
７
６
５
６
７
６
０
２
１
２
３
３
２
２
２
２
２
５
６
７
７
０
０
１
１
７
８
５
７
９
９
９
０
０
８
１
１
３
８
２
２
４
６
８
４
８
８
３
３
９
５
６
７
３
８
５
４
４

＋
＋
＋
＋
＋
＋

５
２
０
７
２
４
３
８
４
９
６
５
７
９
５
０
１
１
５
２
２
２
３
８
０
５
１
９
９
０
６
４
２
３
１
６
３
４
７
７
１
２
８
２
５
６
０
５
２
４
３
４
１
３
０
２
２
２
１
４
０
７
５
２
４
３
０

●
●
●
●
⑤
■
●
申
■
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
■
巳

８
７
９
８
７
６
６
６
７
６
５
４
５
５
３
９
２
２
２
４
３
４
３
２
３
２
０
４
７
６
７
７
０
９
２
２
５
９
７
６
６
８
７
７
７
６
０
０
２
５
３
４
５
３
５
４
５
４
５
４
４
４
３
４
２
２
２

１

１

１

１

２

＋
十
＋
＋
＋

６
７
２
０
７
１
４
３
１
３
７
３
１
１
４
９
６
６
０
０
８
９
９
６
５
６
１
０
９
８
１
５
９
３
７
０
０
４
２
０
９
６
９
７
４
４
０
８
２
１
５
３
８
９
３
３
９
９
６
２
８
６
５
５
９
０
８

●
●
●
●
。
色
●
●
●
●
■
■
●
■
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
■
岳
■
●
●
●
●
●
ｄ
■
●
●
●
●

２
２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
１
３
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
６
４
３
５
５
４
３
４
１
２
２
４
６
６
３
５
４
５
５
３
５
４
６
３
２
２
２
１
２
２
１
１
２
２
１
２
１
１
０
１
０

＋
＋
十
十
＋
＋
十
十
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

６
１
１
３
３
３
７
６
２
２
４
６
２
６
３
３
３
９
９
０
９
３
０
７
３
９
８
０
２
６
３
５
６
５
０
４
３
０
１
３
１
４
５
２
７
０
６
６
０
９
３
１
３
２
３
６
１
３
６
８
１
６
０
３
５
６
８

●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
①
■
●
●
●
ｇ
■
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｐ
ｇ
●
●
●
●
●
ｄ
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
■
●
●
●

０
５
７
０
３
８
９
９
３
１
５
７
２
９
４
３
３
１
４
２
８
１
７
３
２
２
５
６
１
７
６
４
６
５
１
０
４
２
１
６
９
３
６
０
４
９
９
４
０
４
１
６
６
８
６
７
６
２
６
９
０
５
０
４
３
８
９

６
８
４
７
８
８
７
５
８
８
２
５
１
２
５
１
１
１
５
８
６
３
３
９
５
８
４
６
６
３
８
１
０
９
２
７
２
１
７
３
３
８
６
８
５
３
６
３
６
３
５
５
７
３
２
９
２
１

３
２
２
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
６
４
１
３
３
５
５
６
６
０
６
５
３
４
５
４
５
３
０
４
５
２
１
１
１
１
１

１

１

４

サイズＣ２，挟部加工Ｉａ

〃 Ｉｂ

〃 Ｉｂ

〃 Ⅲ

Ｄ Ｉｂ

〃 Ｉａ

〃 Ⅱｂ

〃 片側無ｶﾛｴ

〃 挟部ｶｌ１工Ⅱｂ

〃 Ｉａ

〃 Ｉａ

〃 Ｉａ

〃 Ｉａ

〃 Ｉａ

〃 ＩＣ

Ｂ Ｉａ

８３と接合

被 空丸

背面凹２

被熱

欠損面敵打
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石器・土製品観察表－３

Ｎ○ 種別 出土区 石材 長（c､） 幅（c､） 厚（c､） 重量（９） 備考

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２

１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４

１５５

１５６

１５７

１５８

１５９

１６０

１６１

１６２

１６３

１６４

１６５

１６６

１６７

１６８

１６９

１７０

１７１

１７２

１７３

１７４

１７５

１７６

１７７

１７８

１７９

１８０

１８１

１８２

１８３

１８４

１８５

１８６

１８７

１８８

１８９

１９０

１９１

１９２

１９３

１９４

１９５

１９６

１９７

１９８

１９９

２００

２０１

磨製石斧

〃

磨製石斧製作工程資料

砥石

″
″
″
″
″
″
″
″

映状耳飾

〃

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

土製決状耳飾

円形垂飾

｢の」字状垂飾

〃

棒状石製品

玉斧

〃

装身具製作工程資料

石核

″
″
″
″
″
″
″
″

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

剥片：サイズＬ Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

″
″
″
″
″
″
″
″

Ｅ－３‐ｒ①

Ｄ－３‐ｊ②

Ｅ－３‐ｒ②

Ｄ－２－ｗ②

Ｃ－２‐ｔ②

Ｄ－３－ｋ②

Ｃ‐２‐ｏ

Ｃ‐３－ｔ

F-3-u①

Ｃ‐３‐ｉ

Ｄ－２－ｕ③

Ｄ－３‐ｔ①

Ｄ－３－ｃ①

Ｄ‐５‐ａ

③
③
③

ｍ
ｙ
ａ

４
２
５

幸
一
一

，
Ｄ
Ｅ

Ｃ‐２‐ｌほか

廻
過
唖
廻
過
過
廻
＠
画
③
那
心
唖

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
卜
一
一

４
姓
８
３
到
巡
型
召
巡
８
シ
乱
Ｚ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ピ
Ｄ
Ｄ
天神遺跡

①
③
②
④
①
③
③
②
②

〕
Ｖ
ｆ
ｋ
ｒ
ｊ
ｐ
ｆ
ｑ

一
一
一
一
一
一
一
一
一

３
３
４
４
２
３
２
４
３

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｄ‐４‐ｒ

Ｄ－３‐ｔ④

Ｃ－４－ｈ④

Ｃ‐３‐ｏ

Ｃ－３－ｙ②

Ｃ－４－ｏ③

Ｃ‐５‐ｅ

Ｃ－４－ｏ①

Ｃ‐４‐ｅ

Ｆ‐２－ｍ

Ｅ－３－ｇ②

Ｄ－５－ａ①

不明

Ｄ－３－ｂ③

Ｄ‐５

Ｅ‐４‐１

Ｄ－４‐ｉ③

Ｅ－３－ｙ②

Ｅ‐２‐ｘ

③
①
②
②
③
②
②

ｐ
ｗ
ｔ
ｙ
ｈ
ｑ
ｉ

Ｃ
一
一
一
一
一
一

３
４
２
４
４
４
３

－
一
』
一
一
一
己

Ｅ
Ｆ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
岩
岩
岩
岩

紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
山
紋
閃
紋
紋
紋
紋
紋
灰

蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
安
流
角
流
蛇
蛇
蛇
蛇
凝
粗粒砂岩

粗粒砂岩

粗粒砂岩

粗粒砂岩

粗粒砂岩

粗粒砂岩

粗粒砂岩

細粒砂岩

滑石

滑石

石
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
石
岩
岩
玉
岩
イ
イ
イ
イ
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
紋
ス
ス
ス
ス
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜

滑
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
蛇
滑
蛇
蛇
碧
蛇
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒

＋
＋
＋
＋
＋
十
＋
＋
＋
＋
＋
十

７
８
４
５
７
９
１
０
３
１
９
１
２
７
９
１
９
３
９
６
１
１
２
０
０
０
８
＋
７
３
４
０
２
５
１
４
７
６
２
９
９
９
５
５
３
７
１
０
２
３
９
０
９
２
７
７
６
９
６
５
０
７
０
８
８
９
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
印
●
●
●
■
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
４
０
７
８
７
６
５
８
７
１
０
７
９
８
９
５
８
８
４
５
８
７
３
０
８
８
４
２
２
２
４
３
１
１
１
３
５
３
３
３
２
４
３
２
３
５
４
２
４
３
４
２
２
２
２
１
１
４
２
３
２
２
１
１
１
１

●

１
１

１

１
１

３
１

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

３
１
２
３
５
６
４
９
６
７
７
３
９
６
０
４
６
６
７
０
２
１
３
７
５
２
２
３
０
９
４
５
１
８
８
０
０
０
７
４
６
７
７
９
８
８
１
５
４
１
５
８
４
２
０
９
９
２
２
２
０
９
７
３
１
２
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
■
●
●
●
ｅ
●
●
。
■
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
３
５
４
４
４
３
３
６
４
５
８
３
６
４
５
３
４
７
４
３
５
５
８
６
４
７
１
１
０
２
４
４
０
１
４
４
５
１
１
１
１
２
２
１
２
２
３
２
２
２
２
１
２
２
０
１
１
４
３
２
１
２
１
１
１
１

＋
０
１
５
８
３
２
８
５
０
６
１
９
０
９
７
９
０
１
０
４
０
３
９
３
９
１
３
９
１
０
９
３
３
５
４
８
９
６
３
４
８
５
５
２
４
８
７
２
８
１
１
８
７
６
０
６
９
０
２
８
８
９
６
４
３
５
２

●
●
①
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
巳
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
２
２
２
２
１
３
２
１
３
２
２
１
１
２
１
１
５
１
２
１
１
３
２
３
１
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
２
０
１
１
２
０
４
３
１
１
１
１
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
十

４
７
５
４
８
９
２
３
５
７
３
０
５
７
５
８
４
２
９
３
９
４
９
３
１
８
０
６
７
９
５
８
８
７
７
８
６
０
５
６
８
３
５
３
２
３
７
４
５
０
１
６
１
２
８
２
９
８
４
６
０
３
１
４
４
９
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
ゆ
●
●
●
●
申
●
●
●
●
●
●
■
①
●
●
●
。
●
。
●
●
●
●
●
●
■
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●

０
９
３
７
８
８
４
９
１
４
１
２
２
２
４
７
３
２
６
５
５
１
４
６
１
６
７
６
４
１
３
７
４
０
０
８
０
６
２
３
８
３
９
１
２
６
１
９
５
５
９
４
５
６
５
１
２
１
３
５
５
２
３
０
０
０
０

２
１
１
４
１
３
４
８
１
７
７
７
８
１
０
５
３
７
５
２
４
６
６
８
４
９
８
１
６
２
６
３
２
３
３
３
１
１
２

２
１
１
１
１
２
２
２
１
１
８
３
１

剥片素材

剥片素材

剥片素材

被 熱



Ⅲ 結語

縄文時代の南赤坂遺跡は、西側緩斜面の西半と東側尾根の先端部が既に削平をうけていた。

今回の発掘調査で対象となった範囲は、遺跡推定面積のほぼ半分にあたる。

遺跡の形成は前期初頭に遡る。関東編年と対比すれば花積下層式期に出現し、ニツ木式期の

前半に最初の利用ピークが訪れる。この時期の石器組成は明らかでないが、搬入品の可能性が

指摘できる石槍・石匙の存在や決状耳飾を伴う点から考え、一通りの用具を備えた小規模集落

をなしたと考えられる。しかし近隣の布目遺跡に較べ土器量は極めて僅少で、利用季節や目的

が限定された一時的な居住地であった可能性が高い。角田山麓では、前期前葉の遺物多出遺跡

が各段階１箇所に限定される現象が知られている（第３図左下)。本遺跡の状況は従来の見方

と合致するもので、当時の空間利用の在り方を考える上での一資料を提供したと言える。

若干の空白期間をおいた後、前期後葉の諸磯ａ～ｂ式期に至ると本遺跡は再び活動の場とし

て利用される。ただしこの段階の士器量は前期前葉を下回り、組成としても不完全である。土

器構成としては、格子目文土器［寺崎１９９１］やこれとセット関係にある平行沈線文士器に偏

在するという特異な内容をもつ。これをいかに解釈するかは今後の課題である。

南赤坂遺跡が最盛期を迎えるのは前期終末～中期初頭である。土器の個体量は53Oあまりに

のぼり、石器群も多彩な器種から構成される。遺跡内では剥片石器類や喋石錘、磨製石斧や装

身具の製作が盛んに行なわれている。中でも西頚城産石材を入手しての後二者の製作が特筆で

きる。とりわけ、全国的にも数少ない「の」字状石製品の出土や、「倉輪・松原型装身具セット」

の保有にみられるⅢ群石器の充実は注目に値する。

生活拠点としての性格を物語る上記のような特徴に対し、住居の実態は甚だ不鮮明で、西側

斜面から掘立柱建物１棟と柱穴状ピットを見いだしたにとどまった。後者の全体分布は環状な

いしは馬蹄形をなしたことも予想され、平地住居や掘立柱建物だけで集落が構成されていた可

能性がある。新潟県内の前期終末～中期初頭集落では、住居構造や配列に基づき４類型の存在

が指摘されている［石坂1999]。しかし、拠点的な性格をもった集落の中に竪穴住居が欠落す

るケースは知られておらず、上記のような所見が妥当であるとすれば新たな集落タイプと位置

づけられることになる。なお、竪穴住居や炉が確認できなかった点からすれば、季節的な居住

地の可能性も考慮の対象となる。ちなみに現時点では、本遺跡の前期終末土器群と同一様相を

認める資料を新潟平野周辺で見いだすことはできず、その可能性については否定的である。

本時期土器群における変遷の在り方は既述のとおりである。その中で前期最終末段階での土

器出土量の減少化を指摘した。角田山麓の前期終末遺跡では、形成期間がｌ～２型式に限定さ

れる重稲場遺跡群や１期資料の減少を認める豊原遺跡が存在する。こうした流動的な状況は、
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この時期の評価につながる重要な特徴となる。

土器群にみられる特定遺跡への偏在や遺跡間変異の大きさも重視されるところである。中で

も２期の主体を占めるＡ3類は、本遺跡を除けば微々たる存在にすぎず、極めて特異な資料と

位置づけられる。これに似た現象は中期前葉の豊原Ⅵ群３類土器にもみることができ、集落レ

レベルで具現化した強い集団表象と解釈される［前山１９９１]・程度の差はあるものの、４期土

器群における大沢・南赤坂・豊原の様相差も同様の在り方と言える。こうした現象は、土器だ

けにとどまらず、黒曜石の利用率に認める大きな格差、中期前葉集落における石鎌・砥石出現

率の異なり［前山１９９６］にも表れている。その要因が何れにあるかは不明であるが、角田山

麓縄文時代遺跡群において、この時期にのみ認める注目すべき動きである。

前期終末～中期初頭集落の営みを支えた生業活動の実態については、食料残湾が遣存してお

らずＩ群石器からの類推が手がかりとなる。本遺跡におけるＩ群の構成は、喋石錘51％、磨石・

敵石類４１％、石嫉８％である。前述のとおり、本遺跡の喋石錘は主として漁網錘と考えられ

るので、眼前の沼地で淡水魚漁に使用されたものであろう。堅果類などの打割・製粉具とみら

れる磨石・敵石類は、耐久‘性に優れ、使用時の必要点数も少ない用具である。したがって、実

際の貢献度は見かけ以上に高かったはずで、南赤坂では植物採集主、漁携従の関係にあったと

推測される。ただしこれらは利用季節を異にした可能性が高いので、季節ごとの活動内容を考

慮に入れた上での検討が必要となる。

近隣の豊原・干納遺跡において食料残置から推定された生業活動の在り方（第３図）は、所

属時期が重なるだけに大いに参考となる。２遺跡の生業暦から読み取ることができる特徴は、

食料資源が乏しい夏場を中心に水辺資源の活発利用がなされる点である。南赤坂の石器組成は

２遺跡と類似する。利用食料や年間スケジュールの点でもよく似た内容であったと考えられ、

日本海が活動圏内に含まれていたことも確実であろう。なお、至近距離に位置する中田割遺跡

（中期初頭～後期前葉）では、シジミが出土したとの情報があり、本遺跡においても貝類の採

集が行なわれていた可能性がある。

南赤坂が集落としての機能を保つのは中期初頭までである。Ⅲ群土器の４期は、中期初頭の

中でも最古段階にあたり、これに後続する型式を全く含まない。したがって、本遺跡の廃絶は

４期土器型式の存続期間内に求められることになる。角田山麓において、この時期出現する集

落としては、中田割と松郷屋の２遺跡があげられる。ともに台地低域部に立地し、角田山麓の

中では奥部に位置する点が特徴である。しかし本遺跡との距離は、前者が300ｍたらず、後者

も１ｋmを測るにすぎない。仮にこれらが廃絶後の移動先であったとすれば、転居要因を経済的

な側面から説明することは困難と言わざるをえない。何れにしても、前期終末～中期初頭社会

に備わる流動的な一面をのぞかせるこの時期ならではの現象と考えたい。
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西側小テラスにおける続縄文土器と土師器の出土状態

（第７７図１１０．第93図３１）



●形成時期

●遣構

●土師器

●北方系土器

古墳時代の概要

古墳時代前期を中心とする

(新潟シンポ編年８期・９期主体）

竪穴住居杜：２軒（９期）

テラス遺構宮８期主体の特殊施設

遺構単位で組成把握

西側小テラス・上段テラス下土坑群：８期

１号住居吐・４号住居吐：９期

続縄文土器・折衷土器など

(テラス遺構・１号住居社で８期～９期の土師器が共伴）

●管玉製品２点・製作工程資料･多数

（上段テラス下土坑群・下段テラス主体）

●打製石器８期～９期に属するスクレイパーなど

（下段テラス・１号住居吐主体）

●生業関連資料炭化物：クルミ・ヒシ・モモ

籾圧痕土器

●遺跡の性格形成期間が限定された小規模集落

北方民との直接接触を示す特殊な遺跡

北方系土器(右は推定復元）



Ｉ遣 構

西側斜面から竪穴住居吐２．小ピット３３．畝状遺構ｌ、東側尾根からテラス遺構・土坑群・

木炭集中域を確認した。小ピットの一部で古代に下降するものが含まれる可能性があるほかは

古墳時代前期を中心とする遺構と考えられる。

１西側緩斜面の遺構

Ａ１号住居吐（第54図．５５図）

緩斜面東部の１１ｍ～10.5ｍ域に位置する。傾斜地に構築されるため、低域南西部の在り方

に不明瞭な部分を認めるが、これを除けば住居構造が把握できる良好な遺構である。南北ライ

ンでみた土層堆積は、Ｉ層が厚く全体を覆い、Ⅱ層は北壁へ向かうにつれて層厚を増していく。

床面の掘込深度は、高域部で50cm近くにおよぶ。平面プランは方形で、南北5.6ｍ・東西5.0

ｍの規模をもつ。壁に接して深さ５～10cmの周溝が全域をめぐり、床面上には白色粘土が５

cm程度の厚さをもって全面に貼られていた。

住居吐内には中央に最大幅24cmの地床炉を設け、その四囲に一辺2.2～2.0ｍ間隔で柱穴が配

される。柱穴の掘込幅は最大30cm、深度は50cm前後を測る。付帯施設としては、最大幅1.5ｍ・

深さ６０cmの円錐形土坑、安山岩の円喫を使用した重さ4.45kgの固定砥石（第55図上)、４０cm×

３０cm範囲に「．」の字状に分布する木炭集中域が確認された。

このうち土坑・地床炉・固定砥石・木炭集中域が中央付近の北西・南東ラインでほぼ一直線

に並んでおり、これによって２つの空間に分けることが可能である。床面付近出土の完形もし

くは準完形土器が東・西の２コーナーに偏る点も関連した特徴と言える。

Ｂ４号住居吐（第56図上）

１号住居の西3.8ｍに位置する。保存状態は良好でなく、周溝を伴う北壁・東壁と複数の柱

穴状ピットが遣存するのみである。炉吐は確認できなかった。平面プランは方形をなすが、北

西・南東コーナーが残っておらず、北面で5.1ｍ以上、東面で5.4ｍ以上の規模がうかがえる程

度である。壁高は最大24cm、周溝深度は北面で８ｃｍ・東面で５cmを測る。本住居の主柱穴と

考えられるのは、ピット２．３．９．１０である。いずれも壁ぎわに位置し、２軒分が重複す

る可能性が高い。これに対応する南部の柱穴は明確でない。

Ｃ畝状遺構（第56図下）

西側斜面高域の斜度２０％前後の傾斜地に位置する。幅10cm～20ｃｍ・深さ８cm～20cmの溝４

本が20cm～40cm間隔で等高線に沿って掘り込まれるものである。掘込長は低域ほど長く、3.6ｍ

～１ｍを測る。形状の類似性から畝状遺構と呼称したが、具体的な性格は明らかでなく、所属

時期の詳細も不明である。
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1号住居杜全景

(高域から撮影）

地 床炉 円錐形土坑

第55図１号住居社の内部構造
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東コーナーの遺物
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第56図４号住居杜と畝状遺構



２東側尾根の遺構

（１）テラス遺構

東側尾根の１７ｍ～15ｍ域を削平し、計３面の平坦地を造成した遺構である。西側の住居ゾ

ーンとの比高は５ｍ前後を測る。三方の眺望が良好であるが、反面遮蔽物を欠くところから強

風下に置かれる場合が多く、季節風の直接的な影響を受けやすい立地でもある。

Ａ下段テラス（第５７図～63図）

南北8.8ｍ・東西9.2ｍを測る。全体面積70㎡あまりを有する最大規模のテラスである。尾根

の高域側が直線的に削平されるため、平面形は半楕円を呈する。上段テラスとの比高は80ｃｍ

程度を有し、北側ライン～北西コーナーには竪穴住居の壁に類した削平面がめぐる。

東西・南北ラインの層序を第５９図に示す。上記の環境条件に由来してテラス面の堆積土は

総じて薄く、基盤（Ⅳ層）までの層厚は30～40cmを認めるのみである。確認層位は、Ｉ層：

暗褐色腐植士、Ⅱ層：暗黄褐色士、Ⅲ層：赤褐色粘質士、Ⅳa層：灰褐色粘土、Ⅳb層：灰褐色

砂層で、Ｉ層．Ⅱ層が古墳時代．Ⅲ層が縄文時代の遺物包含層にあたる。Ⅲ層の堆積は、テラ

ス造成時の削平を免れた縁辺斜面に限定される。Ⅳａ．Ⅳb層は分布域を異にしており、後述の

上段テラス構築面と下段テラスの東～南斜面に後者の堆積を認める。

本テラスの付属遺構としては、中央に４本柱からなる大小２つの建物プラン、その周囲に焼

士坑１基と土坑３基が確認された。

建物跡（第61図）大型プランはほぼ正方形を呈し、南北4.7ｍ～4.6ｍ・東西4.1ｍ～4.0ｍ

を測る。柱穴規模は東西で明確な異なりがあり、北西・南西は６６cm～６５cm、北東・南東は

lOOcm～98cmの深度をもつ。本地区が置かれる環境条件に関連した配慮であろう。内部の小型

プランは、東西2.8ｍ～3.0ｍ，南北3.0ｍ～3.2ｍ規模。平面形は不整方形をなし、構築軸にも

幾分ズレがある。掘込み深度は、４２cm～48cmと均一である。両者の先後関係は明らかでない。

士坑（第６２図）掘立柱建物の北東コーナーから南側ラインにかけてのテラス縁辺に分布

する。平面形は楕円や不整長方形を呈し、主軸は何れも南北方向にある。最大幅は2.1ｍ～１．３

ｍを測るが、最大深度は26cm～２２cmにとどまる。共伴遺物としては、４号上面から口縁部を

欠く小型壷（第79図85)、３号覆土から土器片・管玉製作剥片・微細炭化物片が確認された。

なお、４号底面に存在する小ピットについては、本土坑に伴うか否か不明である。以上の３基

は、平面形の上で墓壊に近似するものの、掘込深度の点でそれとは見なしがたく、異なる性格

を考えるべきであろう。

焼土坑１（第62図）基盤層への掘込深度１０cmたらずの皿状の土坑内に木炭片が充満する

ものである。最大長60cmで、平面形は不整円をなす。掘立柱建物北側ラインの中央から北１

ｍに位置しており、後述の上段テラス中心軸の延長部付近にあたる点が留意される。
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Ｂ上段テラス（第60図）

下段テラスの北１ｍあまりに位置する。テラスの形状は馬蹄形を呈し、幅4.7ｍ・奥行5.2ｍ

を測る。下段テラスとは主軸が若干異なるが、一端が直線をなして対時する点で密接な関係に

あることがうかがえる。本テラスは、Ⅱ層によって完全に埋積化されていた。

尾根の地形に起因し、壁面の形状には著しい差がある。高域寄りの奥壁では、壁高65cmに

達しオーバーハングするのに対し、低域に向かうにつれて比高を減じ、奥壁から3.8ｍ以南で

平坦地化する。テラス内には２つの楕円形士坑が掘り込まれており、これをとり囲むように柱

穴が規則性をもって分布していた。古墳時代の遺物は、覆土中からわずかな土師器片が出土し

たにとどまる。

士坑規模に若干の異なりはあるが、ともに４５cmほどの深さをもつ。埋積状態も類似して

おり、下部に木炭を多量に含む軟質士、上部に粘性に富んだⅡ層が堆積する。前者においては

焼土粒子の含有も僅かながら確認された。

本土坑については、形状や埋積状況からみて墓の可能性が高いため、最下部採取土壌の化学

分析と脂肪酸分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。その結果、リン酸成分に著しい

差は認められないものの、動物由来のステロールやアラキジン酸（C20)、ベヘン酸（C22)、

リグノセリン酸（Ｃ24）などの脂肪酸が検出され（第64図)、ともに遺体埋葬施設として利用

されていた可能性が示された。

建物跡奥壁直下から２号土坑南に接する間に東西５対の柱穴が概ね整然とした配列で確認

された。南北長は3.5ｍ、東西の柱穴間隔は奥部で1.45ｍ・前面で3.3ｍを測る。

柱穴列の内部には、東側ラインに最大１０cmの小段が存在するほかは、何らの施設も確認で

きなかった。

Ｃ西側小テラス（第63図）

上段テラスの西１ｍあまりに位置する不整形なテラスである。構築レベルは１６ｍで、上段

テラスよりは50cm下位、下段テラスよりは60cm上位にあたる。東部の範囲が不明瞭であるが、

おおよその規模は、東西８ｍ・南北３ｍ前後である。

本テラスの北側ラインは直線をなし、下段テラスと同様に竪穴住居壁面に類した削平面をも

つ。壁高は最大20cm程度。これに沿って幅20cm～40ｃｍ・深さlOcmの溝が東西５ｍにわたり掘

り込まれていた。溝内には多量の木炭が含まれており、東端から1.6ｍの間に横転状態の雲２

個体と倒立状態の高杯・雲ｌ個体ずつが出土した。

焼士坑２テラス中ほどの縁辺部に位置する。平面形は円をなし、最大幅76ｃｍ・深さ１５ｃｍ

を測る。内部には木炭が充満すると共に、西側を除く外周が強い火熱によって２cm程度の厚さ

で著しく赤化していた。
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試料１上段テラス土坑１

埋積土最下部

士性埴壌土

土色オリーブ褐

腐食含量(％）１．０５

Ｐ205(ｍg/g）０．５６

（２）上段テラス下土坑群

上段テラスの東に隣接した不整形な土坑である。最大幅は南北方向で4.2ｍ、上段テラスと

の比高は坑底で1.1～0.9ｍを測る。４基程度の土坑が重複する可能性を考慮し上記の名称を用

いたが、溝状遺構と考え作業を進めたことから切合関係の確認を行なっておらず、こうした見

方が適切か否かは定かでない。

特筆されるのは、1300点あまりにのぼる管玉製作剥片が北端部の2.5×1.8ｍ範囲から集中し

て出土した点である。出土レベルは70cmの高低差があり、分布断面形はレンズ状を呈する。

土器片の出土状況も似た在り方を示しており、廃棄行為によって短期間に埋積化したものと考

えられる。南部に設けた土居観察面では、下部でラミナの形成が確認された。

なお、本土坑の掘削面は砂層であるが、中央軸付近に白色粘土の層脈が存在するところから

粘土の採掘を意図した可能性も考える必要があろう。

（３）木炭分布域

上記土坑の東に隣接し、最大80cm幅、南北2ｍ範囲の微細木炭分布域が確認された。包含レ

ベルはⅡ層内である。中央部での断面観察によれば、最大厚は20cmを測り、浅い溝状遺構の

中に堆積したものと考えられる。

第64図上段テラス土坑１．２における埋積土最下部の脂肪酸･ステロール組成
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３遺構の年代

以上のなかで共伴土器に基づき所属時期が特定できた遺構は、１号住居吐・４号住居吐・テ

ラス遺構・上段テラス下土坑群である。いずれも古墳時代前期に属しており、次章で述べる土

師器の時期区分に従えば、上段テラス下士坑群がⅡ期（以下括弧内は新潟シンポ編年：８期)、

テラス遺構がⅡ期～Ⅲ期（８期～９期)、２軒の住居杜がⅢ期（９期）にあたる。

このうちテラス遺構については、上段テラスの土坑１．２最下部出土の木炭と下段テラスお

よび西側小テラスの焼土坑１．２出土の木炭各１点を対象に、ＡＭＳ法に基づく放射性炭素年

代測定をパリノサーヴェイ株式会社に依頼した。結果は下記のとおりである。

試料樹種補正年代(BP）613C(%0）測定年代(BP）

上段ﾃﾗｽ土坑１ブナ属４６８０±４０-28.0±１．２４７３０±４０

上段ﾃﾗｽ士坑２ブナ属４７００±４０-30.9±１．３４７９０士４０

下段ﾃﾗｽ焼土坑１クリ１２１０±４０-26.3±１．１１２３０±４０

西側小ﾃﾗｽ焼土坑２ハンノキ属１８７０士４０-26.2±０．９１８９０±４０

以上の測定値は発掘調査時の状況に基づき予想された年代と著しく異なるもので、若干の所
見を試料ごとに述べる。

上段テラス土坑１．２上段テラスの覆土には、Ⅱ層が厚く堆積していた。土坑１．２の埋

士上部や周囲の柱穴内にもこれと同質の暗褐色～暗黄褐色士が覆い、Ⅲ層の堆積は認められな

かった（第65図中段右)。Ⅱ層は古墳時代、Ⅲ層は縄文時代遺物の主要包含層にあたる。上段

テラスにおける出土遺物の主体は尾根高域部から流入した縄文土器であるが、床面付近から土

師器や管玉製作剥片が少量ながら確認されている（第60図中央)。遺構にみられる整然とした

配列からも、２基の士坑だけが縄文時代に構築されたとは考えがたい。

下段テラス焼士坑１本遺構は上段テラス寄に位置し、下段テラスの中では厚い土層に覆わ

れていた。テラス面には今回の測定値に近い古代遺物が僅かに分布していたが、何れも表土か

らの出土である。焼士坑ｌは建物遺構の北側ライン中央に置かれており、この地点は上段テラ

スの長軸線延長部ともほぼ一致する。以上の位置関係からみて、両施設との有機的な関連性を
求めるのが妥当な見方である。

西側小テラス焼士坑２焼土坑１に較べやや大型で、強い加熱を長期にわたって受けたこと

がうかがえる遺構である。しかし、本遺跡においては弥生時代の遺構・遺物が一切確認されて

おらず、測定年代にそった遺構の解釈は困難と言わざるをえない。西側テラスでは、北側の削

平ライン下に帯状の木炭集中域が存在しており、それとの関連性を考えるべきである。ちなみ

に、焼土坑１．２の土壌水洗をつうじ古墳時代に属する管玉製作剥片各１点を確認している。

遺構の機能時期を推定する上での有力な資料として重視したい。

１１４



Ⅱ遣物

口端遣存資料集計にして435個体の土師器と１１個体の北方系土器、管玉およびその製作工程

資料1360点あまり、打製石器45点、砥石・鼓石各１点、少量の炭化種子などが出土した。

１土師器

大半は古墳時代前期に属するもので、他に後期の土器が少量出土している。遺構に伴う資料

としては､下段テラス･西側小テラス･上段テラス下土坑群・住居吐２軒から一定量の出土がある。

（１）器種分類（第６６．６７図）

高杯Ａ～Ｄの４種に大別した。杯部が内湾するもの（Ａ類)、杯部が直線的に伸び東海系

の系譜と考えられるもの（Ｂ類)、畿内系の柱状脚高杯（Ｃ類)、中実脚の高杯（Ｄ類）がある。

器台Ａ～Ｅの５種に大別した。Ａ類は結合器台。Ｂ類は小型器台のうち皿状の受部を有す

るものである。口縁端部の形態で面をもつもの（Ｂ１類）と丸く収まるもの（Ｂ２類）の２つ

に細分できる。Ｃ類は受部が有段のもの。また、Ｄ類は小型器台のうち受部が外反して伸びる

もの。Ｅ類は小型器台のうち受部が直線的に伸びるもの。

小型壷Ａ～Ｆの６種に大別する。二重口縁のもの（Ａ類)、球形の体部に比較的長い口縁

が直立気味に伸びるもの（Ｂ類)、広口で口縁が短めのもの（Ｃ類)、球形の体部に直線的に外

方に長く伸びる口縁をもつ長頚壷（Ｄ類)、いわゆる小型丸底壷（Ｅ類)、球形の体部に内湾す

る口縁部をもつもの（Ｆ類）がある。

鉢Ａ～Ｄの４種に大別した。Ａ類は有段の口縁部をもつものを一括し、５種に細別する。

Ａｌ類は内湾する体部に頚部で括れて大きく外反する長い口縁部が付くもの。Ａ２類は弥生時

代後期以来の有段口縁鉢の系譜を引くもの。Ａ３類はいわゆる有段口縁丸底鉢。Ａ４類はいわ

ゆる屈曲口縁鉢。Ａ５類は直線的に上方へ伸びる口縁部をもつものである。Ｂ類は片口の台付

鉢。Ｃ類は短頚鉢。非精製のもの（Ｃｌ類）と精製のもの（Ｃ２類）が認められる。Ｄ類は上

記以外のもので、浅い半球状や肩平な球形の体部をもつものを一括した。口縁部の形態などか

ら６種に細分した。体部に比して長めの口縁部が直線的に外方へ伸びるもの（Ｄ１類)、内湾す

る口縁部をもつもの（Ｄ２)、口縁端部がわずかに外反して収まるもの（Ｄ３類)、短い口縁部

をもつもの（Ｄ４類)、比較的長くて器壁の厚い口縁部が外反して伸びるもの（Ｄ５類)、「く」

字に外反する口縁部がつくもので、体部が比較的張り出し肩平なもの（Ｄ６類）がみられる。

壷Ａ～Ｇの７種に大別した。Ａ類は細口の壷で、上方に直線的に伸びる口縁部をもつもの

（Ａｌ類）と口縁部が外反しながら伸びるもの（Ａ２類）の２種に細分できる。Ｂ類は広口で「く」

字状もしくは「．」字状の口縁部をもつものを一括した。外方へ直線的に伸びる口縁部をもつ

もの（Ｂ１類）と頚部の屈曲がゆるやかで、外方に外反しながら伸びるもの（Ｂ２類）の２種

１１５
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に細別可能である。Ｃ類は有段口縁のものを一括した。細口で口縁部が外反しながら伸びるも

の（Ｃｌ類)、短い口縁部が上方に直線的に伸びるもの（Ｃ２類)、広口で比較的長い口縁部が

外反しながら伸びるもの（Ｃ３類)、口縁部が内湾気味に伸びるもの（Ｃ４類)、長い頚部に有

段口縁をもつもの（Ｃ５類)、口縁端部を折り返して有段口縁をつくるもの（Ｃ６類）の６種が

確認できる。Ｄ類は二重口縁壷を一括し、さらに２種に細分した。Ｄ１類は筒状に伸びる細口

の頚部に外反する口縁部が付く畿内系の二重口縁壷で、Ｄ２類は頚部が筒状にならず外反する

もの。Ｅ類は体部が張る単口縁の壷で近江系と考えられるもの。Ｆ類は東海西部の影響を受け

ていると考えられる壷を一括した。Ｇ類は山陰系の壷。

喪Ａ～Ｅの５種に大別した。Ａ類は口縁部が「く」字もしくは「．」字に屈曲するものを

一括した。口縁端部の形態により、口縁端部を摘み上げるもの（Ａｌ類)、口縁端部に面をもつ

もの（Ａ２類)、口縁端部が丸く収まるもの（Ａ3類）の３種に細分できる。また、口縁端部と

は別に口縁部の形態・調整などからＡ類をａ．ｂ・ｃ．．．ｅ・ｆの６種に細別した。口縁部

が単純に「く」字もしくは「．」字に外反する形態で、最も多く認められるもの（ａ種）の他

に、ａ種に比べ長く直線的な口縁部で体部の器壁の薄いもの（ｂ種)、ａ種に比べ鋭く屈曲す

るもので、口縁部内面中央に凹みを有するもの（ｃ種)、ａ種に比べ口縁部の外反が強いもの（ｄ

種)、口縁部が直立的に立ち上がり端部で外へ短く屈曲する典型的な「．」字状のもの（ｅ種)、

短い口縁部が内湾しながらのびるもの（ｆ種）が認められる。他に、折り返し口縁のもの（Ｂ

類)、有段口縁を持つもの（Ｃ類)、近江系と考えられるもの（Ｄ類）がある。

ｉ不口縁部の形態により２種に大別した。内湾する体部に頚部で屈曲して外反する口縁部が

伸びるもの（Ａ類）と口縁部がほとんど外反せず、体部も丸みをもたないもの（Ｂ類）とがある。

（２）遺物各説

遺構ごとに説明を行う。調整や赤彩の有無などの詳細は観察表を参照していただきたい。

Ａ１号住居jmt（第69図．７０図）

高坪・器台・小型壷・鉢・壷・雲がある。

高坪（ｌ～７）ｌ～５．７はＣ類で、６はＢ類と推測する。脚部はlのように裾部が強く

屈曲して伸びるものと、３のようになだらかに外へ開くものの２種類が認められる。ｌは坪部

の器面の摩滅が激しいが、坪部・脚部ともに外面は粗いへラミガキを行っている。脚部外面で

はハケメ痕を残す。脚部内面には粘土紐の接合痕が１条確認でき、ハケメ痕も残す。３も器面

の摩滅が激しく調整の不明な点が多いが、脚部外面は粗いへラミガキが認められる。ｉ不部はｌ

に比べて深めで、口縁部はより急な角度で上方に伸びる。４は内外面とも丁寧な横位のへラミ

ガキで精製品である。残存する外面の広範囲に黒班がある。

器台（８～１１）確認できる受け部はいずれもＢ類であるが、８のように口縁端部が上方

１１８
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へ立ち上がるＢ１類と、９のように丸く収まるＢ２類がある。８は内外面とも横方向のへラミ

ガキである。８．９とも内外面の調整は丁寧で精製品といえる。

鉢（16）口縁部はヨコナデで、体部外面はへうミガキか。口縁端部は摘み上げられている。

小型壷（１２～１５．３６）１２．１３はＤ類、１４．１５はＥ類に比定できる。１２．１３とも器面の

摩滅が激しく調整の不明な点が多いが、１３は部分的にへうミガキがみられ、内面に削痕をもつ。

１４．１５はほぼ同じ法量で、肩平な球形の体部に口縁部が内湾気味に伸びるなど形態も類似し

ている。１４の方が外面にハケメ痕を残すなどより調整が粗い。底部は接地面が広く安定感の

ある丸底。３６は小型壷の底部と推測する。内面は丁寧なへラミガキ。

壷（29～３２．３７）２９はＦ類。３０はＣｌ類、３１はＤ２類である。３２はＢ類と推測する。

喪（１７～２８．３３～35）１８．２６はＡ２類。いずれもａ種。２６は口縁部外面にスス付着。

１９～２４．２７．２８はＡ3類。１９はａ種で器壁は薄め。２０は口縁部と体部中位に孔が穿たれてい

る。同一個体から、口縁部には少なくとも３つ以上の孔が穿たれている。確認できる孔は全て

焼成前の穿孔である。ススは外面全体にみられ、体部内面下半にはコゲの付着が認められる。

２１．２２は法量・形態・成形技法・調整などで類似しており、同一工人による製作の可能性が

高い。両者とも口縁部ヨコナデ、体部外面ハケメ、体部内面へラナデ調整で、頚部に粘土を継

ぎ足している。底部は幅の狭い不安定な平底。ススは口縁部と体部中位を中心に付着しており、

頚部と底部にはほとんど認められない。また、２１の内面の体部下位にはコゲの付着が確認で

きる。２３はａ種。遺存部でススは認められない。２４はｆ種か。２７は器壁が厚い。壷の可能性

もある。２８は口縁端部の内面がナデられて先細る。口縁部外面にはススが付着。２５は体部外

面上半にススが、体部内面下位にコゲの付着が認められる。１７は小型の喪であるが、体部が

薄い点や口縁部内面にハケメ痕を密に残す点など異質である。３３～３５は喪の底部と考える。

いずれも幅の狭い平底である。

Ｂ４号住居吐（第71図）

高坪・器台・鉢・小型壷・壷・髪が確認できる。

高i不（38～42）３８はＣ類であるが、１号住居吐のものと比べ坪底部と口縁部との屈曲が

弱く直線的に伸びている。３９の坪部は丁寧なへラミガキが行われている。４０の脚部はｌの脚

部よりも径が小さく細身である。調整は内面下半に横位のハケメが認められる点では一致する
が、外面の縦位のヘラミガキはより丁寧である。

器台（43）脚端部がわずかに外方へ屈曲する。

鉢（44）Ｄ４類。

小型壷（４５．４６）４５．４６ともにＥ類と考えられる。両者とも粗製である。

壷（４７．４８．５７～59）４７はＢ２類で、外面は深いハケ調整の後へラミガキ。４８はＣ２類で

1２０
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ある。口縁部はわずかな段をもち上方へ伸びる。５７～59は壷の底部と考える。５７の底部内面

は蜘妹の巣状のハケメ痕。５８の内面は丁寧なヘラミガキで黒色を呈し、内面黒色処理と区別

がつかない。

妻（49～５６．６０．６１）Ａ２類（５０．５１．５６）とＡ3類（４９．５２．５３．５４．５５）が認め

られる。５１は４７と形態、口縁端部に面をもつ点、口縁外面にハケメ痕を残す点、胎士など類

似する点が多い。５６はススが頚部を除いて付着。５１．５６ともに、口縁部は直立気味に立ち上

がり外反する形態でｅ種に近い。５３～５４はａ種。５４は内面の頚部の屈曲が鋭い。ススは遣存

部外面全体に付着。５５はｆ種。口縁部外面にススが付着する。６０．６１は髪の底部と推測する。

６１は比較的径の大きい平底である。

Ｃテラス遺構と上段テラス下士坑群（第74図～77図）

ここで図示した資料は、西側小テラス・下段テラス・上段テラス下土坑群とその周囲１ｍ未

満の範囲から出土した資料である。各資料の出土地点は第72図のとおり。

高杯（62～69）６８はＢ類｡外面全体に赤彩が施され､口縁部内面の端部にも約１ｃｍ幅で赤

彩がｌ周している。内面の赤彩部分は下部より器壁が薄く、粘土がある程度軟らかい段階で赤

彩を付けながら横ナデが行なわれたと考えられる｡６２～67はＣ類に該当する｡６５．６６は内面に

輪積み痕を残す。坪部の63は内面の坪口縁部に横方向のハケメが認められる。この箇所の横

ハケは４号住居吐の３９にも認められ共通する。また、６２．６３．６４．６６は赤色系の色調をもつ。

器台（70～72）７０．７１はＢ２類。７１は内外面横方向の丁寧なへラミガキ。７２はＥ類であ

る。透孔は依存部分でｌ孔確認できる。

鉢（73～80）７３はＡ3類。７４はＤ６類に含める。体部中位以下を欠損しているが、小さな

平底の底部が同一個体となる。外面は横方向の粗いへラミガキ。内面には炭化物が付着してい

る。７５はＣ２類、７７はＣｌ類。７５は小型品で底部外面は不正方向のハケメ痕が確認される。８６

が被さった状態で出土。７７は内外面でへラケズリが確認でき、底部は凹状に窪まる。７６はＤ４

類。７８はＡ5類で有段の短い口縁部が直立的にのびる。底部は狭い平底。７９はＡ１類で大型品。

体部外面は粗いへラミガキの後一部でへラケズリされる。口縁部外面はハケメの後ヨコナデ。

口縁端部は上方に摘み上げられており、横方向のハケ状の痕を残す。体部内面は粗いヘラミガ

キ。体部の器壁は比較的薄い。８０はＤ２類である。

小型壷（81～86）８２．８３はＤ類の口縁部。８５の外面の細かいハケメは体部外面全体で確

認でき特徴的である。８６はＢ類である。底部は上げ底。有段で上方にのびる短い口縁部がつく。

７５に蓋をするような状態で出土。８１．８４は二重口縁をもつＡ類。

壷（８７～９７．１１６～１２２）８７．８８．９２はＢ２類。８７は小型のものである。外面のハケメは

深く、ヘラケズリとナデにより縦方向にハケメを切断している。８８は土坑３からの出土。９２は

1２４
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縦位のハケメを体部上位の深い横のハケメで切っている。８９はＡ２類。９０はＤ2類。９３はＧ類。

肩部は張らず、頚部と体部の内外面にハケメ調整を行う。また、口縁部と頚部外面で横方向に

線状の刻みが認められるが、一周はしない。頚部ではハケメを切っている。形態は山陰系であ

るが、体部内面にハケメ調整を残すなど在地の調整技法である。９４．９５．９６はＦ類。９４は９５に

比べ頚部が長く、ヘラミガキが行われないなど粗雑である。９６は棒状浮文をもつ二重口縁壷。

棒状浮文には１列４箇所の削りが行われており、それぞれハケメ痕を残す。口縁部の成形は、

口縁下部内外面を粗くへラミガキした後に口縁上部を接合している。９７はＣｌ類。１１６～１２２

は壷の底部と推測する。１１６．１２２の底部外面には木葉痕が認められる。

蜜（98～１１５）９８．１００．１０７．１０８．１１０．１１２．１１５はＡ3類。９８は長めの口縁部が直線的に

のびる。lOOは大型の寮。口縁端部は外側に屈曲している。外面調整にへうケズリを多用する

など他の蜜の調整と異なる。また、体部中程に色調の異なる粘土紐が認められる。ススは口縁

部と体部中位に付着。１０７はａ種。内面にはコゲが認められる。lO8は頚部の屈曲が弱い。ａ

種。ｌｌＯはａ種。体部は内外面とも密なハケメ調整。ススは外面全体に付着。１１２はｅ種。

１１５は小型のもの。底部は上げ底。９９．１１４はＡｌ類。９９は小型品。ｅ種に含める。１１４はｅ

種。遣存する範囲の外面全体にスス付着。１０９．１１１．１１３はＡ２類。１０９．１１１ともに体部から

頚部までなだらかにのび、屈曲して短い口縁部が外へのびる。この形態は１号住居吐の２１．

２２でも認められる。１１３は口縁部が直線的にのび､端部でわずかに面をもつ。胎士は異質で、北

方系のものに近い。１０１～１０６は底部である。１０１は比較的幅の広い平底と考えられる。上げ

底のもの（102.106)、底部中央が窪むもの（104)、丸底のもの（１０３？・105）などがある。

Ｄテラス遺構周辺斜面（第78図～80図）

テラス遺構と上段テラス下士坑群の隣接斜面をこれとする。具体的な範囲は第８１図右に示

すとおりである。接合関係からみて、多くは下段テラスから転落したものと考えられる。

高杯（１２３～125）１２３はＡ類である。坪部は内湾する椀形のもので、脚部はハ字状に広

がる。調整は器面の磨滅で不明な点が多いが、坪部内面と脚部外面ではへラミガキが認められ

る。124はＢ類。１２５は坪部を欠損している。

器台（126～128）127はＡ類。128は透孔が残存部で１箇所認められる。

鉢（129～１３１．１６２）129はＤ3類。130はＤ5類。肩平な体部に長めの口縁部が外反する。

口縁部は比較的厚い。体部外面にはススが付着。１３１はＤ4類。口縁端部はつままれている。

小型壷（132～１３３）１３２はＤ類の口縁部。１３３は器壁が厚い。

壷（134～１４３．１６１．１６３～１６９）１３４．１３９はＤ１類である。１３５はＡｌ類。ヘラミガキ

は粗い。１３６はＣ２類。端部は外方に短く摘み上げられる。１３７はＡ２類。口縁部はしっかりと

したヨコナデ。138はＢ１類。１４０．１４１はＥ類。140は肩部がかなり張る形態で、口縁部は強

１３１
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灘

第81図土師器の分布密度とテラス遺構周辺斜面の範囲

く外反する。１４１の口縁端部は摘み上げられており面をもつ。面の部分にはハケメ状の痕跡が

認められる。１４３は要の可能性もあるが、ここでは壷に含めた。１６１．１６３～169は壷の底部で

ある。１６１は丸底で底部外面中央が窪む。外面は依存する範囲全体に比較的丁寧なへラミガキ

が認められる。１６３は底部外面ハケ調整。164は底部外面にハケ調整のあとへラミガキを、体

部外面にヘラミガキを行っている。165は体部と底部外面にへうミガキが認められる。内面は

密にハケメ調整が行われており、底部内面には蜘妹の巣状のハケメ痕がみられる。色調・調整

などから２２６と同一個体の可能性がある。167の底部外面には木葉痕とみられる痕跡がある。

喪（144～160）１４４．１４６．１４９．１５０．１５２.１５６．１５７はＡ２類である。144はｄ種。

146の口縁端部は小さな面をもつ。肩部の器壁の薄さや調整、胎土など242に類似する。スス

は遣存する外面全体で認められる。149はａ種。口縁端部の内面はヨコナデによってくぼんで

いる。150はｅ種。色調は赤味を帯び、壷の可能性もある。口縁部のハケメは143に類似する。

152はａ種で口縁部の外反は強い。１５６．１５７ともにａ種で、157は口縁部全体にススが付着。

145はＡ１類でｅ種。ススは口縁端部と体部上半で認められる。147はＣ類。１４８．１５３．１５４．

１５５．１５８．１５９はＡ3類。１４８はａ種で頚部の屈曲は強め。１５５はｃ種。頚部の屈曲は鋭い。

１５３は内湾しながら長くのびる口縁部で口縁部外面にスス付着。１５４はａ種。１５８はａ種。頚

部の屈曲は弱い。ススは頚部周辺を除いて付着。159はａ種。160は丸底の底部。

Ｅ遺構外（第82図～87図）

上記以外の場所から出土した資料を遺構外として図示した。口端残存資料に基づく調査区全

1３５



体の分析状況は、第81図左のとおりである。

高i不（170～１９３）１７０～１７４．１８５～１８７．１９１～１９３はＣ類。外面は調整の不明な点が

多いがへラミガキ。１８７．１９１は内面に粘土紐痕が明瞭に確認できる。１９３は外面の縦位のへ

ラミガキが非常に丁寧で、他と比べ長脚のものである。１７５．１７６．１８３はＢ類。１８０はＤ類

と考えられる。

器台（194～202）１９４はＡ類で、受部の底部から脚部にかけて接合していない。１９５は

器台Ｃ類であろうか。200はＤ類。

鉢（203～２１６）２０３はＡ２類。内外面とも横位の丁寧なへラミガキ。２０４はＤ１類。２０５

はＤ４類。２０６．２０７．２１２はＤ２類で、206は比較的丁寧なへラミガキ。２０８．２１０はＤ３類。

209はＡ4類で比較的丁寧なへラミガキが確認できる。213はＢ類。内外面とも粗いへラミガキ。

214はＤ6類。底部ではへラケズリが確認できる。外面の体部中位にススが付着。２１６はＣｌ類。

小型壷（217～224）２１８はＢ類で、尖り気味の丸底。２１９はＤ類。220はＡ類。221はＣ類。

222はＦ類。口縁部は内湾する形態で、外面は体部との接合部から口縁部にかけて縦位のハケ

メ痕を残す。体部中位から底部にかけてへラケズリが認められる。223はＥ類。外面と口縁部

内面へラミガキ。224はＥ類と推測する。外面に粗いへラミガキが認められる。内面はナデ。

壷（225～240.275～284）225は壷Ｂ１類｡226はＡ１類か。下膨れした体部で､外面はハ

ケメのち粗いへラミガキ､内面は密な横方向のハケメが認められる｡器壁は全体的に薄めである。

227はＤ１類。228はＣｌ類。２２９．２３５はＦ類。229では粗いへラミガキが認められる。235は

内面の粘土紐痕の箇所がくぼむ等かなり粗い作りである。２３０．２３２はＡｌ類と考えられる。

230はハケメ後ヨコナデ｡232の外面は縦位の粗いへラミガキで､内面は横位のハケメとへラケ

ズリが行なわれている。口縁部は内湾し、他と比べ異質である。２３１はＣ３類｡233.237～239

はＤ２類。２３３の内面はへうミガキで、外面はヨコナデ。237は有段部を垂下させる形態で、

内外面で粗いへラミガキが確認できる。口縁端部を面取りする。238は内外面で比較的丁寧な

へラミガキを行っている。器壁は厚い。239は段部に刺突文が認められる。234はＣ４類に含め

る。236はＣ６類。折り返した口縁に刺突文が確認される。240はＣ５類。直立的な頚部から屈

曲し、外方に内湾しながら短くのび、再び上方に立ち上がる。内外面とも比較的丁寧なへラミ

ガキ。外面及び破損面にススが付着しており、割れた後ススが付着したと考えられる｡２７５～

284は壷の底部と考える｡２７６．２７７は底部外面に１本、線状の削痕を確認できる。２７６の削痕

は木葉痕の可能性もある。279の底部外面には１本の線状の削痕がみられる。木葉痕の可能性

もある。284の底部外面には木葉痕が認められる。

喪（241～274）２４１．２４３．２６３はＡｌ類。２４１はａ種で口縁部外面にスス付着。243は

ａ種、263はｄ種。２４５．２４６．２４８．２５０．２５３．２５７．２５９．２６１．２６２はＡ２類。245はａ種で外面

１３６
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全体にスス付着。246はｅ種。248はａ種。250はｅ種。体部内面中位で、横方向に並んで２

本の線刻が認められる。ススは頚部周辺を除いて付着。253はａ種であるが、比較的長い口縁

部が直線的にのびる。口縁端部の面には横方向にハケ状の痕跡が認められる。内面の口縁部の

屈曲は強い。ススは頚部周辺を除き認められる。２５９．２６１．２６２はａ種。２４２．２４４．２４７．

２４９．２５１．２５２．254～２５６．２５８．２６０．２６４．２６６はＡ3類に該当する。242はｂ種で口縁

部のヨコナデがしっかりしている。体部の器壁は薄い。依存する口縁部から体部上半にかけ外

面にススが付着する。244はｅ種で外面全体にスス付着。247はａ種。249は外面全体にスス

付着。２５１は頚部を除いてスス付着。252はａ種で比較的長い口縁部が外反し内面の屈曲は強

い。254は全体的に薄く、頚部の屈曲は弱い。口縁部端部は摘まれて尖り気味になっている。

ａ種で外面全体にスス付着。255はａ種で短い口縁部が直線的にのびる。256はａ種。頚部の

屈曲は弱い。頚部を除いてスス付着。258はａ種。頚部で強く屈曲して短い口縁部がのびる。

外面全体にスス付着。260はｆ種で266はａ種。265はＤ類。267～274は雲の底部と推測する。

幅の狭い平底のもの（２６７．２６８．２７１～273）と比較的広い平底のもの（274)、丸底のもの

（269.270）がある。また、269～272.274の底部外面にはハケメ調整が認められる。２７０

は底部内面に蜘妹の巣状のハケメがみられ底部と考えるが、外面の形態や調整は婆の体部のよ

うである。271は古墳時代後期に属する可能性がある。272は丸底に近い平底。

手づくね土器（285.286）285は調整不明。286は外面ナデ。底部外面中央が突起して

いる。

坪（287～289）287～289は古墳時代後期と考えられるものである。２８７．２８８はＡ類。

287は口縁部が緩やかに外反する形態であるが、内面では強く屈曲するため稜線を明瞭に残す。

内外面とも比較的丁寧なへラミガキが行われている。また、体部内面の下半の一部が黒色を呈

していることから、内面黒色処理が行われている可能性がある。288は体部中位から体部下位

にかけて接合しない。内外面へラミガキで、内面は炭素の吸着により黒色処理される。289は

Ｂ類。丸みをもった平底の底部から内湾気味に体部がのびる。口縁部と体部との境は外面では

わずかにくびれる程度であるが、内面では稜線が認められる。外面はハケメとナデ調整で、底

部付近ではへラケズリも認められる。内面は丁寧なへラミガキが施され、炭素の吸着により黒

色処理されている。

（３）土器の位置づけ

Ａ編年

当遺跡の古墳時代前期の土器は、既存の編年案に従えば坂井・川村編年［坂井・川村1993］

のⅡ－３期から山三賀編年［坂井1989］の古墳Ⅱ期の範囲におおむね収まると考える。

当遺跡の前期の土器の変遷は、形態や器種の消長などからおおむね４期に区分することがで

1４３



山三賀編年 坂井･川村 新潟シンポ編年 春日 上越編年 漆町編年

坂井[1989］ [1993］ 日本考古学協会[1993］ [1998］ 川村[2000］ 田嶋[１９８６］
本書

Ⅱ－３期 7期 1期 3段階 7群 古墳Ｉ期

古墳Ｉ期
Ⅲ期 ８期 ２期 ４段階 ８群 古墳Ⅱ期

Ⅳ期 ９期 3期 ５段階 ９群 古墳Ⅲ期

古墳Ⅱ期
１０期

４．５期
６段階 10群

7段階 １１群 古墳Ⅳ期

古墳Ⅲ期 ６期 ８段階 １２群

第６表編年対応表

きる。以下ではそれぞれ古墳Ｉ～古墳Ⅳ期として説明する。既存の編年案との対応関係は、お

おむね第６表のようになると考える。

遺構では、住居吐以外に西側小テラスと下段テラス、上段テラス下土坑群から一定量の出土

が認められる。これらの資料を基本にするとおおむね古墳Ⅱ期（西側小テラス、下段テラス・

テラス周辺の多く、上段テラス下土坑群)、古墳Ⅲ期（１．４号住居、下段テラス・テラス周

辺の一部)、古墳Ⅳ期（下段テラスの一部）に分けられる。下段テラス・テラス周辺出土土器は、

古墳Ⅲ．Ⅳ期のものも少量確認できるが、その主体を占めるのは古墳Ⅱ期である。また遺構外

の資料は古墳Ｉ期からⅣ期の幅におおむね収まると考えられる。他には古墳時代後期と考えら

れる内面黒色土器が遺構外から出土しているが、古墳Ⅳ期から古墳時代後期までの間の確実な
資料は認められない。

変遷図（第88図）に関しては、古墳Ⅱ期の資料は各テラス・テラス周辺・上段テラス下土

坑群出土資料、古墳Ⅲ期の資料は住居吐出土資料のみ、古墳Ⅳ期は下段テラス以外に遺構外出

土資料も加えて作成している。また、古墳Ｉ期に関しては遺構出土の資料で確実に比定できる

ものがないと判断し、図示はせず文章で指摘するにとどめた。

古墳１期県内における該期の基準資料として、近くでは旧黒崎町の緒立遺跡２号住居吐出

土土器［黒崎町教育委員会1983］がある。緒立２号住居吐出土土器を見てみると、高坪では坪

の底部と口縁部の境で段をもち口縁部が長く外反する在地系のものが認められ、器台は口縁部

が直線的、または外反しながらのびる形態のものが多く、口縁端部は短く摘み上げられたり面

をもつものが認められる。調整はいずれも丁寧で赤彩されるものが多い。壷類では丁寧な調整

のものが多く有段の口縁部も定量みられる。喪では体部に比して口縁部の広がりが弱いものが

多く、口縁端部を内側に傾斜させて面をつくるものが定量みられる。また蓋も１点確認される。

当遺跡では、緒立２号住居吐のような在地系の高坪は認められず、器台は受部が内湾する形

1４４



1４５

Ⅱ

第88図南赤坂遺跡における土器の変遷
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態が多い。また、寮の口縁端部を内側に傾斜させて明確な面をもつものはほとんど認められず、

蓋も確認できない。以上のことから、当遺跡出土土器の大半は古墳Ⅱ期以降と考えられる。確

実に該期に比定できる資料はないが、２０３，２１８，２２０，２２７，２３１，２３９、244,253などは

形態や調整などで古い様相が認められる。

古墳Ⅱ期高坪は古墳Ⅲ期以降主体を占める畿内系のＣ類はほとんど認められず、在地のも

のや東海系のものが主体を占める。また小型壷・鉢・壷では有段口縁のものが定量存在する。

東海系の壷F類も比較的多く認められる。また、内面ハケメ調整の在地の調整技法による山陰

系の壷も確認できる。喪ではＡ類が主体を占めるが、Ｂ類．Ｃ類もわずかながら見られる。口

縁端部の形態はＡ２類．Ａ3類が主体であるが、Ａｌ類も少ないながら認められる。口縁部は外

方に長くのびる。古墳Ⅲ期に比べ赤彩されるものや調整の丁寧なものが比較的多く認められる。

古墳Ⅲ期１号住居吐・４号住居吐は高坪では畿内系のＣ類が主体を占め、小型壷Ｅ類が定

量認められる点に特徴がある。古墳Ⅱ期で見られた東海系高坪や口縁端部を上方に摘み上げる

雲Ａ１類は認められない。蜜は古墳Ⅱ期に比べより球形を呈するものが存在する。高坪・小型

壷は４を除けば比較的粗いへラミガキ調整であるが、器台には丁寧なヘラミガキの精製品がみ

られる。古墳Ⅱ期に比べ、赤彩が施されるものや調整の丁寧なものの割合は少ない。

古墳Ⅳ期良好な資料はないが､古墳Ⅲ期より新しい様相の土器を抽出して図に示した｡下段

テラスの中央部と、テラスから離れた西側の斜面で比較的多く認められる。170.171.173.174の

高坪の杯部は、古墳Ⅲ期に比べて口縁部の長さが短くなり、外傾度を増す点や、坪部の段が明瞭

になる点などは新しい様相と考えられる。脚部は６７のような太めのものは古墳Ⅲ期では認め

られず、古墳Ⅳ期以降と推測される。また、１９１の脚部は脚部内面に粘土紐の単位を明瞭に残

している点を重視して古墳Ⅳ期に含めた。２１４は最大径を体部中位にもち口縁部が短く外反す

る形態や底部にへうケズリ痕が認められる点などから古墳Ⅳ期以降のものと考えられる。県内

での類例は多くないが、大潟町丸山古墳出土の土器［大潟町教育委員会１９８８］に類似する。

222は最大径を体部中位にもち、器高に比して口縁部が短い点､体部下半にへうケズリの調整

痕を残す点などは新しい様相と考えられる。山三賀Ⅱ遺跡のSIll5例［新潟県教育委員会ほか
1989］に比較的近い。

古墳時代後期土師器坪３個体分が確認されるのみである。このうち、２８８と289の内面に

は黒色処理が行われている。出土量が少なく、いずれも包含層からの出土であるため細かな時

期比定は困難であるが、２８９の形態はＭＴｌ５型式の須恵器が出土している三条市の保内三王山

５号墳の土師器［三条市教育委員会ほか1989］の中に類例が認められる。また、他の２点も

その時期と矛盾しない。これら３点はおおむね6世紀を中心とした時期と推測する。
Ｂ胎士
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４号住居杜

１号住居j吐

第７表古墳時代の土師器胎土

１０倍のルーペを使い肉眼による観察を行った｡対象としたのは､実測図提示資料に限定される。

第７表では、そのうち古墳時代後期の土器と手づくね土器、壷・妻の底部を除いたものを集計

した。また胎土の項目は①長石・石英の多寡、②凝灰岩の多寡、③黒曜石状岩石の有無の３点

に限定した。観察鉱物を上記に限定した理由としては、次項に述べるように北方系土器の多く

が石英・長石を比較的多く含んでいるのに対し、土師器は石英・長石をそれほど含まないもの

が多いと推測されたことと、当遺跡や山谷古墳、御井戸遺跡などの土師器の多くが凝灰岩を含

んでいたこと、黒曜石状岩石を含む土器が当遺跡で散見されていたこと等による。①と②に関

しては最も各鉱物が認められる箇所について多い（Ａ)、少ないまたは無い（Ｃ)、その中間（Ｂ）

の３分類を、③に関しては有無の２分類を行った。

その結果、土師器は長石・石英を多く含むものが少ない反面、凝灰岩を多く含むものが定量

認められた。各器種では高坪・器台、小型壷・鉢などに対し雲で凝灰岩を多く含む割合が高い

傾向がうかがえ、器種ごとの胎土の選別が推測される。また４号住居tltでは凝灰岩を比較的多

く含んだ高坪・器台が認められ、１号住居吐に比べ調整・胎土において粗雑化が激しい。同じ

古墳Ⅲ期の中でも４号住居吐の方が新しい様相をもつ可能性もある。また黒曜石状岩石を胎土

に含む土器も各遺構で一定量認められる。当遺跡では下段テラス面から黒曜石が出土しており、

古墳時代以前の黒曜石を土師器の胎士として再利用していたことが推測される（P75参照)。

なお、黒曜石状岩石を混入した土器は、ほぼ同時期の御井戸遺跡でも確認できる。今後は岩

石学的な同定を行なうとともに、遺跡間・地域間比較を進めていく必要がある。

Ｃ他地域との比較

以下では南赤坂遺跡の土器群の時期を上記の時期として検討を進めたい。

①喪の底部形態

計測方法は春日［l994a]と同様である。具体的には蜜の底部を①丸底、②底径3ｃｍ未満の平

底、③３ｃｍ以上～６ｃｍ未満の平底、④６ｃｍ以上のものの４種にわけ、底部が半分以上残っ

土師器合計（遺構外も含む）

テラス遺構・上段テラス下土坑群・テラス周辺

ｉ

1４７

長石・石英 凝灰岩 黒曜石

器種 Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 含

高坪・器台

小 型壷・鉢

壷
蔓

３
２
５

３
３
３

２ １

２
７

３
３
１

１

２

計 ０ １０ ９ ２ １０ ７ ３

長石・石英 凝灰岩 黒 曜 石

器種 Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 含

高坪・器台

小型壷・鉢

壷
蔓

３
２

１
７
７
５

１６

１２

１１

２１

１
１
４
４

７
，
４
ｍ

９
８
週
型

２
４
５

計 ５ 2０ ６０ 1０ ３１ ４４ １１

長石・石英 凝灰岩 黒曜石

器種 Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 含

高坪・器台

小型壷・鉢

壷
蔓

１

１

１

６

、
４
３
６

２
２

１

６

１１

５
１
４

１
１

計 １ ８ ２３ ４ ７ ２１ ２

長石・石英 凝灰岩 黒 曜 石

器種 Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ 含

高坪・器台

小型壷・鉢

壷
菱

３
１
５
３

５
７
，
焔

１
６
５
０

５
３
２
５

４
１
６
９

８
，
７
配

０
３
７
２

５
３
２
３

２
６
８

計 1２ 3８ １６２ ２０ ４８ 1４２ 1６
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第８表妻の底部形態（底部がl/2以上のものに限り集計）

②器種構成比率

計測方法は口縁部残存率計測法を用いた。具体的な方法としては春日[l994a]に従い、同心

円の直径は５mm単位、放射線は角度が１０度単位で36分割したものを用いた。

古墳Ⅱ期では一之口遺跡東地区と比較すると、器台の比率がかなり低い反面、小型壷・鉢、

壷の比率が高い(第90図)。小型器種(高杯､器台､小型壷･鉢)全体の比率でみれば一之口遺跡東

地区よりも能登や加賀と類似しているが、高坪や器台の比率では大きく異なっており、小型壷・

鉢の比率もここまで高いところは見られない。また、壷の比率の高さは加賀に類似している。

遺構別にみれば、上段テラス下土坑群で極端に小型壷･鉢の比較が高い(第91図)。また下段

テラスとテラスから転落したのが多くを占めると推測するテラス遺構周辺では壷の比率が高い。

古墳Ⅲ期では１号住居吐と４号住居吐で小型壷･鉢と壷の比率が大きく異なっているが（第

９表)、いずれも一之口遺跡東地区に比べ高杯の比率が高い。また両者の合計値では、高坪が

ているものについて計測を行った。ただし、計る場所によって②と③のどちらにも該当するも

のが存在したため、その場合はｌ個体であれば②と③の両方に0.5ずつ割り振っている。

古墳Ⅱ期では上越の一之口遺跡東地区と比べると、底径３ｃｍ以下の平底が多い点、丸底が一

定量認められる点、底径６ｃｍ以上のものが少ない点などで異なっており、能登．越中とより類

似している（第89図)。古墳Ⅲ期では資料が少ないものの、底径３ｃｍ以下と３ｃｍ以上６ｃｍ未満

の平底が主体を占める状況は古墳Ⅱ期と変わらないが､丸底がほとんど認められない点が異な

っている。遺構外で丸底が３個体認められておりこれらが古墳Ⅲ期に属する可能性もあるが、

住居杜からは確認できなかった。一之口遺跡東地区と比べると、底径３ｃｍ以下の平底が多い点、

丸底が認められない点、底径６ｃｍ以上の平底が少ない点で異なる。また能登ではこの時期、底

径３ｃｍ未満の平底が主体を占める様相から丸底のものが大半を占める様相へと変化しており

大きく異なる。

以上のように、雲の底部形態では、古墳Ⅱ期．Ⅲ期とも底径３ｃｍ未満の平底と３～６ｃｍの

平底が主体であり、底径３ｃｍ未満の平底が認められない一之口遺跡東地区の蜜の底部形態と

大きく異なることが確認された。また古墳Ⅱ期では比較的能登の資料と類似しており、春日の

能登．越中の土器様相が頚城より距離が遠い蒲原地域により類似するという指摘［春日l994a］

を追認できたが、古墳Ⅲ期には丸底が主体とならない点で能登とかなり異なる。

丸底 3cm未満の平底 3cm以上～6cm未満の平底 6cm以上の平底 総計

１号住居跡

４号住居跡

各テラス・テラス周辺・テラス下土坑群

遺構外

０
０
３
３ ５

２
３
８
・８

４
２
８

1８．５

１
０
１
３

７
５

２０

３３

南赤坂遺跡合計 ６ ２１．５ ３２．５ ５ ６５
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一之口遺跡東地区(21個体）
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第89図北陸地方における雲の底部形態（春日[1994a]に追加･一部改変）
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第90図北陸地方における土師器の器種構成比率（春日[l994a]に追加･一部改変）
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第９表器種構成比率

凡例

各遺椛の出十十器全点（ただし下段テラスの74は時期が異なると判断し除外した）を11縁部残存率計測法により計測した。
口縁部計測値は口縁部計測法によって得られた数値であり、ｏ/１０を示す。
比率は口縁部計測値による器菰椛成比率である。

高坪ｏｒ器台の桶はどちらか判断出来なかったものであるが、判明している高坪と器台の比率に応じてそれぞれに割り振っ
た。例えば高杯ｏｒ器台が３で、高坪：器台が２：１なら、高杯に２，器台にｌを加えた。表の高坪、器台の値はこのよう
に加えた後の数値である。

多く器台が少ない点や小型壷・鉢の比率が高い点は加賀と類似している。

以上、古墳Ⅱ期には小型壷・鉢と壷の器種構成比率が他の遺跡と比べて高く、テラス遺構の

器種組成が特殊である可能性がある。古墳Ⅲ期では比較的加賀の数値に類似するものの、高坪

の割合が少ない点は異なる。また上越地域では器台の比率が高坪を上回っているが、当遺跡で

はそのような状況は認められず注目される。

③土器形態

対象とする時期は住居吐出土の資料がある古墳Ⅲ期を中心とする。

春日は田嶋の指摘［1994］をさらに進めて土器様相や竪穴住居吐の平面形態から越後内部に

おける地域差や他地域との関係などを考察している［春日l994b，1998,2001]。

以下、春日の成果を参考にしながら古墳Ⅲ期の南赤坂遺跡の土器様相を確認したい。

高坪はいわゆる畿内系屈折脚のＣ類が主体を占めるが、脚部が比較的短い点、調整不明なも

～
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のが多いが４．３８など坪部で横方向のへラミガキを行う点など北陸系の高坪に該当する。た

だし遺構外ではあるが193の高i不は、ｊ不部が不明であるものの長脚である点や調整が非常に丁

寧な点、赤色系に発色している点など山三賀Ⅱ遺跡のものに類似している。小型器台は受部が

内湾する形態で越後では一般的なものである。また、口縁部のあまり発達しない小型丸底壷や

頚部の屈曲が鋭い２１．２２などの「く」字口縁喪は能登との共通性が強いといえる［春日1998]。

ちなみに古墳Ⅱ期ではあるが、100の喪は口縁部の形態など能登との強い類似性が認められる。

壷は不明な点が多いが47の形態は山三賀Ⅱ遺跡でも認められる。また現在整理中の御井戸遺

跡では、遺構に伴うものはないが該期と考えられる資料が定量認められる。それらを見ると、

会津方面の影響と考えられる棒状中空の器台や北関東方面の影響と考えられる長脚の高坪が少

量認められる点は注目されるが、小型丸底壷や高杯の主体は南赤坂遺跡と同様北陸系の範晴に

入るものである。ちなみに表面採集試料･であるが高見高島遺跡の古墳Ⅳ期と推測する高杯も脚

部の短い北陸系のものである［相田2002]。また、御井戸遺跡では現時点で布留系の蕊がｌ個

体確認でき、蒲原平野では緒立遺跡につぐ２点目として注目される。布留系の妻は頚城で比較

的多く確認でき、日本海経由で入ってきたと考えられる［春日１９９８、川村2000]。なお、上

越地域でみられる径の大きな透孔をもつ高坪・器台の脚部［川村2000］は、南赤坂遺跡では

確認できないが、御井戸遣跡では若干存在している。

以上古墳Ⅲ期の土器を中心に見てきたが、角田山麓周辺の該期の高坪・小型丸底壷は北陸系

のものが主体で、県内の他地域に比べ関東北部の影響が希薄であることを確認できた。また頚

城に比べ北陸南西部や信州的要素も少ない。このような角田山麓の土器様相は、海岸部に近い

といった地理的条件の他に、弥生時代から続く在地の有力な基盤のあったことなどがその要因

として考えられる。また雲は、古墳Ⅱ期.Ⅲ期とも能登に近いものが認められるが、底部形態

はⅢ期以降丸底が増加する能登と違いが生じている。

④底部外面の木葉痕について

古墳Ⅱ期の資料が中心と考えられるが、底部外面に笹状の木葉痕を認めるものが確実なもの

で４点確認できる。形態からいずれも壷の底部と推測する。３点が下段テラス、１点はテラス

周辺からの出土である。遺跡全体では壷・妻の1.9％、壷の5.3％と少ないが、下段テラスとテ

ラス周辺、さらに同時期と推測した西側小テラスと上段テラス下土坑群を合計した中の比率と

しては、壷の２０％を占めており少なくない（第10表)。

新潟県内の周辺市町村において、底部外面に木葉痕を残す古墳時代前期の土器としては、中

条町大塚遺跡［中条町教育委員会2002］で平行脈の可能性のある資料が１個体報告されてい

るのみである。これに対し、古墳時代後期に属する柿崎町大久保遺跡［室岡・関2001］・新発

田市馬見坂遺跡［関2001］では網状脈の木葉痕を認める資料がまとまって確認されており、
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後期以降増加傾向を示す可能性を示唆している。また、長岡市の横山遺跡では、弥生時代後期

に属する底部２点に網状脈の木葉痕が認められる［長岡市1993]。ただし関が指摘するように、

県内の報告例では底部の観察を記したものが数少なく、また笹の葉圧痕はハケ目と誤認する恐

れもあるため、全県的な状況は明確でないのが現状である。

一方角田山麓においては、山谷古墳下層遺跡と御井戸Ｂ遺跡で該当資料が確認されている。

前者は弥生時代後期に属す１点である。後者は古墳時代前期の可能性が高く、整理途上の現時

点で４点の存在が明らかになっている。いずれの資料･も本遺跡と同様に平行脈の圧痕である点

が注目される。

この種の圧痕の性格を考える上で、本遺跡該当資料の胎土に北方系土器との類似性を認める

こと、御井戸Ｂ遺跡においての北方系土器が出土していること［前山1999］は留意される。

しかし、本遺跡の北方系土器の中に木葉圧痕は存在しておらず、具体的な位置づけは差し控え

ておく。

Ｄ下段テラスにおける土器の分布

下段テラスでは東側の土器の分布は稀薄で、北西部と南西部の端側に分布が偏る傾向がある

ほか、中央部でも定量認められる。このうち、北西部と南西部から出土した土器の多くは古墳Ⅱ

期に比定できる｡一方､中央部から出土した土器(63.65.67.74など)は､古墳Ⅱ期より新しい時

期のものと推測される。それらは、テラスの中央部から東側にかけての建物想定範囲内（P103

参照）で出土していることから、建物に関連した遺物である可能性が高いと考えられる。

以上のことからは、古墳Ⅱ期に利用した後しばらくして、中央部に建物を築いたと考えられ、

さらに､古墳Ⅱ期の土器が建物想定範囲内で稀薄であることからは､建物を作る前にテラスの中

央部を中心にある程度清掃のような行為を行ったことが推測される｡また器種構成比率からは､古

墳Ⅱ期に壷を主体とした何らかの祭祁的行為を行った可能性が考えられるが、壷の分布はテラ

スの南の端に比較的まとまっており､祭祁の際テラスの南辺に壷を配置していた可能性もあろう。
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第10表壷・雲の底部
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1．個体識別で集計した。土師器は底部が1/4以上残存のものに限ったが、北方系土器はl/4以下でも集計に含めた。
2．「総計」の上の欄は土師器・北方系土器の全てを含めた数値で、その中の北方系と木葉痕の割合は「総計」の下の桶で示した。
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4．整形の項目では､n縁部のヨコナデとナデについては省略した｡なお手法と州考の項目では土器の部位､調整について下記のように略した。
高坪杯部→坪器台受部→受脚部→脚口緑部→口端部→端体部→体底部→底内面→内外面-ﾄ外上位→上中位→中下位→下
へラミガキ→ミガキﾍﾗｹスﾘ→ケズリハケメ→ハケ赤色塗彩→赤彩赤色塗彩はされていないが赤色系の発色を呈する土器→赤角系
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土師器観察表－１
凡例

法量に関してはcⅢ単位である｡また.「口｣は口径､｢底｣は底径､｢高｣は器商を表す。

胎土の項目は｢長･石｣が長石と石英､｢凝灰｣が凝灰岩､｢黒曜｣が黒曜石を表す｡また長石･石英､凝灰岩については含有丘をA･B｡Cの３分類で表した｡Aは多い､
Cは少ないもしくは無い､Bはその中間である｡黒曜石については有無の2分類を行い､有のみ示した。
遺存については最も遺存率が商い箇所の径における残存率を示している。
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２北方系土器

テラス遺構周辺と１号住居杜覆土を中心に、土師器とは異質な土器群が出土した。いずれも

何らかの形で北方地域との関連性が求められる資料･である。出土量は両遺構での口縁部計測値

で７％にとどまるが、その在り方は一様でなく、以下の７類に区分するのが適切である。

Ａ分類

１類（第93図１～31）

続縄文土器の特徴をほぼ純粋に保持するグループ。個体識別をつうじた推定最大数は25～

30個体、口縁部資料に基づく最少個体数は９を数える。地区別の内訳は、５．６．２１が１号住

居吐、３０が西側緩斜面採集の既存資料、これ以外がテラス遺構周辺からの出土である。

本類は深鉢と注口土器からなり、後者の確実な資料は３０．３１に限定される。前者の口端遣

存資料４点では波状器形が確認できる。底部遺存個体は４例を数え、うち３例は内面に緩い膨

みをもつ。使用胎土は、石英などの鉱物粒子を多量に含むもの（ａ種：1.3.7.8.14.23.27.

28)、稀薄なもの（ｃ種：１１．２９．３１)、両者の中間的なもの（ｂ種）に大別できる。ａ種の

割合は２７％で、土師器の全体集計数５％に較べ明らかに高い数値を示す。ｃ種は質感的にも

土師器と同一の資料であるが、その割合は１０％にすぎない。このほか黒曜石状の微細砕片を

含むものがａ種で１点（１）、ｂ種で３点（１９．２０．２６）確認された。

３１は器面の劣化が著しいが無文の可能性が高い。これ以外の各個体には装飾的な文様が施

される。口縁には１ないし２列の隆帯がめぐる。１～５は端部と隆帯上、６は隆帯上に刻目が

加えられた資料･である。体部は微隆起線・刺突・帯状縄文が施される。文様構成としては、器

面を上下に二分し、上半部に装飾的な文様帯・下半部に縦位の帯状縄文だけを配すもの（７な

ど)、全面に装飾文様を施し下半の縄文帯が欠落するもの（１９）に大きく二分できる。上記３

種の施文法としては、微隆起線の区画内に条の走行が同一の帯状縄文や刺突が充填されており、

微隆起線のモチーフには縦位十横位（17～22）と横位十斜位（１．７）の２種がある。この

うち９．２０．２２は、微隆起線にのみ白色粘土が使用されている。刺突は三角形を基本とする。

爪形をなした１８．１９は２個体に限定された少数資料である。帯状縄文は後述の２類・３類を

含め全点ＲＬ原体が用いられる。

２類（第94図３２．３３）

続縄文土器特有の「帯状縄文」と土師器的な「ハケ目」調整を併せもつもの。西側小テラス

から２個体出土した。３２は外面に帯状縄文、内面にハケ目が施される。３３は径10cmの平底で、

内面中央に緩い膨らみをもち、内外面にハケ目、外面に１０単位の帯状縄文が施される。縄文

施文はハケ目調整後による。ともに鉱物を多量に含み、３３では黒曜石状粒子も微量に含有する。

３類（第94図34）
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第95図北方系土器５類・７類

頚部に刻目隆帯がめぐる雲に刻目・ヘラ描沈線・帯状縄文を施すもの。１号住居吐出土の

３４のみである。口端は平坦に面取され、浅い刻目が密に加えられる。口縁外面には、横ナデ

の後帯状縄文を全周に施し、横位のへラ描き沈線を加える部分もある。口縁内面の中央部には、

粘土帯の接合部が凹状をなしてめぐる。体部外面は横位のへラ描沈線によって数段に区画され、

無文帯と縄文帯が交互に配される。体部外面の一部にハケ目調整を認める。胎土には鉱物砕片

を多く含む。外面全体と内面上部で炭化物の付着が著しい。

４類（第94図35～38）

蜜または壷の頚部に刻目隆帯をめぐらすグループ。下段テラスおよび西側小テラスから３個

体（34～36.38)、１号住居吐南方斜面から１個体（37）出土した。３７．３８は隆帯下に横位

沈線が加えられる。３８は端部が平坦に面取されると共に、口縁内面に凹線がめぐる点におい

て３４と類似する。しかし本類の器壁はそれに較べ厚手であり、体部に最大径をもつ点にも異

なりがある。各資料の整形は３６．３７の内面がハケ目、３８は口縁部横ナデ・体部内外面がハケ

目、３５は内面へラナデ。いずれも鉱物砕片を多く含み、３８では黒曜石状粒子も確認できる。

５類（第95図41～45）

４類の底部の可能性がある平底を本類とする。１類～４類同様、胎土には鉱物の砕片を多く

含み、土師器に較べ器壁は厚手である。該当資料は図示の５個体で、４２～45はテラス遺構周

1６２



辺、４１は１号住居tlt覆土から出土した。器面の調整は土師器と変わりない。各資料の在り方

は一覧のとおり。円盤状の粘土を底部に据えて成形されるため、底面はいずれも平坦である。

立ち上りが緩やかで、底部内面に膨らみをもたない点は１類・２類と異なる特徴となる。

６類（第94図39）

黒色を呈し胎土に砂粒や黒曜石状の砕片を多量に含む異質な資料である。上段テラス下土坑

群出土の３９に限定される。外反する口端に最大径をもち、口縁下の緩やかな頚部に刻目隆帯

がめぐる。口端は丸くおさまり、口縁部にはへう状工具によるケズリのちヨコナデが行なわれ

る。体部外面は縦位の粗いヘラミガキ、内面の一部にはへうミガキを認める。口端から隆帯下

にかけてへラ状工具による斜位の擦痕が観察できる。内外面には炭化物の付着が顕著である。

７類（第95図40）

径の小さな平底、球状をなした体部、小段をもった外反口縁を特徴とする土器で、１号住居

吐覆士出土の40のみが該当する。底部を含む外面には粗いハケメが横位・縦位に施される。

内面は体部上位以上に横位ハケメ、中位以下ではヘラナデが行なわれる。器形や調整手法が土

師器と異質であり、北方系土器との関連'性も想定されるため本グループとした。

Ｂ北方系土器の位置づけ

１類は北海道系の続縄文土器の中でも後半段階の「後北Ｃ２－Ｄ式」の範晴で理解できるもの

で、同型式の細分［大沼1982］による「一般的な段階」に該当する。この種の土器の従来の年

代観としては、弥生時代の天王山系土器との共伴例が北海道～東北北部で確認される一方で古

墳時代の初期段階まで下降する可能性も指摘されていた。これに対し、本遺跡では弥生土器が

一切存在しておらず、古墳時代前期の土師器と明確な共伴関係をもって出土した。前項で詳述

したように、本遺跡から出土した土師器の主体時期は、古墳Ⅱ期～Ⅲ期、新潟シンポ編年に従

えば８期～９期に求められる。１類が中心的に出土した「テラス遺構」周辺ではⅡ期主体の構

成をみせており、西側小テラスと上段テラス下土坑群ではこの時期に限定できる資料が得られ

ている。１号住居吐覆土の土師器はⅢ期に比定できるところから、本遺跡においては遺構単位

で２時期にわたる共伴関係が確認されたことになる。

２類～５類は、土師器の特徴を併せもった「折衷土器」である。２類は宮城県大泉遺跡［佐

藤1994]、４類は岩手県永福寺山遺跡［盛岡市教育委員会1997］で類例が確認されている。

３類と同一の資料は知られていないが、沈線を文様要素とする例が東北地方で散見できるとこ

ろから、本州的な地域性とする見方がある［大村1996]。なお、３類・４類に認める口縁内面

の接合痕は土師器の中に１点しか存在しておらず（第80図155)、外来的な手法と考えるべき

であろう。共伴土器に基づけば、２類はⅡ期、３類はⅢ期、４類はⅡ～Ⅲ期に位置づけられる。

１類～４類土器の性格を考える上で、使用胎士の在り方は重要な要素となる。１類の胎土が

1６３
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1類：第93図1ａ

1類：第93図7ao7b

1類：第93図2１

3類：第94図34b一外面(上)・内面(下）

第96図二北方系土器のバラエティー

2類：第94図33-外面

4類：第94図38ｂ

6類：第94図3９
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バラエティーに富むことは前述のとおりである。鉱物粒子を多量に含む胎土ａ種は非土師器的

な土器で、とりわけ１．７．１８．１９は一見して異質な資料と言える。このうち１８．１９の爪形

刺突は、北海道で稀な手法であり、東北からの搬入品の可能性を考慮する必要がある。一方、

鉱物が稀薄なｃ種は土師器に酷似する資料である。両者の中間的な在り方を示すｂ種も質感的

には土師器に類似しており、全体的な胎土の様相は在地産土器に近似すると言ってよい。また、

微量ながらも黒曜石状岩石を含有する個体が存在する点は重視すべき特徴である。前項でも指

摘したように、これらは前時代の剥片を胎士混入物として再利用したものと考えられる。以上

の諸点を総合すれば、続縄文系土器の大半は本遺跡内で製作された可能性が極めて高く、製作

対象物に応じある程度の胎土選択が行なわれていたことをうかがわせる。

６類は胎土が明らかに異質であり、超遠隔地からの搬入品の可能性も指摘される注目の資料

である。サハリンや沿海州に系譜を求める見解があるが［菊池１９９４・小嶋１９９６]，具体的な

位置づけは今後の検討に委ねる課題としておく。本遺跡出土の土器のなかで、炭化物の付着が

著しい資料が３４と本例に限られる点は、使用法の面からも留意される特徴である。共伴土器

に基づけば、Ⅱ期の所産とみなされる．

７類の位置づけも定かでない。在地土師器における有段口縁の鉢・雲などの特異な一形態の

可能性も考慮される。所属時期はⅢ期である。
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３管玉と製作工程資料

緑色凝灰岩を石材とする管玉２点と１３６０点あまりの製作工程資料が出土した。前者は下段

テラス面と上段テラス東斜鱈面から得られたものである。後者は９７％が上段テラス下土坑群の

一角から出土しており、そのうち６６％は土壌水洗をつうじて抽出された。残りの３％は下段

テラスと西側斜面からの出土で、後者の資料は４点を数えるにとどまった。

使用される石材は、淡緑色の岩体に濃緑色の粗粒子を多く含むものが大多数を占める。至近

距離に位置する越王遺跡はほぼ同時期と考えられる玉造遺跡であるが、混入物の少ない良質石

材が多用されており（第97図右)、２遺跡間での著しい異なりが留意される。

Ａ分類

（１）管玉（第98図14.15）

ともに長さ2.0cm前後、径0.58cm～0.6cmを測る。２点の形状には大きな異なりがあり、端正

な作りの１４に対し、１５の端部は不整形かつ丸みを帯びる。

（２）管玉製作工程資料（第98図１～13）

上段テラス下土坑群出土資料の８割は、最大幅１cmに充たない微細剥片である。下段テラス

の資料にも数量的な制約があり、製作工程を具体的に復元するには至らなかった。

石核（１～３）ｌは大型石核で、連続的な分割に先立つ初期工程の資料である。最大長

10.2cm・厚さ3.5cmを測り、完成品の長さが厚さに確保されている。角柱状の２は、頻繁な打

面転移が行なわれ、Ｂ面にのみポジティブバルブをもつ。形状は管玉素材に類するが、サイズ

からみて、さらに分割を意図した石核と考えられる。３は剥離が進行した最終的な姿である。

剥片（４～７）極小のバルブと半円形のリングを有する資料が多数を占める。打点がピン

ポイントをなすため生じた特徴的な剥離で、石核の２や管玉素材の８．９にも同種の剥離が観

察できる。越王（第98図16～18）や柏崎市行塚遺跡［伊藤1985］で類例がみられることから、

古墳時代の玉造資料を特徴づける技法と考えられる。剥離法としては、先鋭な金属を打面に据

えた間接打法が想定できる。越王に較べ本遺跡ではバルブが不顕著であるが（第97図)、この

点は石材の異なりを考慮に入れる必要がある。

管玉未製品（８～13）角柱状を呈する９．１０は、剥離整形段階の管玉素材。後者は側面

の押圧剥離時に折損したもの、前者は両端に微剥離が加えられた完存品である。８は管玉素材

蝉』f等等
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誤顕

第97図管玉製作工程資料のバルブ（2.4:南赤坂・18越王）
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の作出時に生じた分割残余。以上３点の断面最小幅は、0.6～1.0cmの範囲内に含まれる。１１は

一端を除く全面に粗い研磨が加えられており、その範囲と研磨方向を図中に示した。角柱状素

材の段階から研磨作業が始まることを示す好資料である。断面幅は0.9cm･’２．１３は側面を８

～９の多面体に研磨した後、端部の４mm前後を除去したもの。剥離面には極小バルブが観察で

きる。１２は穿孔前に両端が折断され、１３は穿孔後に一端が除去された資料である。

Ｂ所属時期

北陸・新潟における弥生～古墳時代墳墓出土の管玉サイズ分類［荒木1989］を第99図に示

した。図のごとく、本遺跡の完成品２点はｆ類の範||篇に含まれる。２点の未製品は、最大長に

基づけばｆ類の範囲内に分布し、同様の完成品サイズを意図したことがうかがえる。４点が該

当するｆ類は、古墳時代前期の中葉に位置づけられており［荒木前掲]、テラス遺構の機能時期・

上段テラス下土坑群の埋積時期と矛盾しない。また、近隣の山谷古墳や越王遺跡出土資料との

間に認める類似性は、互いの近時関係を示唆する特徴といえよう。

管玉および製作工程資料観察表
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４打 製石器

テラス遺構とその西側斜面を中心に古墳時代前期の所産とみなされる打製石器が45点出土

した。石材の大多数は粒子の粗い流紋岩で、他に珪質流紋岩・頁岩・安山岩なども少量ながら

使用される。全体に角喋素材が多い点も特徴である。遺構内からの出土は、下段テラス１７点（北

半部主体）・西側小テラス３点．ｌ号住居吐７点を数える。第lOO図右上は西側テラスにおけ

る第１０３図２２の出土状態、第５５図右下は１号住居吐東コーナー床面での第１０４図２８の出土状

態で、前者は折衷土器（第94図33）の内部からみいだされた。このほか、遺構外の14点が東

側尾根の西側斜面から出土しており、本来的にはテラス遺構に伴う資料と考えられる。

製作関連資料としては、下段テラスからのハンマー１点（第lOO図ｌ）と石核・剥片類があ

げられる。縄文時代遺物との峻別が困難なため後者の実数は不明であるが、ほぼ同質の流紋岩

製剥片に限定した場合、テラス遺構周辺で50点程度、１号住居吐で８点ほどを数える。より

明確な資料としては、１号住居並覆土から第105図３８との接合を認める剥片２点が出土した。

Ａ 分類

形状と刃部位置に基づき、以下のような６類に区分できる。なお、図中の矢印は肉眼観察に

よって使用痕が明瞭に確認できる範囲、網点は自然面を表す。

１類（第１００図２．３，１０１図４～８）

縦長・横長剥片（２～７）や節理面をもった肩平喋（８）を素材とし、一側縁に片面方向か

らの連続的な剥離を施すもの。以下４類まではスクレイパーにあたる。刃部角度はいずれも鈍

角的で、７０°にも達する８のような例がある。２．３は幅広い縦長剥片を中央から折断し、各々

刃部加工が行なわれる。本類では６～８で顕著な使用痕が観察できる。６．７は刃部エッジの

広い範囲、８は剥離面の稜に磨耗を認める。

２類（第lOl図９～１１，１０２図１２．１３．１５．１６）

剥片の二側縁に剥離を加えるグループの中から定型的な資料を抽出した。該当する７点はい

ずれも横長剥片を素材とし、片面加工による鈍角的な刃部を一側縁、その反対側縁の中央付近

に小範囲に限定された剥離をもつ。片側の限定剥離には、両面加工（９．１０）と片面加工（１１．

１２．１５．１６）の別があり、後者はさらに刃部との関係から同一面剥離（１５．１６）と錯向剥離

（１１～１３）に分けられる。これらは何れも刃部とみなしがたく、手に保持する際の配慮（刃

潰し加工）であろう。明瞭な使用痕を認める資料は、刃部中央や下半が磨耗する１１．１２の２点。

３類（第１０２図１４．１７～１９，１０３図20～２７）

縦長・横長剥片の両側縁に刃部加工を行なうものである。本類には微細剥離を片面もしくは

両面に行なう資料（２０．２３～27）が多い傾向にある。剥離方向は、同一面（１８～２０．２２～26）

と両面（２１．２７）の二者に分かれる。１８．１９．２６のエッジで磨耗痕が観察できる。いずれも

1６９
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部位は片側に限定される。

４類（第104図28～33）

主として縦長剥片を素材とし、広い範囲に刃部加工を行なうグループ。剥離部位は、ほぼ全

周にわたるもの（28)、打面や折断面を除く広い範囲に及ぶもの（２９．３２．３３)、下半に限定

されるもの（３０．３１）がある。３類と同様に微細剥離資料（29～31.33）が多い。３０は一

辺の広い範囲に強度の磨耗を認める。３２．３３は磨耗範囲が限定され、その程度も微弱である。

５類（第104図３４．３５，１０５図36～39）

全体形状が打製石斧に類似するものを本類とする。縄文時代草創期の片刃石斧に類したもの

（37）も存在するが、刃部をなさない資料．（35.38）も含まれており、それとは異なる性格

を考えるべきである。節理面をもった肩平喋（38）と剥片素材の別があり、後者の形状がう

かがえる資料は何れも縦長剥片（３４．３７．３９）が使用される。側面加工は３７の一側縁を除き

片面に限られる。剥離のタッチはラフである。エッジに明瞭な磨耗を認める資料は後述の６類

とともに見あたらない。使用痕と認定できるか否か不明であるが、３８の一側面には幅6～11ｍｍ

範囲で表裏方向の線状痕が観察できる。

６類（第105図40）

３面からの剥離によって角柱状に整形された特異な石器である。１点の出土に限られる。最

大厚は4.3cmと肉厚で、調整が入念なＢ面での刃部角度は70.を測る。

Ｂ打製石器の位置づけ

以上の位置づけにあたり、先ず問題となるのは所属時期である。前述のように、これらはテ

ラス遺構を中心に分布しており、中でも下段テラスの遺構面からの出土が最も多かった。尾根

上に造成されたテラス遺構では、下段テラスで大規模な削平が行なわれている。縄文土器は下

段テラス面にほとんど存在しておらず、削平を免れた周辺斜面や上段テラスの覆土（高域部か

らの流れこみ）に分布がほぼ限定される（第100図)。この点は、縄文時代遺物の混入の疑い

を否定的に導く重要なポイントとなる。

形態に目を転じると、現在までのところ周辺一帯の縄文時代遺跡において類例の出土は知ら

れていない。一部の資料に古様相を考慮すべき特徴は認めるが、縄文時代草創期の石器群で本

遺跡のような片面加工スクレイパーの卓越組成が確認された例も皆無である。以上のような状

況に基づけば、本遺跡の打製石器を縄文時代の遺物と考えるのは困難で、必然的に古墳時代前

期の所産と判断せざるをえない。

新潟平野周辺における打製石器（スクレイパー類）の使用下限は、従来弥生時代後期中葉に

求められてきた。近隣の御井戸Ｂ遺跡では、1997年の調査で古墳時代前期の遺物が大量に出

土しているが、打製石器は確認できず、在地の伝統の中で南赤坂を位置づけるのが困難であるこ

１７６
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１号住居j止概土

とを明確にした。したがって現時点で系譜を求めるならば、石器使用が存続する東北日本との

つながりを想定するのが自然な見方である。関連して興味深いのは、本遺跡内において北方系

土器が相似た分布を示す現象である。両者の密接な関係を示す在り方として重視したい。

外来的な性格を考えた場合問題となるのは、東北地方の続縄文系石器に多用される黒曜石製

のラウンドスクレイパーが欠落する点である。同地の石材には、４世紀代に遠隔地産の黒曜石

も利用されているが、量的主体は在地産石材であり、５世紀代に入るとその傾向が鮮明化する

［吉谷・高橋2001]。これに対し、県内下越地方の縄文遺跡に流通する板山産黒曜石は、原石

サイズが極小なため石嫉素材の確保が可能な程度であり、その利用も弥生時代に入り終息に向

かう。南赤坂で多用される流紋岩は在地産石材で、南西７kmに位置する岩室村間瀬海岸におい

てほぼ同質の露頭と転石が確認できる（第106図)。しかし石質は良好と言い難く、小型石器

の製作には不向きである。本遺跡の打製石器が大型スクレイパーに偏ることは、そうした石材

調達事情を背景とした地域的な変異形態と考えることができるであろう。
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５生業関連資料

生業に関わる資料の出土は僅少で、少量の炭化種子と籾痕土器を確認したにとどまる。

Ａ炭化種子

上段テラス下土坑群からクルミ、１号住居杜からヒシ・モモが出土した。

クルミ（第107図Ｂ）管玉製作剥片の集中域で実施した土壌水洗に伴い、堅果破片40点が

えられた。いずれも細片で、１個分の可能性もある。近隣の御井戸Ｂ遺跡では、古墳時代前期

を主とする包含層から多量のクルミが出土しているが、利用の形跡が明確な資料は確認できず

完形品やネズミの食痕を有するものが大半を占めていた。したがって、本遺跡の場合も補助的

食料の一部にとどまると考えるべきであろう。

ヒシ（第107図Ｃ）覆土から刺針１点が出土した。角田山麓においては５遺跡目の出土例

である。うち４遺跡が縄文時代に属しており、弥生時代以降では初例となる。

モモ（第107図Ｄ）住居床下（貼床）から核（内果皮）の一側縁にネズミの食痕をもつもの

が２個体出土した。ともに長さは1.9cm、推定幅は1.5cmである。御井戸Ｂ遺跡ではモモも多量

に出土しているため、核サイズを第107図Ｅで比較した。御井戸の数値は、ランダム抽出50個

体に基づいている。このうち２点の炭化物は、本遺跡の出土例と同様小型サイズに該当する。

いずれも被熱による収縮が原因と考えられ、本来的には一般サイズに該当するものであろう。

比較対象とした御井戸Ｂ遺跡では、南部の低湿地から大量の土器と共に勾玉・管玉・ガラス

小玉が出土した。多量のモモはこれに共伴したものである。古代のモモには呪術的な性格が備

わることが知られている（大山1994)。御井戸や本遺跡の出土状態は、そうした観点からの検

討も必要であろう。

Ｂ籾痕土器

第１０７図Ａは、籾の全体形がうかがえる圧痕を外面にとどめる資料である。圧痕の大きさは、

長さ6.4ｍｍ・幅3.9mmを測る。長幅比は1.6で、いわゆる「円粒」タイプに該当する。角田山麓の

弥生～古墳時代遣跡では、御井戸Ｂ・穴口に続く３例目の稲作関連資料となる。
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Ⅲ結語

古墳時代の南赤坂遺跡は、西側緩斜面と東側の尾根にまたがる2800㎡程度の範囲と推定さ

れる。その広がりは縄文時代集落と重複し、前者に竪穴住居、後者の先端に大規模な削平によ

って平坦面を造成した「テラス遺構」が構築されていた。土器の出土量は、土師器の口端遣存

資料で430個体ほどを数える。うち99％が前期に属すものである。これらは概ね４期に区分さ

れ、数量的にはⅡ～Ⅲ期（新潟シンポ編年：８期～９期）が大半を占める。

弥彦・角田山の周辺には、所属時期がある程度明らかな古墳時代集落が本遺跡を含め５箇所

存在する。形成期間に着目すると、緒立・御井戸・蒲田・奈良崎の４遺跡が長期継続型、本遺

跡が短期型にあたり、高見高島は両者の中間タイプとみることもできる（第５図)。継続期間

の異なりは集落規模とも密接な関連があるようで、長期継続型の典型例と言える御井戸遺跡で

は20000㎡以上の広がりをもつことが確実である。

対照的に、本遺跡で確認された住居吐数は２軒にすぎない。ともに９期に属すもので、両者

に認める土器様相の異なりに基づけば、微妙な時期差も考えられる。９期における同時存在戸

数は、単独もしくは多くて２～３軒というのが南赤坂の実態であろう。８期の住居については

緩斜面の西半が既に失われていることを考慮に入れる必要はあるが、この時期の土器がテラス

遺構とその周辺に偏る点からすれば、本来的に存在しなかった可能性もある。

古墳時代に入ると集落立地の中心は沖積地に移る。御井戸遺跡の古墳時代地区は、台地下の

谷と低湿地にはさまれた微高地上に展開する。蒲田遺跡は沖積地内の微高地（埋没自然堤防）

上に立地する例である。高見高島の詳細は不明であるが、やはり山麓下の沖積地に位置する点

で共通する。こうした動きが水田耕作との密接な関わりのもとに進行したことは容易に推測で

きるところである。一方、本遺跡は縄文時代集落と同一立地を踏襲した唯一のケースに該当す

る。長期にわたり中心的な居住域として利用された山麓台地が、本遣跡の廃絶をもって機能を

失うことは興味深い現象である。角田山東麓台地の末端斜面は急傾斜をなして沖積面に下降し、

台地下一帯に後背低地（旧沼沢地）を発達させる。いわゆるガツボの堆積を認める深田の地で

あり、水田耕作に不向きな場所であっことがその後の集落分布を規制した要因と考えられる。

南赤坂に備わる非稲作的な立地状況は、遺跡の性格を検討する上で重視すべき特徴である。

土師器の様相については前述のとおりである。遺構別にみた組成比の異なりは別として、総

体的な在り方は北陸地方との類似‘性が強く、当地が置かれた地域’性を良く反映した内容といえ

る。ただし異系列の資料が相対的に乏しい点は一つの特徴で、遺跡の性格に由来する現象とし

て理解できる。

テラス遺構周辺では、８期を中心に緑色凝灰岩を石材とする管玉製作が行なわれていた。大
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半は微細な剥片で、各段階の工程資料も数量的に限定されている。現時点では同一石材の製品

が他の集落や墳墓で出土した例は確認されておらず、自給生産の枠を出るものではかろう。南

赤坂は弥彦・角田山周辺における古墳時代前期の管玉製作遺跡として２箇所目の遺跡となる。

他の一例は東500ｍたらずに位置する越王遺跡である。台地上（海抜25ｍ）の立地と土器の極

端な乏しさを特徴としており、本遺跡と時期を同じくする可能性がある。ただし使用石材の異

なりは著しく、互いの関係をいかに解釈するかが今後の課題となる。

東側尾根で確認されたテラス遺構は、他に類例のない特殊な施設である。遺構が位置する尾

根先端は、西側斜面の住居ゾーンとは居住環境を異にする。冬季の季節風はとりわけ厳しく、

通年的な利用には不向きな立地である。２つの平坦面には一般住居と異なる建物が構築されて

いた。下段テラスの掘立柱建物は１号住居の規模を明らかに上回る。上段テラスの柱５対の柱

穴群も２基の土坑（墓）を伴う特殊な施設である。後者の土坑埋士や上段テラス周辺では木炭

が集中的に分布していた。２箇所の焼土坑を含め、火の使用が活発に行なわれる点も大きな特

徴といえる。遺構の性格を考える上で、土師器の組成は重要である。小型壷・鉢・壷が目立っ

て高い割合を示すというもので、何らかの祭祁行為が執り行われたことをうかがわせる。

今回の調査で最も注目されたのは、北方系遺物がまとまって出土した点にある。それらの分

布はテラス遺構の周辺に明確な中心があり、遺構自体の北方的要素についても問題となる。し

かし現時点では北との関連性を積極的に指摘できるような要素を見いだすに至っておらず、今

後の検討課題としておく。北方地域との関わりを最も直接的に示す遺物は続縄文土器である。

近年新潟県内ではこの種の資料の出土が相次いでいるが、東北地方で一般的な後北Ｃ２－Ｄ式

中葉の土器は意外に数少なく、本遺跡を除けば豊栄市葛塚遺跡［豊栄市教育委員会1999］と近

隣の御井戸遺跡で数個体が確認されているにすぎない。ともに搬入品とみられる資料である。

続縄文土器や土師器との折衷土器の主たる製作地が本遺跡内に求められることを北方系土器

の項で指摘した。主体を占める１類土器は、後北Ｃ２－Ｄ式の型式的な特徴をほぼ純粋に保持

するグループである。その文様要素「帯縄文」は特殊な手法によって施される。縄文の施文伝

統が途絶えた当地において、間接情報だけでこれを再現するのは到底困難であり、製作手法を

マスターした作り手自身との接触があったことは確実である。その在り方は、本遺跡の形成過

程をつうじ長期に及んだものと推測される。続縄文土器の胎土に認めるバラエティーや折衷土

器にみられる３通りもの複合パターンは、そうした状況に由来する現象であろう。３類・４類

の口縁形態が在地の土師器にほとんど存在しない点からすると、折衷土器の作り手もまた北方

民であった可能性が高い。

北方系土器と類した分布を示す遺物に、スクレイパーを主とする打製石器がある。石器使用

の不連続性からして、これも北方文化の系譜によって理解が可能な資料である。所属時期にっ
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第108図周辺の続縄文土器

１０cm２９：葛塚(豊栄市教育委員会1999）

３０：御井戸B(前山1999）

３１：内越(新潟県教育委員会1983）
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いては出土状況から疑問の余地はなく、黒曜石の欠落や形態的な異なりも在地産石材の調達事

情から自然に説明できる。沢田敦の教示によれば、第lOl図７．８では乾燥皮特有の使用光沢

面が観察できるといい、打製石器の主たる使用目的が皮革製品の製作であった可能性を示唆し

ている。時期的には若干下降するが、５世紀代の宮城県内ではラウンドスクレイパーの多出遺

跡が古墳社会と接近しながら分布しており、皮革製品と鉄器等の交換をつうじた異文化交流が

推定されている［吉谷・高橋2001]・本地域における鉄の供給実態は定かでないが、太平洋側

と相似た形態の初期的交渉があったことも考えられる。

北方系土器や打製石器が西側緩斜面の１号住居吐に弱いながらも集中する点も重要な特徴で

ある。床面～覆土出土の土師器は９期に限定されており、テラス遺構から１号住居吐への使用

廃棄空間の移動が指摘できる。１号住居吐出土の北方系遺物は、土器６個体と打製石器７点で

ある。遺跡全体に占める割合は極めて低率にとどまるが、前者が１７％～１４％、後者が１４％と

近似することは注目に値する。１号住居吐の保存状態は良好で、空間利用の在り方が床面遣存

遺物の分布によってうかがえるほどであった。こうした状況を重視すれば、上記の数値が限定

された期間における使用量をある程度反映するのではないか、という見方も成立する。

集落外への持ち出し行為がなかったと仮定すると、これに基づく本遺跡内での使用・廃棄量

は６～７単位分に相当することになる。南赤坂が主として営まれた８～９期の存続期間は明ら

かでないが、仮に６０年間前後（７期と１２期の開始を３世紀後半と５世紀初頭とし、各時期の

継続年数が均一であったと仮定して算出）と想定した場合、１０年間程度を平均サイクルとし

た使用・廃棄行為を推測することもできるであろう。以上の試算から導きだされる接触形態は、

北方民の長期にわたる移住といった恒常的なものでなく、数次にわたる断続的な交渉であった

可能性をうかがわせる。こうした見方は、遊動性に富んだ社会とされる後北Ｃ２－Ｄ集団の居

住形態［石井１９９７］とも調和しており、テラス遺構の立地特性をこれに関連づけて理解する

することもできるのではなかろうか。本遺跡が営まれた２時期をつうじ、北方系遺物の使用・

廃棄空間が限定される点も興味深い。空間利用の変化が起こりうるほどの継続的な居住が行な

われておらず、利用目的も限られていたことが要因とも考えられるためである。遺跡が置かれ

た非稲作的な立地、住居軒数の乏しさ等の特異性もこれによってスムーズな解釈が可能となる。

南赤坂は、北方文化の担い手との直接的な接触を示す本州南端の遺跡である（第１０８図)。

至近距離に位置する山谷古墳（８期）・菖蒲塚古墳（９期）は、日本海側における北限の前期

古墳群にあたり、その造営は南赤坂の形成と時期を同じくする。甘粕健が指摘するように、本

遺跡の成立に角田山麓の首長の積極的な関与があったことは確実であろう［甘粕1997]。しか

し本地域の社会的な位置づけを具体的に論じうるほどの基礎的資料の蓄積には至っていないの

が現状である。周辺遺跡の調査をつうじ、南赤坂の理解に努めることが今後の課題となる。
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古Ⅱ代

前平野窯跡出土の須恵器



古代の概要

●形成時期奈良・平安時代（８世紀末～９世紀前半主体）

●主な遺構カマドをもたない竪穴住居吐（８世紀末～９世紀前半）１軒

●道 物土師器：煮炊具（喪・鍋）主体

須恵器：占有率が低く、在地窯主体

●遺跡の性格８世紀末～９世紀前半は散村的形態の居住地として利用された。

利用目的は山麓部ならではの活動に限定された可能性が高い。

１１世紀後半～１２世紀前半の小皿が小範囲からまとまって出土し、

非日常的な空間として再利用されたことがうかがえる。

カマドをもたない竪穴住居（２号住居杜）



７
５
５
０

１
１
４
４

西側斜面の東端付近、海抜９ｍ～１０ｍの緩傾斜地から竪穴住居吐１軒とピット２基を確認

するにとどまった。これらは互いに５ｍ以内に近接しており、単独もしくは２軒程度の住居か

らなる散村的な居住地形態をなした可能性を示唆する。

２号住居城（第109図）

方形プランの住居である。西壁と北壁のみが造存しており、前者は一辺3.6ｍ、後者は3.3ｍ

以上を有する。壁面の最大高は、北壁で40cm、西壁で20cm程度を測る。内部には小ピットが分

布するのみで、炉吐やカマドは確認できなかった。小ピットの深度は何れも１０cm台である。

このうち、南西・北西コーナーのNo.１．２と東側の３．４が柱穴と考えられる。柱の間隔は、

東西3.1ｍ～3.4ｍ・南北3.2ｍほどで、住居の全体規模は一辺4.5ｍ程度と推定される。なお、

本遺構の覆土にⅡ層は存在しておらず、土壌の堆積環境が遺跡内で変化したことを物語る。
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Ⅱ遺 物

該期の遺物としては土師器と須恵器があり、口端遣存個体集計にして土師器70個体、須恵

器７個体の出土がある。また土師器小皿を除いた口縁部計測値では、土師器が87.3％、須恵器

が１２．６％である。２号住居吐に伴う資料としては、喪ｌ個体（１５）が出土している。他はす

べて包含層からの出土であるが、遺物の分布は２号住居杜の東に集中して認められる（第ｌｌＯ

図右上)。また、小皿がＥ－４区からまとまって１２個体分出土している。

１．土器各説

Ａ土師器（第１１０．１１１．１１３図）

無台椀（第110図１．４～８）ｌは内湾気味の体部から口縁端部がわずかに外傾する。内

外面ロクロナデ。４は体部から口縁端部まで直線的にのびる。内外面ともロクロナデはしっか

りしている。５は直線的な体部から屈折したのち短い口縁部が直線的に外側へのびる。底部は

回転糸切り痕を残す。外面のロクロナデはしっかりしている。ロクロは右回転。６は身の浅い

もので、大きな底部から体部は内湾して立ち上がる。外面の体部下位から底部にかけてへラケ

ズリ。７は底部へラ切り。８は回転糸切り。ロクロ方向は右回転。

黒色無台椀（第１１０図２．３）２．３ともに外面はナデのち横位のへラミガキ、内面は横

位のへラミガキのち黒色処理される。２の口縁端部は若干肥厚して短く外にでる。２．３は同

一個体の可能性が高い。

鍋（第llO図９～１１．第１１１図１８～21）９．１１．１８．１９．２０はいずれも内外面カキ目の

ち外面はハケ・ヘラケズリ調整、内面はハケ調整が施される。口縁部はすべて内湾する短いも

ので、口縁端部が上方に摘み上げられるように収まるもの（９．１１．１８．１９．２１）が多い。

図示していないものの口縁部も大半が同様の形態である。

婆（第１１１図１２～１７）ロクロ成形のもの（１３～15）とロクロを使用していないもの（１２）

とがある。底部は１６．１７ともに体部の下位外面でへラケズリが確認できる。１５は器面の磨滅

が激しいが、内外面にカキ目が認められる。２号住居跡の床面からの出土である。１６の器壁

は薄く、内面はハケ調整ののち指頭で調整されている。

小皿（第113図37～45）いずれもロクロ成形で、回転糸切りのちナデ調整が行われている。

37は口径１１．４ｃｍで底部を欠損する。３８は口径10ｃｍ、器高2.3ｃｍを計る。４１，４２，４４は柱状

の高台が付くもので、高台の裾部は若干外へ広がりを持つ。また４２と４３の底部外面には５～

１０mm程の不定形な穴が認められ、品田がロクロ台上の突起物の痕跡と推測した小孔［品田1992］

にあたる可能性がある。このような痕跡は分水町の有馬崎遺跡でも確認できる（第１１３図46)。
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なお41の皿部内面は黒色処理が行われている。

Ｂ須恵器（第112図22～36）

杯蓋（23.24）２３．２４ともに端部は丸みをもって収まる。２４の天井部は確認できる範囲

では約７ｍｍと比較的幅の狭い回転へラケズリを行う。

無台坪（26～28）２６．２７は回転へラ切りで、その後ナデ調整を行っている。２７は底部内

面にもナデが認められる。２８は白色の色調で２次焼成前のものである。回転へラ切り。

有台坪（25.29）２５は底部を欠くが、体部・口縁部の形態から深身の有台坪と考えられ

る。２９は器形の歪みが激しいが、径高指数は約５４と小振りで器高は高めである。体部上・中

位外面はロクロナデ、体部下位外面はへうケズリ痕が確認できる。底部外面は回転へラ切り痕

を残す。内面は器面の磨滅が激しい。また、比較的高い高台が中央よりに付いている。高台は

方形を呈し、内端が比較的シャープで外端は丸みを帯びる。内外面には自然紬が付着している。

ロクロは右回転。

喪（22.30～36）３０の外面は格子タタキを縦方向に移動しており、上方はロクロナデに、

第113図土師器－３（46～50：有馬'１１奇遺跡出土）
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中は帯状のナデに切られている。内面は時計回方向で同心円の当て具痕が認められる。また内

面では体部と口縁部の色調が異なっており接合が明瞭にわかる。３１～３６の外面はいずれも格

子文のタタキ目が認められる。内面は同心円文ののち平行線文の当て具痕を残すものが多い。

２．土器の位置づけ

ここでは、出土遺物の年代について述べる。年代の比定にあたっては巻町を含む西蒲原郡の

資料を用いた春日の編年案［春日2000］に沿って記述を行う。

須恵器では２４の坪蓋と２９の有台杯が形態から古代Ⅳ２期から古代Ｖ期に比定できる。また

全体の形態はわからないが､２５の有台坪や２６．２７の無台坪も古代Ｖ期の古い時期を中心とし

た時期のものと推測される。土師器では喪・鍋ともに西古志型のものが多く認められる。それ

らは口縁部の形態がおおむね類似することから、それほど時期幅は無いと推測される。西古志

型賓は古代Ⅳ１期にその原型

が出現し、古代Ⅵ期以降減少

していくと考えられており［春

日２００１］当遺跡の煮炊具の

大半も古代Ⅳ２期から古代Ｖ

期に位置付けられよう。また、

６の無台坪は形態から古代Ｖ

期頃と推測される。

以上、出土した資料の多く

は古代Ⅳ２期から古代Ｖ期を

中心とする時期に比定できる。

なお須恵器では、２６．２７以

外で確実に小泊窯産に比定で

きるものは無く、その低い割

合もその時期と矛盾しない。

２号住居吐出土の婆（１５）も

口縁部の形態からこの時期の

ものであると推測する。ただ

し、２の内面黒色処理の椀は

形態から古代Ｖ期の後半から

古代Ⅵ期の前半頃の間に、４

の無台坪は器壁が薄く直線的

春日(2000） 春日（1999） 田嶋(１９８８） 坂井(1989）

古代Ⅳ１期

8００ 古代Ⅳ２期

古代Ｖ期

古代Ⅵ１期

古代Ⅵ２期
9００

古代Ⅵ３期

古代Ⅶ期
lＯＯＯ

古代Ⅷ期
lｌＯＯ

中世１期

Ⅳ１期

Ⅳ２期

Ⅳ３期

Ｖ１期

Ｖ２期

Ⅵ１期

Ⅵ２期

Ⅵ３期

Ⅶ１期

Ⅶ２期

Ⅶ３期

Ⅷ期(古）

Ⅷ期(新）

Ⅳ１期 Ⅱ２期

Ⅳ２期(古） Ⅲ１期

Ⅳ２期(新） Ⅲ２期

Ｖ１期 Ⅳ１期

Ｖ２期

Ⅳ２期

Ⅵ１期

Ⅵ２期

Ⅵ３期

Ⅶ１期

Ⅶ２(古)期

Ⅶ２（新)期

中世ｌ‐Ｉ期

中世１‐Ⅱ1期

中世１‐Ⅱ2期

中世２‐Ｉ期

１２００

第11表古代編年対応表（春日2000から一部抜粋）
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土器観察表

凡例

法量に関してはｃｍ単位である。「口』は口径、「底」は底径、「高」は器高を表す。

這存については最も遺存率が高い箇所の径における残存率を示している。

手法の項目では土器の調整を中心に示した。手法と備考の項目では土器の部位、調整について下記のように略した。

口縁部→１１体部→体底部→底内面→内外面→外上位→上中位→中下位→下へﾗﾐｶ.ｷ→ﾐｶ゙ ｷﾍﾗｹｽ.ﾘ→ｹｽ゙ ﾘﾊｹﾒ→ﾊケ

２
３

1９２

手法 出-1君区

にのびる深めの形態から古代Ｖ期の後半以降と考えられる。また、５の無台坪は口縁部中程で

屈曲する点や、切り離しが糸切りで行われている点などから古代Ⅶ期頃と推測される。このよ

うに、少数ではあるものの古代Ｖ期以降と考えられるものも存在する。

また土師器の小皿は、いずれもロクロ成形で回転糸切りのちナデ調整が行われており北陸系

のものである［品田1991.1997]・口径が小さく器高が低い形態や、柱状高台の小皿が定量認

められる点などは、古代Ⅷ期に位置付けられている有馬崎遺跡の様相に近い。ただし有馬崎遺

跡の資料と比べ、口径が若干大きく（図113)、柱状高台の裾の広がりが弱い。

且：.:師

２ 土 師

柵・」:帥

ﾉ1t師

51:師

６ｉ;師

７ ： 師

８．L紙

９ ． 漏

二Ｃ；･師

里二師

昌２：.,師

息３：..,師

轄．=二師

：５：目･師

：６ユニ師

:7．.#言

弓８１．編

】9：源

２０．‘師

堅土師

2２須恵

2３須恵

2塁須恵

2５須恵

2６狐恵

2７鏡恵

2８狼怠

2９須恵

3０績也

郡須忠

3２須血

3３鋼血

3４須恵

3５競恵

3６須喜

3７：師

3８１:師

3U:旦呂帥

４０．上帥

４１Ｆ.･Aii

42土編

4３Ⅱ師

割土師

錨Ｆ､二郎

唖別

境
携
院
椀
椀
椀
椀
椀

台
台
台
滑
介
許
《
Ⅱ
台

無
無
無
無
業
議
濡
熊
鍋
調
渦
空
襲
塑
蜜
蜜
溌
鍋
鍋
調
渦
塑

墨
咽
Ⅲ

坪
祁
坪
坪
廊
飾
輝
細

蓋
蓋
台
台
台
帝
台

坪
坪
偵
察
窯
議
有
謹
製
型
型
迩
喪
空
狐
柳
州
柳
雑
織
嘩
雑
嘩

､6底５６

:底S,０

６匠局JZ

3底5‘０

３
３
㈲

寄
謝
価

７
柳
９
３
３
２
３
ｈ
５
子
６
５
６
，
二
３
こ
り
２
７
３
３

謡
堀
輝
詞
執
埋
雨
顕
匙
蛇
鵬
調
整
一
Ｊ
』
幼
騨
郷
姫
狙
鋸
躯
鋤
惣
埋
廻
郡
邸
蛇
且

眠
雁
底
肥
高
粥
織
睡
踊
諦
・
ｆ
ｒ
哩
窃
到
底
唾
抑
叫
叩
部
Ｉ
Ⅱ
聖
粥
訓
底
底
底
叫

１
，
噸
４
５
昌
乱
乱
夙

遣停

１（２

１/ＩＢ

底Ｍｉ

：／９

底略完

庭1/４

：/６

輿_/２

体1/理

：:ﾆﾉﾑ２

』/８

仏自/6

７１/６

両2/９

『：1/５

底コル１

１ノベ

体l/６

Ｌ/』２

:ｉｙ６

体l/３２

１/９

１/冊

：／１２

底1/４１

態〃９

ニノ６

底完

'.､鋪

１/６

：;:/６

．：1/６

晩且/皇

臓l/８

度5拍

氏5/６

底5/６

底l/L２

内外:zク唖ナデ

内ﾐｶﾞｷ外部赤色塗影

内ミガキ

内外z:ク【』･デ

底内ミガキ

体部ドヶズ･；

N,外ケズリ・部ハケ141ｶｷI1後ﾊｸ･

体外方非畠．・ハヶル内カキ!ｉ

ﾀﾄｶｷﾋlぬち縦ハケの唱・・部ブ･･ず．勾力ｇＩ:１１後ハケ
ニ’・休侭外ハケ

体外ハヶ･部ソープ住内力.1.m

体外カキIIのちハｸ体内ｶｷ!'

1,内・体内外力勃ー Iｉ

外ケズ．ｊ内ハケのち指圧

外ケズ;』内ケズ･」・プデ

伸外ｶｷ向のちハケ･クズ･学:.:．休洪lｶｷ11のら八ヶ

体外カキi･のちハケ･ケズ』体内カキi3のちハケ

侭外刀干E1･ケズソぬるﾊケ体･ﾊﾘ〃ｷ;【Hのらﾊケ

体外j,ヶ体内カキ瞳の老ハヶ

リゴ
ハケケ

弱
』ク

錨
』

記
』井火

一
丁
一
ゾ
ー
ジ
ー
ア

ゾ
８
〃
り
す

■
巴
■
＆
■
脚
■
Ｉ

園
田
３
１
ヱ

ク
ク
ク
ク

。
“
Ｊ
Ｊ
Ｉ

外
久
外
外

内
内
内
内

睡内ナデ

罪{‘18階肥ク：:ケズリ

,卜』lZf･タタキのら替執ブ'亭内1両1心:-J:ｌｉ－ｒ具

‘卜悩F夕タキｌAl同心P1聖て具･平鍔当て具

'1,膳'ず夕ﾀｷ内同心且:聖で具

鼠掛fﾀﾀｷのち郁精.』。:;･デ内同心円劃て具のち半1J当-[具
外略.ｱﾀﾀｷのち･･部カギH1胴心l』l当乏･具のｔｉＷ当・ご具

外平蒲ﾀﾀｷ内l司心了:当て,具のち軍ff当で具
一
ブ
ー
ソ
ー
ア
ー
ナ
ー
プ
ー
ア
》
プ
ざ
テ
ー
ー
グ

．
』
ソ
・
フ
○
フ
君
剖
・
丁
・
●
〃
Ｊ
型

７
１
１
。
。
。
。
Ⅱ
。
ワ
ロ
Ｉ
Ｃ
。

■
Ⅱ
Ｆ
■
？
』
甲
■
伊
田
■
■
■
■
■
■
Ｆ
』

ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク

ー
：
：
Ｌ

■
母
８
。
ロ
血
▲
Ｉ
“
毎
△
“
ｂ
、
ロ
Ｆ

『
－
１
答
Ｌ

外
外
外
外
外
孫
外
外
外

内
内
内
仏
内
内
内
刈
内

膝
体
体
伸
Ⅱ
仲
伸
仏
熔

蝋.零

291こ岡・頂外か内黒伝

同砿糸切り

2汚住岸凱床而出二Ｉ

薩外匿漏へﾗ賜りの諸デ』1,Wl産

唖亘羅へﾗ閲ロの毒デ小袖童

回揖へラリリ：次暁成

忘外回伝糸謬り

底外１１那暖糸切り

底外卜6砿糸切り

域外同砿宍切り

底外;卿鵬糸切り

底外‘画恥糸叫り

蔑外I』噸糸軸り

氏外卜I嘘糸切り

咲外川砿糸切り

Ｅ４ｍ

軍４．ｑ①

Ｅ４－ｑ②

堕望-u①ぼか

迄．４－ｇＬ９

Ｅ－４－ｆ

：>－５‐ｉ

か'４．Ｗ竃！

．〉‘１１･噂

ｎ-'１．c①

Ｅ４ｋ④

Ｅ４ｋ

電４．２①臆か

Ｅ４．b③臆か

Ｄ２‘．ｙ

:Z-4-p②

ｌ酉-4,：

．〉４c①臆か

Ｅ４ｒ

Ｅ４ｋ③

Ｅ４－ｋ

Ｅ型-胆②

E-Ii-zl

【:ど･討

吃-J-ｍ

:>･５ｅほか

Ｅ４ｕＥ'58..

,.2ざ：

C2-KOI話か

〔1.2-k

D-4-il

B4-1】隅５．．･

り冬-i鱒

Ｅ･４ｕＥ５･‘L・

不明

偲弗ｋ

Ｅ･１ｋ③

唾．．‘１ｋ③

脇‘!‐ｋ③

IZ-4-p

E-j-k③
重一罰一：

Ｅ-.1-ｋ③

鹿’‘Ｉｐ

Ｈ１Ｄ



WiI

確認された住居杜は１棟である。住居吐は低い台地の先端部のなだらかな斜面に位置してい

る。これに伴う遺物は床面から出土した喪ｌ個体であり詳細な時期比定は困難であるが、周辺

から出土した土器からは８世紀末から９世紀前半頃のものと考えられる。遺物の分布からは２

号住居吐の東側に他の竪穴住居吐が存在した可能性もあるが、いずれにせよ立地や出土した遺

物量からして小規模な集落であったことが推測される。中郷村の横引遣跡でも台地先端部の局

所的な部分に規模は不明であるものの住居杜が２棟認められており［小池1996]、遺跡の立地

や規模など類似した様相をもっている。また、２号住居吐の復元面積は約20㎡の竪穴住居で

カマドを持たない。県内の該期の竪穴住居ではカマドを持つものが一般的であるが、カマドを

持たない竪穴住居も少数ながら認められる。ちなみに山三賀Ⅱ遺跡ではカマドを持たない竪穴

住居は20㎡以下の小型のものに限定されている［坂井1989]・

口縁部計測値における出土土器の構成比率に関しては、食膳具中で須恵器の占める割合は

54.8％である。また機能別に見ると、煮炊具（喪・鍋）が全体の77.7％を占め、食膳具は21.3

％である。大半が包含層出土のものであるため、ある程度の年代幅が推測されるものの、前述

したようにその多くは古代Ⅳ２期から古代Ｖ期を中心とした時期に収まるものと考える。近隣

で該期の器種組成をうかがえる例としては、平野部に位置する助次郎遺跡と茶院遺跡がある［春

日2000]。これらと比較した場合、食膳具における須恵器の占める割合が低いことや、煮炊具

Ⅲ結語
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の比率の高いことなどが当遺跡の特徴としてあげられる（第１１４図参照)。

以上のような小規模な居住形態や立地、カマドを持たない住居tlt、土器の構成比率などは、

山麓部の集落の特徴として捉えることができる。と同時に新たな流通体制への過渡期における

角田山麓の在来の集落の一端をも示していると推測され、その在り方が注目される。また、西

古志型の煮炊具が角田山北麓の砂丘地や平野部同様、山麓部でも定量認められ、島崎川周辺地

域との関係をうかがうことができる［春日2000,2002]・

他では土師器小Ⅲのまとまった出土が注目される。同時期の似たような出土例としては、当

遺跡と地形的に類似した国上山麓の分水町有馬崎遺跡があげられる[分水町教育委員会1997]・

報告者は何らかの使用行為の後一括して廃棄された資料と考えている。土師器皿を非日常的な

ものとする考え［河野１９８６など］からは、当遺跡や有馬崎遺跡など山麓部からまとまって廃棄

したと考えられる出土状態は当時の習俗を考える上で注目される。
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春日真実
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報告書抄録

所収遺跡名 種別 主 な 時 代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

南赤坂遺跡 集落跡 縄文時代前・中期

古墳時代前期

奈良・平安時代

縄文時代

掘立柱建物１棟

陥穴状土坑１基

埋設土器２基

古墳時代

竪穴住居吐２棟

テラス遺構

古代

竪穴住居吐１棟

縄文時代

縄文土器

喋石錘

磨石・敵石類

磨製石斧

砥石

の字状垂飾

古墳時代

土師器

北方系土器

管玉

打製石器

古代

土師器・須恵器

縄文時代

磨製石斧・垂飾

の製作

古墳時代

続縄文文化との

接触確認
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